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【prologue】





　初はつ詣もうでにやって来た。

　年明け直前直後であればたくさんの参拝者でごった返していただろうけど、元がん旦たんから一週間も過ぎれば人込みは驚くほど少なくなり神社の周りは閑かん散さんとする。人の熱気が過ぎ去った後には木材の匂においと冷たい冬の風がそっと漂い、その何ど処こか寂しい空気が、けれどゆかりは嫌いじゃなかった。人込みに揉もまれていたらこの静せい謐ひつな感触は味わえない。何かに守られているかのような静寂それ自体を、全身で受け止めて噛かみ締めることができる。

　別にそれを狙ねらっていたわけではないけれど。鉄てつ平ぺいの傷が普通に歩けるくらいには治るのを待っていたら、自然と初詣に来るのは遅くなり、新年を迎えようやく神社の石畳の上を歩くころには、そんな素敵な空気がふたりを迎えてくれたのだった。

　隣を歩く鉄平はジャケットのポケットに手を突っ込んでしきりに「さみー。さみー」と呟つぶやきながら身体からだを丸めている。一時期はボコボコに腫はれ上がっていた横顔も元の精せい悍かんさを取り戻し、怖いくらいにつり上がっていた目元は今は眠そうに垂れ下がっている。彼のボサボサの髪が日の光に透き通っているのを、ゆかりは隣でぽーっと眺めた。

　視線を感じたのか、ん、と鉄てつ平ぺいが振り返る。ゆかりも、ん、と首を傾かしげてみせた。なんだよ、と鉄平が苦笑する。なんだよ、とゆかりも真ま似ねして苦笑してみせる。

　ふたりの肩の距離は、十センチくらい。

　からんころんとゆかりは履物を鳴らす。普段ツインテールにしている髪は今日に限って頭の後ろでひとまとめにしているので、時々裸のうなじを風が撫なでてひゃっとなり、慌あわててショールで被おおう。錦にしき織おりの袋帯にシンプルな桃色の琴こと姫ひめ椿つばきの振ふり袖そで――は母が昔着ていたもので、だから大好きな衣装。一年を通して初はつ詣もうでに訪れる一度しか着る機会がないので、鉄平にもよく見て欲しくてちょっと意識して袖そでを翻ひるがえしたりした。

　似合ってるかな。そう訊きいてみたい。でもなんとなく恥ずかしくて訊けなかった。イヴのときは簡単に訊けたのに、どうして今はこんなにためらってしまうのだろう。

　石畳の階段を上ると社やしろが見えた。参拝に訪れている人は他ほかにもいたけれど、それも十人に満たないくらいだった。



    

  
    
      



    

  
    
      「おし、とっとと願い事ぶちかましにいこうぜ」

　そう言って鉄平は心持ち早足になる。もう少しゆっくりこの空気を味わいたいのに、と少々ふくれながらもゆかりは小走りに後を追いかけた。

　財さい布ふを取り出そうとしてポケットから出てきた鉄平の手を見て、ゆかりは無意識に伸ばしそうになる手を慌あわてて引っ込めた。「？」と振り返る鉄てつ平ぺいにえへへと笑って誤ご魔ま化かし、訊たずねた。「て、鉄平くんは何をお願いするの？」

「ん。……あー」寒さのためか、鉄平は心なし頬ほおを赤くしていた。「……成績向上かな」

「うそだぁ」

「う、嘘うそじゃないって。そろそろ受験の年だから僕たち私たち受験生は勉学に本腰入れなきゃいけないんだって」

「うそだぁ」

「……いや嘘なんだけどさ。ゆかりは何を願うんだよ」

「え。私は」今年も鉄平くんと一緒にいさせてください。「……ウチの会社の発展かな」

「嘘だ」

　うん、嘘です。

「嘘じゃないよ。これからのＫＯＴＯのますますの発展と世界征服を願うんだって」

「……とんでもねー願いだな」

　ふたりでくすくすと笑うその間にも、鉄平の手は財さい布ふから十円玉を取り出していて、ゆかりはどうしてもその手を目で追ってしまう。

「あの、て、鉄平くん」

「ん？」

　手、つなごうよ。

「――――ううん。な、なんでもない」

「？　変なの」

　意味わかんねー。と鉄平は苦笑しながら先に行ってしまう。後に続きながらゆかりはこっそりと白いため息を吐いた。

　――ああ、神様。

　ゆかりは空を仰ぐ。

　――この時間がずっと、続きますように。

　いつまでも、ずっと。

＊

「くくく……」

　その女は出店でおみくじを引いていた。

「くふ。ふふふ……」

　含み笑いをしながら、おみくじ代を払っていた。

　お金をもらった巫み女こは「なんだろう。なんだろう」と不気味に思いながらもくじの入った箱を女に差し出す。

　女は黒ずくめの格好をしていた。

　スカートとジャケットの黒いフォーマルスーツの上に黒いトレンチコートを羽は織おっていて、両手は黒い革の手袋、足元は黒革のブーツ。この冬の乾燥した空気にもかかわらず艶つややかな黒髪は、肩口をやや越えるくらいのストレートヘア。口元には黒いホクロ。そしてトドメと言わんばかりに黒縁・上・縁・のオシャレ眼鏡めがね。あまりの徹底的な黒ぶりに、目の前に真っ黒な人影が立ちはだかっているような錯覚を覚えてしまう。

「…………」

　ちらと視線を走らせると、女の隣には男の後ろ姿があった。こいつも全身をすっぽりと黒いコートで覆っている。後ろ姿なのでよくはわからないが――髪はどうやらオールバックでサングラスをかけているらしい。

　男はこちらに背を向けて、じっと何かを見ているようだった。男の視界にあるものといえば――仲良さげに歩く高校生カップルくらいしかいない。なんだろう。「自分たち以外には何も見えません。ＬＯＶＥしてますから」みたいなカップルがうらやましいのだろうか。

　なんだろう。なんだろう。と巫み女こが思っていると、

「あは」

　といきなり黒い女が声をあげた。びくっと巫女は彼女を振り返る。

「大吉だわ」

　女は「うふふふふ」と口元を歪ゆがめた。巫女はだんだんと腰が引けてきていたが、なんとか「お、おめでとうございます」と口にすることができた。

「ふふふ。ありがとう」女はどこか妖よう艶えんに微笑ほほえみ返し、そして唐突に横の男に話しかけた。「で、協力してくれるのかしら？」

「……いいだろう」

　低く呟つぶやく声――けれどそれは、どちらかというとキーの高い声に感じられた。

「ありがとう。あなたの協力があれば成功も間違いないわ」女はまた微笑んで、「ところであなたのことはなんて呼べばいいのかしら？」

「俺おれに名前はない」

「じゃあ私が名付けちゃっていいかしら。呼び名がないとやりづらいのよ。――そうね。こんなのはどう？」

　女は頬ほおに手を当て、「ハヤミマコト」

「……好きにしろ」

「よろしくハヤミさん」女は手を差し出した。「私のことは大おお目め玉だまと呼んでちょうだい」

　そして手はつながれた。

　それを目まの当たりにしていた巫女は、なんだか悪い予感しかしなかった。



    

  
    
      　

【第１話・にゃンにゃン上等！】





　一月末日。

　県立羽は原ばら羽ばね高等学校。

「おい早くこっち回せよ！」

「なあ、俺おれこれ持って帰っていい？」

「いいわけねえだろ早くこっち寄越せ！」

　登校日。

　一、二年生が各六クラス、三年生が国立私立の文系組や理系組、就職組などに分かれるため八クラス。全生徒数五四七名を抱えるこの高校は、進学率と就職率がどっこいどっこいという全国的に中の下または下の上に位置するような公立高校である。成績向上のため教師たちが試行錯誤している横で生徒たちはのほほんとやり過ごしているという、まるで緊迫感のない平和な学校。普通の高校ならばとっくに三学期が始まっている時期だが、羽原羽高校はいまだ冬休みの最さ中なかだった。

　理由は昨年の十二月二十五日にまで遡さかのぼる。

　クリスマスの早朝。羽原羽高校は謎なぞの不審火に遭あい、校舎の大部分を修理しなければいけなくなった。重要な書類が保管された職員室などは幸いにして無事だったが、三十近くの教室が使用不能になってしまったのだ。手続きなどの関係により火事から遅れること三日後に急ピッチで改修工事が始まったが、結局冬休みは二月まで延長されることになり登校日の今も工事は続いている。

　登校日、といっても登校しているのは一、二年生だけである。三年生はほとんどが受験や就職先の研修などの理由で来ていない。工事も一、二年生の教室を優先的に行っていたため三年生の教室は完全に復旧していないようだった。現在は三年生の教室と外装の工事が行われていて、とんてんかんと工事の音が響いてくる。

　そしてそんな中、２－｜Ｃの教室ではほとんどの生徒がいくつかのグループに分かれて冬休みの宿題に没頭していた。

　たとえ冬休みが延長されようとも、生徒の宿題を仕上げる率が上がるわけではない。「ああ、まだ余裕あるー」と言っているうちに例年通り三学期は目前に迫っていた。普段であれば羽原羽高校は登校日など設けないのだが、冬休みが延期されたことにより例年以上にダレ切っているだろう生徒に活を入れるため、急きゆう遽きよ登校日が設けられた。図らずもそれは生徒たちにとって宿題の進しん捗ちよく状況を確認し合い協力態勢を敷く絶好の機会になったわけである。

　無論、全員が全員、宿題をやっていないわけではない。クラスに必ずひとりはいる真ま面じ目めくんに、前日電話で宿題を完了させていることを確認しそれを連絡網でクラス中に触れ回り――翌日の登校日には新年の挨あい拶さつもそこそこに各班に分かれて真面目くんのノートを写しまくるのである。

　五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいもまた、その中のひとりだった。

　冬休みは延期されたのだから宿題をやる時間など腐るほどあったのだが、鉄平はあ・の・事・件・の・た・め・一週間以上もの間入院し、その後も通院生活を強いられていたのでろくに時間がなかった。というのが鉄平の中でのイイワケで、宿題はインドアなものなのでできないわけはなかったのだが、とにかく鉄平もまた毎度の宿題に喘あえぐ標準の高校生なのだった。目の前に回ってきた数学のプリントのコピーを全速力で写していた鉄平は、ふと思い出したように顔を上げた。クラスメイトは皆、一心不乱に手を動かし続けている。

「なあ、文ぶん七しち」鉄平は隣でプリントを写しているクラスメイトに話しかけた。「そういえば俺おれな、大変だったんだよ」

　クラスメイトの藤ふじ森もり文七はまず真っ先に茶髪のボサボサヘアが目につく男である。ボサボサの髪は本人談では無造作ヘアらしいのだが正直ただの蓬ほう髪はつで見事にセットに失敗しているとしか言いようがない。耳にいくつもピアスの穴が空いているが肝心のピアスはない――今け朝さ登校してきてすぐに教師に没収されてしまったらしい。２－｜Ｃでは《なんだか中途半端なチャラ男》として認知されている。

「ん？　あー聞いた聞いた」手は止めずに文七は頷うなずく。「大変だったってな」

「そうそう。相当ヤバかった」

「うんうん」文七は同意するように頷き、「何・せ・イ・ヴ・の・日・に・ト・ラ・ッ・ク・に・撥・ね・ら・れ・て・全・身・複・雑・骨・折・で・入・院・、なんだもんな。完治したのも最近なんだってな」

「……うん」複雑な心境で鉄平が頷いたとき、教室の片隅で女子の声が膨れ上がった。

　鉄平たちが振り返ると、教室の戸口に女子たちの群れができていた。

「ああ、彼女も大変だったよなー」今度は手を止めて、文七はそちらを見やった。「てっぺーとは比較になんねえけど」

　女子の輪の隙すき間まに、忙しく揺れる髪が見えた。後頭部の左右で結ったツインテールの髪が忙せわしなく揺れているのは、詰め寄る女子たちのどこに焦点を当てればいいのかわからず戸惑っているからだろう。女子たちは興奮気味にその輪を狭せばめていく。

「心配したんだよ！」「電話しても出ないし……」「大丈夫なの？　怪け我がは？」「ホント大変だったね……」

　ホント大変だったよ……。鉄平はしみじみと嘆たん息そくした。

　昨年の十二月二十四日。クリスマス・イヴ。

　その夜、世界有数の企業ＫＯＴＯの社長宅（『宅』というのには規模が違いすぎるが）でイヴのパーティが開かれていた。経済界の要人の集う豪華絢けん爛らんなそのパーティにおいて突如、武装集団が突入し占拠するという事件が起こったのである。それはテレビでも大々的に報じられ、幸いにも機動隊が迅じん速そくに武装集団を制圧したため大事にはいたらなかったが……ただその事件により、ひとつの秘密が学校中に知れ渡ることになった。

「なんで言ってくれなかったの？」

　そうだよ、という女子の声に、囲まれている彼女はしどろもどろ答えた。「だ、だって……みんな、接しづらくなるかも、って思って……中学のときもそうだったから……」

　ぴたり、と沈黙が降りた。が。

「――あたしたちを甘く見ないで！」「そうよ！」「びっくりしたけど」「ぶっちゃけそんなの関係ないでしょ？」「ぶっちゃけ！」「古こ都とさんは――いえ、ゆかりちゃんはゆかりちゃんだよ！」「だよ！」「ぶっちゃけ！」

　女子たちは口々に否定の声をあげたかと思うと、感極まって全員で一斉に彼女――古都ゆかりにひしと抱きついた。十九人が一点に集束するように肩を寄せ合う様は、さながらラグビー選手がボールに向かってタックルするようだった。

「泣けるぜ……」

　うんうんと涙を拭ぬぐう文ぶん七しち。見渡せば他ほかの男子も感動したように頬ほおを緩ゆるめている。女子の人だかりの上から一本だけ突き出ている腕が、ぷるぷると苦しそうに震えているのはこの際置いておこうと鉄てつ平ぺいは思った。

　その腕の主、古都ゆかり。彼女はＫＯＴＯ現社長、古都源げん之の助すけの孫娘だった。

　ＫＯＴＯといえば世界最大規模の企業である。ＫＯＴＯはその名前の通り古都家が擁ようする超企業で、その直系であるゆかりは、中学時代にからかいの的まとになってからずっとそのことを秘密にしてきた。なるべく身の上は語らないようにして過ごし、だから自然とひとりの時間が増えてしまい、気が付けばクラスでもあまり目立たない存在になっていた。けれどテロ事件の報道によりクラスどころか日本中にその正体が露ろ呈ていしてしまったのである。

　入院中の鉄平を見舞いに訪れたゆかりは、言っていた。

『……私、怖いよ』

　あの日から連日のようにかかってくる電話にも出ないようにしているらしく――ゆかりはひどくおびえていた。消極的な彼女はクラスの中で孤立していて、なのにますますクラスメイトたちに距離を取られてしまうことを恐れていた。

　ここは中流家庭の生徒たちが集う学校だ。ゆかりのそれとはあまりに環境が違う。その違いのせいで孤立していた経験を持つゆかりが恐れるのも、仕方ないことだと鉄平は思う。

　けれど鉄平は、そんなゆかりに一言言うだけだった。しっかりと断言して。

　――だから言っただろ？

　女子にもみくちゃにされながら、少し瞳ひとみを潤うるませているゆかり。

　――「大丈夫だ」って。

　中学校のときはついてなかったとしか言えないけれど、世の中そんな奴やつらばかりじゃない。こうやって肩を貸してくれる奴は、絶対に何ど処こかいる。

　自分の怪け我がが「トラックに轢ひかれて入院」ということになっていると知ったときは、さすがに納得がいかないものを感じたけれど、それもまあいいかと思う。自分がもてはやされるよりもゆかりがこうしてクラスに受け入れられるのを見ている方がずっといい。

　ゆかりがちらりとこちらを見やったので、鉄てつ平ぺいは微笑ほほえんでやった。ゆかりも上気した頬ほおを緩ゆるめた。

「お？」それに気付いた文ぶん七しちが、眉まゆをひそめた。「なんだよ、今の」

「う？　な、何が」

　鉄平がどもり気味にとぼけると、文七はなおさら身を寄せてきた。「今アイコンタクトしてただろ。ゆかりちゃんと」

「は、はぁ？　してねえよ」

「してた！　アイコンタクトというか愛コンタクト！」

「し、してねえって！　ったく、イヴに合コンするような奴の頭はいつでもなんでもピンク色だな！」

　そうなのだ。

　あろうことかこの男、藤ふじ森もり文七は鉄平をハブにして聖なる夜に合コンなんぞをしていたのだ。その相手や詳細については頑かたくなに口を閉ざしているが、一方死にかけていた鉄平としては許せない事実である。

　文七は反論してきた。「言ったなッ？　そのころお前はトラックに轢かれてたくせに！」

「う……ッ」

「イヴなのに！　イヴなのに！」

「うぅ……！」

　ものすごく言い返してやりたかったが、言えるわけがなかった。文七が合コンで盛り上がっていたころ、自分はゆ・か・り・を・救・う・た・め・テ・ロ・リ・ス・ト・た・ち・と・闘・っ・て・い・た・なんて、絶対に言えない。

　鉄平が口ごもっていると、予鈴の鐘かねが鳴った。すぐに担任の葉は山やまが「オラ座れー」と現れたので文七は不満げにしつつも自分の席に戻っていった。騒いでいた女子たちもちりぢりになって席についていく。鉄平はほっと息をついた。

　あの事件の真相を知っているのは、自分とゆかりだけだ。ゆかりの祖父である源げん之の助すけですら記憶を操作されているため覚えていない。そんなもの、誰だれにも言えるわけがなかった。そもそも真相を語るには『奴ら』の存在もまた説明しなければならない。とても信じてもらえないし、一応口止めもされている。

　起立、礼。それぞれバラバラのタイミングで席を立ち頭を下げたのか下げなかったのか曖あい昧まいな礼をしてすぐに着席する生徒たちに、葉は山やまは頷うなずいた。

「まずはあけましておめでとう」

　あけおめー、と女子の誰だれかが返した。

「登校日、というわけで冬休みにわざわざご苦労。新学期は二月の上旬には始まるから、追って連絡する。間違えるなよ。宿題はどうだ？　休みは長くなったんだから完かん璧ぺきだな？……お前ら、どうして哀あわれみのこもった眼めで俺おれを見るんだ。なんで他人面づらだよ」

　葉山の言葉に、クラスメイトたちは揃そろってあらぬ方向に視線をそらした。葉山は肩を落としつつも「んで、だ」と調子を変えた。

「今日皆に来てもらったのは、新学期に行うイベントの、お知らせのためだ」

　クラス全体が揃って首を傾かしげた。この時期にそんなものがあっただろうか？

「それは――」

「――――《バレンタイン交流企画『あなたのハートをゲットです』》なのデスッ!!」

　突然教室の扉が開け放たれ女が飛び込んできた、

　のと同時に鉄てつ平ぺいは机ごと床にひっくり返った。

　クラスメイトたちはいきなり現れた女に注目すべきかそれともいきなりすっ転んだ鉄平に注目すべきかで迷い、視線をさまよわせた。

「……五十嵐いがらしが今、見事なリアクションを見せてくれたことからわかる通り」葉山は教室に突入してきた女を示し、「こちらの女性は五十嵐のお姉さんだ」

「五十嵐豆まめ子こと申しますデスッ!!」女は晴れやかな笑顔で声こわ高だかに名乗った。

「五十嵐さんは、そのバレンタインなんたらの実行委員長を務めてくれるらしい」

「務めますデスッ!!」

「詳しいことは彼女が説明してくれる」

「説明しよう！　デスッ!!」

「ちょ、待て待て待て待てッ！」

　鉄平は慌あわてて覆い被かぶさる机を跳ね上げ並み居る机とクラスメイトたちを文字通りなぎ倒しながら黒板の前に突進し、女の手を引いて廊下に飛び出した。覗のぞき窓にヒビが入るほどの力で教室の扉を叩たたき閉め、連れ出した女を振り返る。

　清潔感のあるパンツスーツ。きっちりと前髪の揃えられたおかっぱ頭。下縁のオシャレ眼鏡めがね。不敵な笑みを浮かべるこの女の名前は五十嵐豆子、鉄平の姉。

　――ンなわけあるか！

「……どういうことなのか、説明してもらおうじゃねえか」獣のように獰どう猛もうに唸うなりながら、鉄平は女を睨にらみつけた。「なあ槍やりヶが岳たけ」

「ハイ槍やりヶが岳たけです」女はあっさりと笑顔で頷うなずいた。「お久しぶりですね、五十嵐いがらしさん。またお会いできて嬉うれしいです。怪け我がはもうすっかりビンビンですか？」

「それを言うならピンピンだ！」

　怒鳴りながら――鉄てつ平ぺいの脳裏に走馬灯のように記憶が蘇る。

　昨年のイヴのテロ事件。全くの部外者だったはずの鉄平をその事件のど真ん中に放り出した人物――それがこの女、槍ヶ岳だった。

　話は途方もなく飛躍する。槍ヶ岳はこの世界とは違う、別次元に存在する世界『内世界』（別名『第一世界ザ・フアースト』）の人間である。ちなみにこの呼称から言えば鉄平のいる世界は『外世界』（別名『第三世界ザ・サード』）と言うらしい。

　槍ヶ岳はイヴの日の夜、突然鉄平の部屋に現れた。『内世界』で流は行やっているというテレビ番組――『外世界』の人間の様子を面白おかしく放送する――《ザ・外界ウォッチング》のリポーターだという彼女は、番組のイヴ特集ということで『外世界』にいるひとりの薄幸少女を鉄平に救って欲しいと持ちかけてきた。あれよこれよと出会ったその薄幸少女が、クラスメイトの古こ都とゆかりだったのだ。成り行きで鉄平はゆかりの祖父のパーティに招かれたのだが、そこで現れたのが例のテロリストたち。槍ヶ岳を始めとする内界人たちの意図は、そのゆかりの身に降りかかった不幸を鉄平に救ってもらおうというものだったのだ。理不尽さに泣きそうになりながら鉄平はテロリストたちと闘うことになった――



    

  
    
      



    

  
    
      　というのがテロ事件の真相である。鉄てつ平ぺいは幾度も死にかけ、それでもテロリストたちの手からゆかりを救うことに成功する――が、その際の怪け我がで冬休みを入院と通院で過ごすという素敵な生活を余儀なくされたのだった。

　そんな思い出に頭痛を覚えながら、鉄平は奥歯を噛かみ締めた。

「そうだよ……お前には一言言いたかったんだ」

「あらヤダ告白ですか？　ダメですよ五十嵐いがらしさん、アナタには古こ都とゆかりという立派な」

「お、おおおおお俺おれが言いたいのはッ！」鉄平は真っ赤になって槍やりヶが岳たけの言葉を遮さえぎった。きょろきょろと辺りに人がいないことを確認して、声をひそめる。「な・ん・で・ウ・チ・の・学・校・を・燃・や・し・や・が・っ・た・、ってことだ！」

「……本気で言ってるんですか？」槍ヶ岳は眉まゆをしかめてみせた。「五十嵐さんが言ったんじゃないですか。『学校燃えたら冬休み長くなるよなぁ』」

「俺のセリフを捏ねつ造ぞうするな！」

　鉄平が《薄幸少女ゆかりを救う》ことに成功した場合、その見返りとしてクリスマスプレゼントギヤラをもらえることになっていた。内界人たちはこの『外世界』が及びもつかない『科学力』を有しており、それを使ってなんでも願いを叶かなえてくれるというのだ。特に叶えて欲しいもののなかった鉄平は、軽い気持ちで「冬休み長くならない？」と口にした。

　その翌日に、学校が炎上した。

　その知らせを聞いたとき、鉄平は喜ぶよりも先に青ざめた。これのどこが『科学力』なのか全く理解できなかったが、確かに冬休みは延長されたのである。

「お前らのせいで俺は」

「罪悪感に押し潰つぶされそうだった、ですか？」

　図ず星ぼしだったので、鉄平は「う」と詰まった。

「五十嵐さんは気にしすぎですよ。むしろ校舎が新しくなって万ばん々ばん歳ざいじゃないですか」槍ヶ岳は飄々ひようひようとのたまう。「だって見てくださいよこの床。新品のタイルが日の光を弾はじくほど輝いてますよ。あまりの輝きにホラ――アウチっ！　目が！　目がぁ！」

　そうやって眼鏡めがねの上から顔面を両手で覆う槍ヶ岳に、鉄平は脱力したようにがっくりと肩を落とした。前回でも学んだことだがこいつには何をどう言っても無駄なのだ。

「……とりあえずどうしても気になるから訊きいときたいんだけど」

「ハイ」

「その……なんで」さっきから頭痛がやまないのはこれのせいだと思う。「ピ・ン・ク・なんだ？」

　槍ヶ岳はピンク色の格好をしていた。

　ピンク色のスーツ、ピンク色のハイヒール、ピンク色のマニキュア。唇には桃色のルージュが引かれ、眼鏡の縁までピンク色という気合の入れよう。唯一頭髪だけは前回同様の赤色だった。それにしたって見る人間の眼球を片っ端から潰す勢いの、ピンクすぎる物体だ。

「コレですか？　ふふ、わかってるくせに。わざわざ私に言わせたいんですね。五十嵐いがらしさんたら思春期」

「全然わかんねーから。殺すぞ」

「コレはもちろん、今回の特番がバレンタイン特集だからですよ」槍やりヶが岳たけはうっとりとした顔で告げる。「バレンタインデーといえば乙女おとめの恋心、を妄想する男性のリビドーしかないじゃないですか」

「そっちのピンクかよ！……いやいやいや、もういい、寄り道はここまでだ！」鉄てつ平ぺいは首を振って思い直し、槍ヶ岳に詰め寄る。「そのバレンタイン特集ってなんだ!?」

　前回のクリスマスイヴ特集では冗談なしに死にかけた。今回のバレンタイン特集とやらもまた嫌な予感しかしない。

「説明しましょう」槍ヶ岳は頷うなずき、「当方の番組には『外世界の文化を覗のぞいてみよう』というコーナーがございます。これがなかなかに好評なコーナーで、毎週外世界特有の文化を放送しているわけです。で、今回注目したのが外世界の日本のバレンタインデーなのです」

「……そっちにはないのか？　バレンタイン」

「もちろん似たようなものはあります。家族や恋人と、親愛の証あかしであるカードを交換し合うというものです。これは日本ではなく欧米のバレンタインデーと類るい似じしてますね」

「？　どういう意味だよ」

「外世界の日本人にはありがちな勘違いらしいのですが、バレンタインデーに女性から男性にチョコレートを渡すという習慣は日本にしかないものです」

「え」鉄平は驚いた。「嘘うそだろ？」

「本当です。外世界の欧米では恋人や友達、家族などがお互いにカードや花束、お菓子を贈り合ったりします。『バレンタインチョコ』なんてモノがあるのは日本だけですよ。しかも女性から男性へという一方的なもの。元々は日本のあるチョコレート業者が行ったキャンペーンの一環で、それが今では当たり前のように普及しているに過ぎないのです」

　へー。

「というわけで私たちはその日本独自のイベントに注目することにしました。ついでにスペシャルを組んで大々的に紹介しようかと」

「むかつくけど面白そうだな」

「そう言ってもらえるとこちらもやりがいがあります。そんなわけで手っ取り早くこの学校には二月一四日に有名私立女子高と交流会を開いていただくことになりました」

　……

「……は？」

「いやー楽しみですよ。脳ミソ煮えたぎる妄想少年たちの前に現れる、セレブなお嬢様。異性に免めん疫えきのない娘たちに、ケダモノのような十代のリビドーが迸ほとばしる！　交流会は大いに盛り上がるでしょう」

　槍やりヶが岳たけはほくほくと続けるが、鉄てつ平ぺいはぴくぴくと頬ほおを痙けい攣れんさせている。「……おい？」

「あ、もちろんここは共学ですから、女子の方々にも参加していただきます。だって気になる男子が他ほかの女の子に目移りしてるときに、恋する乙女おとめが平気でいられますか？　いやいられない。反語です。想おもいは自然と燃え上がり、私的にも萌もえ上がります。フェロモン満開です。ああ、日本のバレンタインデーって本当に素晴らしいですね！」

「ちょ、ちょっと待てよ!?」

　鉄平は慌あわてて槍ヶ岳を止めるが、すぐに頭を抱えてしまう。……わかんねー！　何からツッコんだらいいかわかんねー！

「と、とりあえず……」鉄平は必死に問題を整理する。「お前らがやりたいのは、この世界の文化を特集することだよな？」

「ハイその通りです」

「文化ってのは、その、地域に根差した習慣とかそういうもののことを言うんだよな？」

「ハイその通りです」

「で、今回は日本のバレンタインデーを特集しようと」

「ハイその通りです」

「……そこまではわかった」ここが大事だ。鉄平はごくりと生なま唾つばを飲み込む。「でもそれがなんで、『女子高と交流会』になるんだ……？」

「……五十嵐いがらしさん」槍ヶ岳は悲しそうに目を伏せた。「仕方ないのです」

「し、仕方ない？」

　ええ、と槍ヶ岳は残念だと言わんばかりに首を縦に振る。「視聴率稼ぎた――」

「もーわかったそれは文化じゃねえヤラセって言うんだよヤラセって!!」

　こいつに関かかわるとロクなことにならない。鉄平は本気で泣きたくなった。

「他局の番組に、厄やつ介かいなものがありましてね」槍ヶ岳は腕を組み、「我々の番組を差し置いて最近人気急上昇中なので、手っ取り早く大型企画で蹴け落おとそうかと」

「それに俺おれたちを巻き込むな！　つうか学校側はそんな色物イベント認めてるのか!?」

「学校の修理費用、何ど処こから捻ねん出しゆつされたと思います？」

　不意に問われた言葉に、鉄平は言葉を切る。

　槍ヶ岳はニヤリと笑んだ。「ＫＯＴＯですよ」

「……ッ！」

　鉄平はその一言で全すべてを覚さとった。

　昨年のテロ事件は、機動隊が解決したことになっていてその実鉄平が闘っていたのだが――本当の意味で裏で暗躍していたのは、槍やりヶが岳たけを始めとする内界人たちに他ほかならない。

　この事件をきっかけに、こいつらがＫＯＴＯに対してパイプをつなげていたなんて大いにありえる話だ。

「ふふふ、ＫＯＴＯはもはや私たちの手中にあります。ＫＯＴＯによる校舎の改修工事及び増築費用肩代わりを交換条件に、学校側とはこちらから提示するイベントに全面的に協力してもらうよう契約いたしました。ぬかりはありません」

「き、汚い……」学校を燃やしたのは彼ら内界人なのに……。「大体お前、こっちの世界に関かかわりすぎるのは罪に問われるとか何とか言ってなかったか？」

「いざとなれば集団記憶喪失にしてやればいいんですよ」

「俺おれはお前の存在を喪失してやりてえよ！」鉄てつ平ぺいはちょっと涙目になっていた。

「まあいいじゃないですか五十嵐いがらしさん。今回に限れば、こちらから五十嵐さんに特別していただくこともありません。まさか拳けん銃じゆう片手にテロリストたちと闘えなんて言いませんよ」

「……本当かよ」

「本当ですよ。警戒してしまうのも無理はありませんが、考えてもみてください。この企画の何ど処こに、そんな要素がありますか？　五十嵐さんはただ黙ってにゃンにゃンしていればいいのですよ」

「嫌な言い方だな……」

　心底疲れて再び肩を落とすが、槍ヶ岳が言うことももっともだった。あくまで槍ヶ岳たちがやろうとしていることは『交流会』。昨年のクリスマスは初めから闘うことを想定していたようだが、今回はそんなこともなさそうだ。いまいち信用ならないが……。

「……わかった。わかったよ。俺はもう何も言わない。好きにしろよ」

「はん、誰だれもテメエの許可なんて求めてねーよ」

「……あ？」

「さてさてそれではそろそろ教室に戻りましょうか！　私は五十嵐さんのお姉さんという設定なのでしっかり合わせてくださいね！　ちなみに肩書きは女子高から派遣されてきた英語教師ということになっています。ヘイ、マイブラザー。オープン・ザ・ドアー！」

「誰がブラザーだよ……」力なくツッコんで、鉄平は教室の戸を開けた。

　途端にクラス中の視線が鉄平と槍ヶ岳に集中する。う、と鉄平は硬直しながら、今さらながら気付かされた。

　――俺は今、この女と同類だと思われている……！

　全身ピンク色の女を姉に持つ弟。クラスメイトたちの鉄平への認識が歪ゆがめられていく！

　この先が思いやられ、席に戻る足も重くなる。全身に突き刺さる注目に必死に耐えていたそのとき、鉄平はゆかりの視線に気が付いた。

　ゆかりも他のクラスメイトと同じように驚いたような表情をしてこちらを見ていた。槍やりヶが岳たけはＫＯＴＯとつながりを持っているらしいが、ゆかり自身はそのことを知らなかったらしい。後で説明する、と目で訴えると、ゆかりは困惑げにだが頷うなずいた。

　ふと鉄てつ平ぺいは思う。バレンタイン。今年は期待してもいいんだろうか？

　鉄平はこの人生十七年間でバレンタインチョコをもらったことがない。母親からお情けでもらう、という友人を見たことはあるが、鉄平の母に関しては下校してきた息子の顔を見て「……ふふっ」と見下したように笑ってからこれみよがしに「はーいダーリン、チョコですよー」と夫にチョコレートを渡すことを楽しみにするような女である。毎年「バカか」と吐き捨てつつも、部屋に戻れば凄すさまじい寂せき寥りよう感に枕まくらを濡ぬらす鉄平なのだった。

　が、今年は違う。

　昨年の事件から鉄平とゆかりは急速に親しい仲になっていた。鉄平が入院していたときもゆかりは暇ひまを見つけては見舞いに来てくれたし、退院してからはふたりで初はつ詣もうでに出かけたりもした。信じられないことにゆかりの祖父を交えて高級ホテルのレストランで食事をしたこともある（祖父から発せられる強烈なプレッシャーに生きた心地がしなかったが）。ゆかりには専属の家庭教師が何人もついておりその習い事のためにふたりで何ど処こかに出かける、ということはさほどなかったが、それでも最近は三日に一度は互いに電話をかけて世間話に花を咲かせたりしている。メールのやり取りなんて言わずもがなである。

　そう、つまりいい感じなのだ。とてもとてもいい感じなのである。このまま順当に行けばふたりは……ごにょごにょ……なのだ。

　実のことを言えば、鉄平はもう、ほとんどゆかりからチョコレートをもらえる気でいる。たとえ本命でなくてもせめて義理チョコぐらいはもらえるに違いないと踏んでいる。

　――今年は違うんだ。

　思えばあの事件があったからゆかりと親しくなることができた。そういう意味では槍やりヶが岳たけたちに感謝してもいいのかもしれない。死にかけたが、それに見合うだけのモノは還かえってきたと思う。

　ゆかりはどちらかというと小柄な方で、並ぶと鉄平の肩の高さに彼女の頭がくる。会話をするときはこちらを見上げがちになり、長い間話し込んでいるとちょっと疲れたように目を伏せる。ゆかりはそれでも頑張って顔を上げて、真まっ直すぐに鉄平の目を覗のぞき込んでくる。その大きな瞳ひとみで。ときどき思い出したようにそのことが照れくさく感じられて、鉄平はついついそっぽを向いてしまうことがあった。ゆかりは「どうしたの？」と言いたげにますます顔を近づけてくる。すると微かすかに香水の匂においが鼻をかすめるのである。

　そういう、彼女の背の低さとか大きな瞳とか匂いとか。彼女の環境とか過去とかじゃなくて、彼女そのもの。ゆかりという空気。ゆかりという香り。

　自分はそういうものを知ることができた。それはとても大きな意味を持つと思う。

　そしてもっと知りたいと思う。

　席についてからも鉄てつ平ぺいはぽーっとそんなことを考えていて、その間にも交流企画の概略の説明は進んでいた。

「――というわけで、アナタたちの中からも実行委員を募つのりたいと思いますデス」

「あ、俺おれやりたいッス！」

　文ぶん七しちが手を挙げるとクラスメイトたちが「えー」という声をあげた。

「お前にはむいてねーよ。絶対サボるじゃん」

「サボらねえよ！　マジメにやるよ！　みんなでいい思い出作りたいんだよ！」

「つうか女子高の皆さんにお近づきになりたいだけじゃねーの？」

「そうとも言う」

　鉄平の妄想はゆかりが恥じらいつつチョコを差し出すシーンに突入していた――。

＊

　ＫＯＴＯという会社を知らない人間はいない。それどころかＫＯＴＯという会社の恩恵を受けていない人間は存在しない、とも言える。

　――私にはその自信がある。

　超高層ビル、最上階のオフィス。ガラス張りの壁を前に、古こ都と源げん之の助すけは立っていた。

　ＫＯＴＯは実に様々な業種に着手しており、ほとんど全すべての業界に根を下ろしている。どの分野においても圧倒的な経済力で他社を突き放し、追随を許さない。その姿勢も広く浅くではなく、広く深く、であるため、それぞれの分野ごとに子会社が存在する。電化製品事業部門、食品事業部門、エネルギー事業部門、新技術開発事業部門――とにかくそうした子会社が全世界にある。

　ここＫＯＴＯ総合第一本社は、そうした中でも特別な存在である。分野によって分けられたのでなく分野を統とう括かつするのが目的で建てられたビルだ。しかし本社といってもひとつだけではない――本社ひとつでは社員も機能も収め切れず、故ゆえに第二本社、第三本社と本社も細かく分岐している。第二以下はそれぞれ米国や欧州などにおけるＫＯＴＯ支社の活動を監督する役目にあり、日本にある第一本社はアジア圏に目を光らせている。さらに日本で発足した会社なので必然的に第一本社が最大の規模を誇ほこっている。

　その社長室は一面が全面ガラス張りで日光を余すことなく取り入れ、室内を暖かい光で満たしている。埃ほこりひとつない、パイル密度の高い厚手のカーペットが光の熱を吸収し室温を上手に調節しているため、二月という季節にありながらも空調は作動していない。

　源之助は吐息をひとつもらし、窓際から移動してチェアにどっかりと腰を下ろした。高級な革の素材は源之助の丸くて重みのある体重を柔らかく受け止めてゆっくりと沈み込む。オフィスにある家具は素材、設計、発注全てをＫＯＴＯ系列の子会社でまかなっており、ＫＯＴＯブランドと呼ばれるやはり一級品である。

　源之助は白い顎あご髭ひげを撫なでながらしばし黙考する。やがてデスクの上の内線電話に手を伸ばし、人を呼んだ。その待ち時間にクリスタルの灰皿でゆるやかな煙をたてるコヒーバの葉巻を口元に持っていき、一服。濃厚な甘い香りが鼻をつく。

　煙を吐き出すのと同じタイミングで――待ち時間にしてわずか十秒足らずで部屋の扉がノックされた。

「入れ」

　失礼しますという声とともに、ぬっ、と大きな影が入り口をくぐってきた。

　二メートルに達しようかという巨体の男だった。スーツの下からでもはっきりとわかるほどに分厚い筋肉が、まるで鋼鉄のような体格を維持している。ざんぎり頭に精せい悍かんな顔つきは、さながら肉体を駆使するスポーツマンかアマゾンでワニと格闘する野生人である。

　男の名前は灰はい原ばら一いち太た郎ろう。こんな形なりでも源げん之の助すけの第一秘書である。

　源之助は堅実な実力主義として通っており、一太郎もまた彼の眼鏡めがねにかないつい最近に抜ばつ擢てきされたルーキーである。威圧的な体格に反して仕事は丁寧で細かい。日はまだ浅いが、源之助の最も期待の寄せている男だ。

　源之助は一太郎に向かって頷うなずき、

「呼び出してすまない。例の件についてだが」

　一太郎は心得ているように頷き、「はい。滞とどこおりなく。ちょうど今時分に、例の女性がゆかり様の学校に赴おもむいているところでしょう」

　源之助はちょっと心配げに眉まゆを下げた。

「本当にあの女は信用できるのだろうか？　言っていることは的を射ていたが……」

「信用してもよろしいかと。私が保証します」一太郎は自信たっぷりに頷いた。「信頼できる女性です」

「……ゆかりは怒るだろうな」

「それがゆかり様のためなのです」

　そうだな……と源之助は疲れたように嘆たん息そくし、瞼まぶたを閉じた。そう、仕方ないのだ。

　あらゆる人間にあらゆる形で干かん渉しようする企業、ＫＯＴＯ。

　そんな巨大な超マンモス企業を、古こ都と家は背負い続けていかなくてはいけない。

　ＫＯＴＯは古都家の祖先が創始した企業だ。新技術開発顧問として複数の企業と提携する、という当時にしては稀け有うな形態で発足し、やがてはその新技術を自社の進出に利用して財界をのし上がっていった。そして古都家はＫＯＴＯの大部分の株を所有していると同時に株主総会においても絶大の支持を得――ほとんど不動の地位を築いている。

　古都家にはＫＯＴＯという存在がつきまとう。それは決して逃れられる流れではない。それは古都家の人間でなくとも周知の事実である。

　――だからこそ、あ・の・少・年・で・は・ダ・メ・な・の・だ・、ゆかり……。

　源之助は思う。ゆかりは反発するかもしれない。自分を嫌うかもしれない。

　それでも、これが源げん之の助すけなりの譲歩なのだ。

「わかっていても……」源之助は自じち嘲よう気味に笑った。「考えてしまうな」

「ゆかり様を愛してらっしゃるのなら、当然です。人によっては会社のためと見るかもしれませんが、少なくとも私だけはわかっています。これはゆかり様のためなのだと」

「……お前はいい奴やつだな」

「買い被かぶりですよ」

　一いち太た郎ろうは照れたように頬ほおを緩ゆるめた。それは「微笑ほほえみ」というよりは「野獣が獲物を前にしたときの笑み」と言った方が正確なのだが、これが彼の地であることは源之助にもわかっていた。

　源之助は首を横に振ってから、言った。

「計画通りに進めてもらおう。あの女には用が済んだらここに来るように伝えてくれ」

「かしこまりました」

　頭を下げ、一太郎は退室していった。

　ひとり部屋に取り残された源之助は、ため息をついて背中をチェアーに預けた。



    

  
    
      　

【第２話・チョコレート上等！】

残り五個



　晴れ渡る空である。

　空気はつんと肌を刺す冷気をまとっているけれど、その分遮さえぎるもののない日差しを暖かく感じる。日差しをいっぱいに受け止めてぬくぬくと目を細めていたらふわりと肌寒い風に撫なでられて背中をすくめてしまう、そんな一日が、

　――とうとう来ちゃったよ……。

　真っ青な空から、鉄てつ平ぺいは視線を前方に落とした。目の前をたくさんの学ランとセーラー服がひしめき合っている。

　二月十四日――羽は原ばら羽ばね高校グラウンドにて。

　受験や研修のため三年生を除く在校生徒、一、二年生総勢三六一名が集結していた。

　グラウンドはここのところ晴天が続いて、溶けかけた雪がまばらにあるだけだった。雪はほとんど水たまりになっていてそれも今は実行委員が土で埋めて回っている。鉄平は地面の硬さをスニーカーの踵かかとで確認すると次に校舎を振り返った。コの字形の校舎は正門に対して凹のへこんだ部分で向かい合い、その逆側にグラウンドを配している。だからグラウンドにいる鉄てつ平ぺいたちには校舎の平面が見える――はずだった。

　何度見返してもため息をついてしまう。「面影が、ねえ」

　その元々の位置関係は変わっていない。が――

　コの字形の校舎。単刀直入に言えば、その『コ』の縦棒に一の字がドッキングしていた。

　上から見下ろせば二ふた叉またの槍やりの形。元々あったグラウンドの中心を大きく横切るように新校舎が伸びていた。かといってグラウンドが二分割されているわけではなく、グラウンド自体もその敷地を大きく広げていた。周囲の民家や商店などの土地を買い占め一気に広げてしまったらしいが……校舎の土地よりもグラウンドの方が何・倍・も広いとは一体どうしたことか。屋外の体育会系の部活動は大喜びだろうが、このような贅ぜい沢たくな土地の使い方にはほとほと呆あきれてしまう。三百人以上の生徒がグラウンドに集結してはいたが、それでも閑かん散さんと感じられてしまうような広大な空間だった。

　だが特筆すべきは別にある。それを見たときは鉄平も泣きそうになった。

　校舎が、ピンク色に塗られているのだ。

　薄い桃色が校舎のあらゆる壁に隙すき間まなく塗られている。新学期に登校してきて初めてそれを目まの当たりにした生徒たちは、誰だれもが例外なく校門で茫ぼう然ぜんと立ちすくんだという。新聞部のアンケートによると在校生の実に八割近くが「転校を考えた」とコメントしているらしい。その他ほか五人くらいが「ちょっとエッチな気持ちになった」。

　ただ――工事の内容自体は決して賞賛できるものではないが、これだけの改造を一ヶ月と少々でやってのけてしまうＫＯＴＯの実力に関しては、誰もが驚いていた。世界最強の企業の名は伊だ達てではなかった。やはり内容は誉ほめられないけれど。

　生徒はクラスごとにグラウンドに集められていたが、結局三々五々に散り好き好きのグループに分かれていた。ほとんどが男子のグループ、女子のグループと性別で組分けがされている。鉄平はこういうときにいつもつ・る・む・相手が文ぶん七しちなのだが、文七は実行委員の仕事で出払っているためひとり手持ち無ぶ沙さ汰たに突っ立っていた。だからなのか――鉄平はどうしても気付かずにはいられなかった。

　この無視できない、緊張感。

　男子は男子で固まっていたのだが、誰ひとりもれることなくその視線は泳いでいた。一見仲間内で笑い合っているようには見えるのだが、よくよく見ると目線はそわそわと落ち着かない。もちろんそれは男子だけに限った話ではなく、女子は女子でころころくすくす笑いながら、忙せわしなくスカートのポケットに手を出し入れして大事にしまってあるブツの安全の確認をしている。会話の隙すきに視線を走らせ常に標的の位置を確認し『いつ』『どこで』それを渡すのかをめまぐるしく計算しているに違いない。

　誰も彼も彼女もが、周囲の空気に敏感になっている。ああ、バレンタインバレンタイン。妙に張り詰めた雰囲気は、こうしていても肌にびしばしと緊張感が伝わってくる。

　そんな中にひとり立ち尽くしている鉄てつ平ぺいは、思わず独りごちてしまう。

「馬ばッ鹿か馬鹿しいよなぁ……」

　結局のところ、皆ノセられてるだけなのだ。告白するのだってプレゼントを渡すのだって、別にバレンタインでなくてもできる。なのにそ・う・い・う・雰囲気に流されて普段は絶対にやらないような行動を取ったりそわそわしたりしてしまう。今日はそういう日だから。はっ、何それ？　馬鹿馬鹿しいったらありゃしねえ。

　――――と考えながら、鉄平はそわそわしていた。手持ち無ぶ沙さ汰たにしつつも、さっきからちらちらとクラスメイトのひとりを気にしていた。

　それは無論、古こ都とゆかり。

　ゆかりはクラスメイトの女子三人くらいと向かい合って話し込んでいた。ゆかりがころころと喉のどを震わせる度に、ツインテールに結わえた淡いピンク色のリボンが揺れる。

　ゆかりは登校日から、あっという間にクラスの中に溶け込んでいった。元々クラスの人間は、両親を亡くした彼女にどう接したらいいのかわからず戸惑っていて、だからずっときっかけを探していたようにも思う。２－｜Ｃの女子にしてみればイヴの事件は格好のネタだったのだろう。今度こそは仲良くなる――女子たちは半ば躍起になってゆかりと接するようになり、それが今、とてもいい形で落ち着いている。

「…………あ」

　一瞬だけゆかりと目が合い、鉄平は慌あわてて視線をそらした。その視界の端に――ゆかりが少しうつむくのが見えた。

　ちょっと恥ずかしそうに――ではなく。

　ふっと笑顔を消してどこか悲しそうに――だ。

　無意味にあらぬ方向に顔を背そむけながら、鉄平はこっそりと肩を落とした。

　ゆかりがクラスに受け入れられ、そして数日間の休みを挟んで三学期が始まってから……鉄平とゆかりは、なんだかうまくいかなくなっていた。

　最初はゆかりにも友達ができて、その付き合いのせいなんだと鉄平は思っていた。けれどしばらくそんな感じに過ごして来て――どうやらそれだけではないことに気付いた。

　ゆかりは明らかに自分を避さけている。

　意識されていないわけではない。無視されているわけではない。不思議と視線が噛かみ合うことは多い――のだけど、決まってゆかりは先ほどのようにどこか気まずそうに目を伏せてしまうのだ。それまではあった電話やメールのやり取りもなくなり、当然ふたりで何ど処こかに出かけるなどということもなくなった。ある日廊下で鉢合わせたときに「よ、よお」と声はかけてみたものの、「うん」という無機質な返事が返ってきただけで、ゆかりはそそくさと行ってしまった。

　――俺おれ、なんかしたのかな。

　鉄てつ平ぺいにはその原因がさっぱりわからなかった。最後にふたりきりで話したのは登校日前日の電話で（そのときもゆかりの方からかけてきた）、そこでも特に問題はなかったと思う。クラスメイトに受け入れてもらえるか不安がるゆかりに何度も「大丈夫だから」と繰り返して、それ以外は取り止めのない世間話に終始した。問題はなかったはずだ。

　けれど登校日を境に電話はかからなくなり、メールは届くことはおろか送っても返ってこなくなり、三学期が始まってからも会話らしい会話はなかった……。

　もう一度ちらりと見やると、何事もなかったようにゆかりはクラスメイトの女子と話しながら笑っていた。何なんだよ一体……とへこみそうになって、鉄平ははっと気付いて頭を振った。違う。そうじゃない。だからこそ自分は決意したんじゃないか。

　全く身に覚えはないけれど、この微妙な状態には絶対に何か原因があるはずだ。鉄平はそれを今日、本人から聞き出すつもりだった。それが今日まで悶もん々もんと悩み続けてようやく下した結論だった。

　このままなんて絶対に嫌だった。せっかく知り合うことができて――同じクラスになったという意味じゃなく、あのイヴの日のようにという意味で――、そしてあんなに仲良くなれたのに、それがこのようなよくわからない状態になるなんて、鉄平には我慢できなかった。なんとしてでもこの状況をどうにかしたかった。

　そのためならば、なんでもする。具体的にどうするかは自分でもよくわかってなかったのだが、とにかくこんな曖あい昧まいで不確かな状態をなんとかできるのなら、なんでもする。

「……やってやる」

　決意を再確認し、ひとり頷うなずいた――そのとき、けたたましい音楽が鳴り響いた。

　唐突に校舎のスピーカー（これもピンク色）から大音量の音楽が流れ始め、鉄平だけでなく誰だれもがびくっと肩をすくめた。まるで世界が身震いしたかのような衝撃だ。

　にしてはヘンテコな音楽だったとも言える。まるでラジオ番組の冒頭に流れるような、安いミュージシャンに依頼して作らせたような安いミュージック。機械的なシンセサイザーとドラムスを重ねただけの、思わず肩の力が抜けて人生やめてもいいかなと投げやりになっちゃうようなヘンテコぶり。

　鉄平はこの音楽に聴き覚えがあった。ありすぎて頭痛がしたくらいだ。クリスマス・イヴの夜、この音楽と共にあの女が――

「注目！　デスッ!!」

　グラウンドにいた生徒全員が一斉に校舎の方を振り返った。

　新校舎――二ふた叉またの槍やり、その柄つか頭がしらにあたる部分に仮設ステージができていた。《バレンタイン交流企画『あなたのハートをゲットです』》実行委員会が寒い中も泊り込みで作ったという、涙の結晶だ。今はピンク色の幕で覆われているが、確か中身の構造はパイプの骨組みだったように思う。その上にマイクを片手にした槍やりヶが岳たけが立っていた。何百人もの生徒の視線に物もの怖おじすることもなく、槍ヶ岳は満面の笑みを浮かべて言った。

「皆さん、ごきげんようデス。ワタクシ《バレンタイン交流企画『あなたのハートをゲットです』》実行委員会実行委員長兼司会者を務めさせていただきます五十嵐いがらし豆まめ子こと申します！　よろしくお願いしますデス！」

　ばちばちばち！とステージ両袖そでに整列していた実行委員のメンバーが局所的に爆発的な拍手をした（ちなみに実行委員は皆、制服の上からピンク色のハッピを着ている）。一般生徒たちもつられてはちはちと手を叩たたいた。

「とうとうこの日がやってきましたデスねー。皆さん心の準備と放課後にしけ込むホテルの予約はしてきましたデスかー？」

　爆弾発言じゃねえか。鉄てつ平ぺいはぎょっとして教師の姿を探すが――見当たらない。そういえば朝から教師たちの姿を見た覚えがなかった。

「えー、ちなみに羽は原ばら羽ばね高校の教師の方々には日ごろの労ねぎらいとして百ゆ合り百ゆ合り学園の教師の方々と一緒に合コンをセッティング、じゃなくてお休みを取っていただきましたデス」

　明らかな買収だった。

「さてさていよいよ迎えましたバレンタインデー！　この日のためにたくさんの時間と実行委員の汗と莫ばく大だいなお金を消費してきました。特に金銭面で協力していただきましたはＫＯＴＯ！　今日はＫＯＴＯを代表して総合社長古こ都と源げん之の助すけ氏の第一秘書、灰はい原ばら一いち太た郎ろうさんに来ていただきましたデス！　拍手デス！」

　ばちばちばち！という実行委員の拍手に迎えられて――

　ぬっ、とステージの裏から巨大な影が現れ、グラウンド全体が息を飲んだ。

「で……」

　でかっ！という言葉を一斉に飲み込む。このときの羽原羽高校の生徒の思考と行動は見事なまでにシンクロしていた。

「どうも灰原です」

　槍ヶ岳からマイクを受け取った熊みたいな男は、照れくさそうにはにかんで言った。

　とても大きな男だった。ざんぎり頭に獣のように獰どう猛もうな笑顔。身の丈はゆうに二メートルに届き、ど太い筋肉にスーツはびちびちだ。あまりの巨体に隣の槍ヶ岳が縮んでしまったように見える。マイクにいたっては『握る』でなく『指先でつまん』でいるような始末だった。

「羽原羽高校の皆さん、こんにちは。今日はとても良い天気に恵まれて私も嬉うれしいです。今回の私立百合百合学園との合同企画には戸惑われている人も多いと思いますが、これはＫＯＴＯの実験的なイベントです。具体的にはお教えできませんが、私たちは今回のイベントでデータを採集し今後のＫＯＴＯの新分野開発に役立てるつもりです。皆さんにはそのデータ集めに協力していただきたいと思っています。かといって肩ひじを張らず、力を抜いてイベントを楽しんでください。私も皆さんと一緒に最後まで参加させていただきます。どうかお手柔らかに。今日という日を存分に楽しみましょう」

　しかも言っていることは普通で、ちょっと謙虚な人だった。羽は原ばら羽ばね高校の生徒たちはどうリアクションしていいのかわからなかったが、とりあえずはちはちと手を叩たたいた。

　自分用のマイクを取り出した槍やりヶが岳たけが言った。

「ではでは灰はい原ばらさんがこの企画にそれっぽい表向きの理由をつけてくれたところで！」表向きなのかよ。という鉄てつ平ぺいの心のツッコミはもちろん届かず、「《バレンタイン交流企画『あなたのハートをゲットです』》にいよいよぶっ込みますデス!!　と、いうわけで私立百ゆ合り百ゆ合り学園の生徒さんのご入場デスッ!!」

　びしっ！と槍ヶ岳が指差した先――生徒たちは揃そろって背後を振り返った。

　校舎の反対側のグラウンドは悩ましいピンク色のフェンスで覆われ、その中央に裏門がある。その裏門が今、実行委員の手で開けられていくところだった。すると、

「お、おおお……」

　何ど処こからともなくどよめきがあがった――と思ったらそれは実行委員たちの声で、彼らは無表情に口を開いて「おおお」と歓声をあげているのだった。

　開かれた裏門からは何台ものマイクロバスがグラウンドに突入してくるところだった。

『travel-KOTO』というロゴの入ったマイクロバスは次々にグラウンドに乗り上げ砂すな埃ぼこりをあげ、羽原羽高校の生徒たちの前に横っ腹を見せつけるように縦列に並んで停車していく。

　総勢六台。一台にゆうに三、四十人は乗車が可能だろうという巨大なマイクロバスだ。停車してから沈黙を続ける物体に、羽原羽高校の生徒たちは思わずごくりと喉のどを鳴らした。

　……がこんっ！

　マイクロバスの扉が一斉に開いた瞬間、誰だれもがびくりと肩を震わせた。来る。来るぞ！　グラウンド全体に緊張が走り、そして――

「あ、どうもです」

　先頭に出てきた女の子がぺこりと頭を下げて、それに続くようにぞろぞろとマイクロバスから女の子がたくさん出てきた。みんな「どうもです」と軽く頭を下げながら。

　鉄平は思い切り肩透かしを食らった気分だった。なんだよ普通じゃん、といつの間にか強こわ張ばっていた全身の力を抜いた。

「かっ!!」

「!?」いきなり隣の男子がそんな単音を発したので、鉄平はびっくりして振り向いた。知り合いの男子が眼球の飛び出そうなほど瞼まぶたを見開いている。「お、おい。どうした？」

「かかっ!!」

「え!?」

　今度は背後に立っていた女子だった。どうしたんだ――と声をかけるより早く、あちこちから触発されたように「かっ!!」「かかっ!!」「かかかっ!!」と「か」の連発が始まった。え、え？と困惑する鉄てつ平ぺいをひとり残して、やがてグラウンド全体が完全なシンクロで以って唱和した。

「――――カワイイ!!」

　立ちすくむ鉄平をよそに、生徒たちは口々に「な、何アレすげーかわいくねえ？」「ちょーカワイイ！」と騒ぎ始めた。

「……？」羽は原ばら羽ばね高校の生徒たちの反応がイマイチ理解できずに茫ぼう然ぜんとしていた鉄平――の首に、がばっと誰だれかが腕を回してきた。「うひゃう！……ってなんだ、文ぶん七しちかよ」

　現れたのは無造作ヘアになりきれていないボサボサ茶髪。文七は今け朝さもピアスを没収されたらしく（風紀委員に）耳たぶには空虚な穴が空いているだけだった。実行委員なので詰つめ襟えりの上にピンクのハッピを着ていたが考えるまでもなく似合っていなかった。

　文七は「いひひ」といたずらっ子のような笑顔を浮かべ、「どうよ？　どうよどうよ？」

「え、何が」

「何がって。そりゃお前、百ゆ合り百ゆ合り学園のお嬢様の方々だよ」

「百合百合学園の……」

　百合百合学園のお嬢様の方々は実行委員の指示に従って整列しているところだった。前情報として聞いていた先方の人数は一二七名。学園生はひとり残らず制服姿で、淡紅色のブレザーを純白のブラウスの上に羽は織おり、スカートは濃い目の赤色。華やかに目を惹ひく制服はデザインを海外ブランドに依頼して製作も同社に委ゆだねているとの噂うわさに高く、日ごろの女子の話題にも三日に一度は出てくるほど有名で「あれがそうなのかぁ」と感慨深い思いを抱くようなそうでもないような。

　とりあえず思ったことを、鉄平は言ってみた。「……派手な制服だな」

「……で？」

「え？　いやそれだけ」

　文七は思い切り眉み間けんに皺しわを寄せた。「お前、マジで言ってんの？」

「マジも何も、まあ……素すで」

「おいおい、もっと他ほかにないのかよ？　カワイイとかすげーカワイイとかちょーカワイイとかなまらカワイイとか」

「カワイイしかねーな」

「カワイイんだよ」

　断言されたのだが、鉄平の位置は百合百合学園の生徒から離れていたし、目の前には興奮した人だかりが飛び跳ねたり握手し合ったり泣きながら抱擁し合ったりと――とにかく暴れていたのでやはりよくわからなかった。

「ああもう、仕方ねえな！」きょとんとする鉄てつ平ぺいに痺しびれを切らし、文ぶん七しちはいつの間にか取り出していた双眼鏡を覗のぞき込み、鉄平の肩を叩たたいて指し示した。「ホラ例えば見てみろよあの人。左から三列目、前から三番目のお姉さん」

「うん？……ああ」

「あのお姉さんのしているネックレスはディオールだぜ」

「ディ……？　何それ」

「……その隣のちっさい女の子が肩に下げているバッグはなんとヴィトンだ」

「おぉ、それなら知ってるぜ。前から思ってたけどビ・トンって変な柄だよな」

「…………一番右端手前の眼鏡めがねッ娘こいるだろ」

「ん？　ああ、いるな」

「あれは委員長だ」

「委員長……？」

「その隣の隣の女の子はツンデレだ」

「ツン……」

「間違いない」

「……おい」そこでようやく気付いた。「もしかしてからかってぐへっ！」

　ねじ込むようなボディブローを食らい、鉄平は地面に膝ひざをついた。強烈に込み上げる嘔おう吐と感をなんとかこらえる。「て、てめ……何しやがる……」

「お前は本当にわかってねえよ、てっぺー！」文七はこめかみに血管すら浮かべて激げつ昂こうし、うずくまる鉄平の額に人差し指を突きつけた。「ちょっとは考えてみろよ！　あんな高級ブランドを身に付けてなお――違和感が全くない！　ウチのクラスの女子がディオールやらヴィトンやらシャネルやらブルガリやらエルメスやらカルティエやら何たらやら持っててもただの背伸びにしか見えないがしかし、百ゆ合り百ゆ合り学園の方々は全く違う。高級ブランドをナチュラルに着こなしている――それは何より素材がいいからだ！　誰だれも彼もが端正な顔立ちに見事なプロポーションを維持していて、なのに『キレイ』でなく『カワイく』見えてしまうというこのマジック！　わかったかコンチクショー！」

「とか言いつつ何な故ぜ俺おれの上に――ぐへっ！」

「ツンデレ補正がなおいい！」

「そ、それはお前の妄想……ぐへっ！」

　そうやって鉄平がマウントポジションで真上から殴打されている間に、再び歓声があがった。ピンク色のステージ上に百合百合学園の女子がひとり現れたのだ。

　まず目につくのはふんわりボブシルエットにえり足ロングというダブルバランスのヘアスタイル。微妙にウェーブのかかった髪が肩の辺りでふわりと風に揺れている。桜色の制服にぴったりな、ほんのりと頬ほおを染めた笑みを浮かべて、彼女はマイクスタンドの前に立って言った。鈴の鳴るような優しい声こわ音ねだった。

「皆さんごきげんようです。あたし、百ゆ合り百ゆ合り学園高等部二年生の霧きり島しま曜よう子こと申します」

　ごきげんよー！と予行演習もしなかったはずなのにいきなり羽は原ばら羽ばね高校の生徒たちが元気な声をあげた。土の地面に仰向けになりながら、鉄てつ平ぺいだけひとりでぽかんとしていた。

　曜子ははにかみ、「ありがとうございます。今日はバレンタインということなので、あたしたちもちょっと頑張ってみようかと思います。今日一日よろしくお願いします」

　ぺこりと一礼。

　うおおおおぉぉぉぉぉという声がグラウンドを震わせた。文ぶん七しちなんて泣き出している。

　最高潮に盛り上がる羽原羽高校――何な故ぜか鉄平だけが取り残されるのだった。

＊

　私立百合百合学園。

　総数およそ二千人という、中学から大学までのエスカレーター式にしては少ない生徒数を擁ようし、そこには必然的に『選び抜かれた』という形容詞がつきまとう。

　入学はもちろんのこと編入に関しても厳密な審査が行われる。実際的な学力の試験、面接、そして両親の出自や経済面、家庭環境といった書類審査。どの面においてもハイレベルな要求がなされ――概おおむね学力と両親の単純収入がポイントとなる――、それに勝ち抜いてきた者だけが百合百合学園の生徒として認められる。

　校風は「華麗である」こと。アクセサリーやファッション、素行に関して厳しい校則はないが、その代わり百合百合学園に相応ふさわしいものであること、という暗黙の条件がつく。学園に相応しい女性であれ――それが入学してから徹底的に叩たたき込まれる共通認識だ。

　そんな中、唯一絶対とも言えるルール。それは『交際相手の決定について』である。

　学園の生徒は、交際する相手に関する情報を書類にまとめ学・園・に・提・出・しなければいけない、という義務がある。その書類によって審査が行われ、場合によってはその交際相手を学園長らが直接面接することもある。審査に合格すれば何も問題はないが、不合格であれば――往々にして挙げられる理由は「百合百合学園の生徒に相応しくない」――ふたりは交際を禁止される。その禁を破った場合は即刻退学処分となる。

　このルールは百合百合学園を高貴たらしめている要因のひとつとして考えられている。学園の生徒は等しく高収入の両親を持ち、そのためか学園生のほとんどが経済界の要人との見合い結婚という形で将来を決められる。つまり学園のこのルールはその見合いがつり合っているかどうかの指針となるのだ。

　故ゆえに「交際相手の書類申請」は、たいていの場合、見合いが先にありその後相手を見極めるためという形で行われる。つまりそれまではほとんどの学園生が異性との付き合いに全くといっていいほど機会を持たない――付き合い『方』は死ぬほど詰め込まれるが――と、そういうことなのである。

「……だったらなんで、学園の生徒がこんな交流会に参加してるんだよ」

　当然の疑問を口にする鉄てつ平ぺいに、文ぶん七しちは首を捻ひねった。「そうそう、それが謎なぞなんだよ。学園はそういう潔けつ癖ぺきな面で有名で、学園祭も非公開っつう徹底的に外部との交流を排除してる学校なんだけど。しかもウチ、フツーの低偏差値県立校だろ？　やっぱりおかしいよなぁ」

「なんか裏を感じる……」

「うーん。でもある意味チャンスだぜ？　相手はまともに異性と接したことのないウブなお嬢様……上う手まくやれば逆玉もありえる。ぐふふ」

「ぐふふって何だ。棒読みじゃん。つうかさ」こそこそと声をひそめていた鉄平は、背後を振り返って嘆たん息そくした。「……それよりももっと理解できないことがあるんですけど」

《バレンタイン交流企画『あなたのハートをゲットです』》。要するにこのイベントは、羽は原ばら羽ばね高校と百ゆ合り百ゆ合り学園とで合同授業をやろう、というものだった。

　授業の内容は『調理実習』『体育』『音楽』『国語』の四科目。ただしそれぞれの授業で具体的に何をするのかはまだ明かされていない。

　学園生代表、霧きり島しま曜よう子この挨あい拶さつの後、実行委員から羽原羽高校と百合百合学園の混合グループが発表された。生徒たちはこの混合グループで協力し合いながら今日一日の授業をこなし、交流を行う。

　一時間目の授業は『調理実習』。バレンタインデーにちなんでチョコレート作りである。

　羽原羽高校生徒と百合百合学園学園生は合わせて五百人弱になるので、当然調理室には収まり切らない。なので通常の教室や体育館に簡易キッチンが設置され、一教室あたり二グループ、体育館には三十近くのグループが振り分けられた。鉄平のグループ『勃ぼつ発ぱつ隊』（何な故ぜかグループ名がある）はもうひとつのグループと一緒に２－｜Ｃの教室をあてられた。

　教室にあった机や椅い子す、教壇は全すべて外に運び出され、代わりにふたつのキッチンスタジオがど真ん中に居座っていた。普通の家庭にあるような壁付キッチンではなく、前後左右から複数人で調理ができるというアイランドキッチン。厚みのあるステンレスが窓から差し込む陽光を眩まぶしく弾はじいていた。その横には当然のように冷蔵庫が立っている。

　初め教室にキッチンと冷蔵庫があるというシュールな光景に眩暈めまいがしたが、ここで目を回している場合ではない。鉄平はずきずき痛むこめかみを親指で揉もみながら、文七を睨にらみつけた。「とりあえず、な。なんで俺おれとお前が同じグループなんだ？」

「え？　各グループには最低ひとり実行委員が付くって、さっき豆まめ子こさんが説明してたじゃん。ちゃんと聞いてなきゃダメだろ」

「聞いてたよ。でもなんでそれがお前なんだ」

「え？　だって俺、実行委員じゃん」

「じゃなくて……ああ、もういいよ。次の疑問だ」

　鉄てつ平ぺいが視線を向けると、彼女は丁寧にぺこりと頭を下げてきた。

「百ゆ合り百ゆ合り学園高等部二年生の霧きり島しま曜よう子こです。どうぞよろしくお願いします」

　先ほどの学園生代表挨あい拶さつのときは、遠目でそのシルエットが辛かろうじてわかるくらいだったが、こうして間近で見ると笑顔の整った、どちらかというときれいな女の子だった。身長は鉄平の肩を少し越えるほど。体格は小さいが物腰はしっかりしているせいか、少し大人っぽい雰囲気を感じた。

「あ、ど、どーも。五十嵐いがらしです」慌あわてて頭を下げ返して、それから再び文ぶん七しちに向き直る。

　小声で訊たずねた。「……なんで俺おれらのグループの学園生は霧島さんだけなんだよ？」

「え？　なんだよてっぺー。あんなに無む垢くなフリしてハーレム状態を期待してたのか？　男としては歓迎すべき進歩だけど、そもそも浮気はダメだぞ」

「浮気……？」どうしてそんな単語が出てくるのかわからなかったが、とりあえず、「とにかく俺が訊ききたいのは、なんで霧島さんひとりだけなのかってことだよ。最初は学園よりウチの方が人数は多いからこれで妥だ当とうなのかと思ってたけど……でもあれ、見てみろよ」

　と鉄平が指し示したのは、隣のグループ。

　お隣はすでに調理に入っているようだった。皆ピンクのエプロンを身につけ黄色い声をあげながら楽しげに取り組んでいる。いたって普通……なのだが。

　このグループは学園生が四人、羽は原ばら羽ばね高校女生徒が四人という――何な故ぜか男・子・が・ひ・と・り・も・い・な・い・メンバーで構成されていた。しかも羽原羽高校の女子は楽しげに学園生の腕に自分の腕をからめて「うふふ」とイチャイチャしたりチョメチョメしたりしている。

　グループ名『桃色バカンス』。

　文七はうんうんと頷うなずいた。「目の保養だな」

「うぉい！　それで済ますのかよッ？　あの人数比は明らかにおかしいだろッ？」

「いや百合百合学園だから」

「理由になってねえよ」

「百合だから」

「理由に……」

「百合だから」

　……ダメだ。こいつはもうダメだ。

　それ以上は諦あきらめて、鉄平はもうひとりのメンバーに視線を転じた。すると自分の眼まな差ざしが条件反射で憎ぞう悪おを帯びてくるのがわかる。こいつにはもう殺意しか抱けない。

「どうしたんデスか」ピンクの物体。「マイリトルブラザー」

　槍やりヶが岳たけが当然のように立っていた。ニコニコというよりはニヤニヤという笑みを浮かべて、白々しく首を傾かしげている。

「……なんでお前がいるんだよ」

「ワオ！　なんてつれないことを言うんデスか！」

「そうだぞてっぺー。お姉さんになんてこと言うんだ」

「こんなヤツ姉じゃねーよッ！」本当に姉ではない。「大体テメエは生徒でもなんでもないのに、なんでちゃっかり参加してんだよ、しかも俺おれのグループに！」

　ちっちっち、と槍やりヶが岳たけが舌を鳴らしながら人差し指を振った。

「私は百ゆ合り百ゆ合り学園の英語教師デス」ということになっている。「だから監督責任というものがありますデス。私は責任を持って学園生の身を守らなければいけないのデス。こうして実際に参加することによって学園生と同じ視点で状況を把握することができるのデス」

　こじつけとしか思えなかったが、鉄てつ平ぺいが曜よう子この方を見やると彼女はニコリと笑って頷うなずいた。「豆まめ子こ先生にはいつもお世話になっています」

　鉄平は両手で頭を抱えた。やはり曜子も内界人得意の『科学』とやらで記憶を操作されているようだった。この分だと他ほかの学園生にも同じような処置がなされているに違いない。

「……せめてその『デス』喋しやべりだけはなんとかなんねえのか。ややこしい」

「そうですね。私もそろそろ飽きてきたので普通に喋ります」

「飽きるのかよ。……あと他の誰だれがお前を『豆子』と呼ぼうとも、俺は『槍ヶ岳』って呼ぶからな」

「え、なんで？」

　横から文ぶん七しちが訊たずねてきたが「家ではそう呼んでるんだよ」と適当に返した。そしてさらなるメンバーへの追及を再開する。

「……えーと」思い切り顔を上向ける。そうしないと相手の目を見られないのだ。「なんで……参加してるんですか？」

　恐ろしく視点の高い人物――源げん之の助すけの第一秘書、灰はい原ばら一いち太た郎ろうだ。

　一太郎は野性的な笑顔を浮かべた。恐怖心を徒いたずらに煽あおる笑顔である。「今回のイベントを通してデータを取る、というのは先ほどもお話しした通りです。そのためにはこうして実際に参加することが一番だと判断しました。ご迷惑でなければご一緒させてください」

「いや、迷惑とかじゃなくて……」

　それが何な故ぜ自分のグループなのか、ということが疑問なのである。しかしこれ以上の議論は不毛だと思い、口を閉じる。そして。

　もうひとりの、最後のメンバー。鉄平は何気なく話しかけようとして思い止とどまった。

「…………あー」

　困ったように頭を掻かく鉄平に、けれどゆかりはうつむいたまま目を合わせようともしなかった。

　グループ分けは先ほど発表されたばかりなのだが、そのときからずっと、ゆかりはこのようにだんまりを続けていた。文ぶん七しちや曜よう子こに話しかけられて二言三言応こたえたくらいで、それ以外には一向に口を開く様子がない。現にこうして鉄てつ平ぺいを前にして、反応を示さない。

　鉄平は先ほどから何度か話しかける機会を窺うかがっていたのだが、その度にゆかりから拒絶の空気を感じてしまい二の足を踏んでいた。なんだか本気で頭が痛くなってくる。

　――でもこれ、チャンスだよな。

　文七の言うチャンスとは違うが、とにかくこれは絶好の機会だといえる。自分は今日、ゆかりと一対一サシで向き合うつもりだった。余計な付属は多いが、それでもこれを利用しない手はない。

　とにもかくにも。

　文七、曜子、槍やりヶが岳たけ、一いち太た郎ろう、ゆかり、そして鉄平の計六名。

　これが『勃ぼつ発ぱつ隊』のメンバーである。



    

  
    
      



    

  
    
      ＊

「それではそれではチョコレート作りです！」

　勝手に仕切り始めた槍ヶ岳に、鉄平とゆかりを除く三人が拍手で応えた。

「藤ふじ森もりさん、レシピの紹介をお願いします」

「ういッス」文七は何やら紙束を取り出した。「えーと。レシピとしては普通のチョコ、生チョコ、チョコレートケーキ、紅茶のガナッシュなどございまス」

「あー。なんか名前聞くだけで口の中甘ったるくなってくるな」

「アナタは本当に意地汚いですねマイブラザー」

「誰だれがブラザーだ」

「どうします？　俺おれとしてはチョコレートケーキなんかだとちょうど皆で食べられるモンが作れると思うんスけど」

「んー。霧きり島しまさんは何がいいと思いますか」

「あ、そうですね。チョコレートケーキもいいけど、ちょっと時間がかかるかもしれないです。私は生チョコなら作ったことあるんですけど……ガナッシュ・チョコレートは作ったことがないので、ちょっとやってみたいです」

「じゃあそれでいいんじゃないかな。反対は？」

　鉄てつ平ぺいが槍やりヶが岳たけと文ぶん七しち以外のメンバーの顔を見回して訊たずねる。一いち太た郎ろうはニコニコと笑っているので問題ないとして、ゆかりは……目を伏せたままこくりと頷うなずくだけだった。

　――だから何なんだよ、それは。

　いい加減そう詰め寄ってしまいたくなるが――鉄平はぐっとこらえて言った。

「んじゃその紅茶のガナッシュってやつで決定な。早さつ速そく作ろうぜ」



「まず用意するのは生クリームにはちみつに紅茶の葉です。これらを鍋なべにぶち込んで火にかけてください。沸ふつ騰とうするまでヘラで混ぜ続けましょう」

　槍ヶ岳の指示通りに文七が動いている間に、曜よう子こが製菓用のクーベルチュールチョコレートを包丁で細かく刻む。それを中くらいの大きさのボウルに移しバターも入れて、お湯の張った大きめのボウルの中に浮かべて湯せんにかける。鉄平はじわじわとチョコレートとバターが溶け合うのを見計らってそれをかき混ぜ始めた。

「なんか、かき混ぜづらいな……」

「そのうちもっと溶けてやり易やすくなりますよ」曜子が言った。「今はまだ溶け始めですから」

　なるほど、と鉄平は頷く。

「おー。ぐつぐついってきた」

　鍋を見守っていた文七が言うと、槍ヶ岳が頷いて、「それではその鍋の中身をこしてボウルのチョコと混ぜてください。五十嵐いがらしさん、そっちの調子はどうですか？」

「え？　いやどれくらいがちょうどいいのかわからないんだけど」

「貸してみてください」曜子が横からボウルの中のチョコを微量、指先につけそれをぺろりと舌で舐なめてみせた。そして花のような笑顔を浮かべた。「はい。ちょうどいいです」

　はたで見ていた文七はどぎまぎと頬ほおを赤くしていたが、鉄平は特にどうとも思わずにサンキュ、と告げてチョコレートのボウルを文七に回した。

「あ、おう」ぼんやりとしていた文ぶん七しちは鉄てつ平ぺいの淡白さに少々驚きつつも、こしきを通して鍋なべの中身をボウルに入れていった。「ゆかりちゃん、ちょっと混ぜてもらえる？」

　ぼうっと見ていたゆかりは慌あわてて「あ、うん」とボウルを軽く混ぜていった。

「アイリッシュクリームを入れるともっと美お味いしくなりますよ」曜よう子こが言った。

「アイ……何？」

「アイリッシュクリーム。お酒のことです」

　槍やりヶが岳たけが補足して横からアイリッシュクリームを大さじ一杯分、ボウルに加えた。

「ゆかりさん。チョコが滑らかになったと思ったらかき混ぜるのをやめてください」

「は、はい」

　混ぜ終わったチョコレートはバットに流し入れ、冷蔵庫で冷やす。

「冷やすのは少々の時間で構いません」槍ヶ岳が言った。「冷蔵庫で冷やすのはカチカチに固めるためではなく、ふわふわ柔らかい食感を作るためです。こまめに冷蔵庫から取り出してゴムべらでかき混ぜたりしながら、全体を少しずつ固めていってください」

　その仕事はゆかりが自ら引き受けた。

「皆さんはお知り合いなんですか？」手の空いた曜子が、鉄平に訊たずねた。「とても仲が良さそうなので」

「あ、うん。俺おれとこいつとゆ……」喉のどが一瞬、詰まる。「……古こ都とさんは同じクラスなんだ」

　やっぱり変だ。

「ゆかり」でなく「古都さん」と口にする、ただそれだけのことで、強烈な違和感を覚えてしまう。今の会話はゆかりにも聞こえていたはずだけど――ゆかりはこちらに背を向けて、冷蔵庫と向かい合っているだけだった。その背中は決して振り返ることをしない。

　絶対変だろ。

　そう思わないのかよ、ゆかりは。

「――五十嵐いがらしくん？」

　はっとして振り返ると、曜子が心配そうな顔でこちらを覗のぞき込んでいた。

「大丈夫ですか？　少し顔色悪いですよ」

「あ、いや、大丈夫だから」鉄平は笑って誤ご魔ま化かし、「霧きり島しまさんはよくお菓子とか作るの？」

「はいそうなんです」曜子は楽しそうに答えた。「ケーキとかプリンとか、お菓子ならとにかくなんでも作りますね。藤ふじ森もりくんはよくご存知だと思いますけど」

「――――へ？」

　突然名指しで言われて、文七がびっくりしたように顔を上げた。鉄平も驚いて文七と曜子を交互に見やる。「え？　文七と霧島さんって、知り合いなの？」

「そうなんですよ。ね？　藤森くん」

「あ――ああ、も、もちろん。すげー知り合ってる！」

　慌あわてて元気に言い繕う文ぶん七しちだが、嘘うそをついているのは明らかだった。もしかしてこいつ、今の今まで忘れてたのか？と鉄てつ平ぺいは文七を睨にらみつけた。「どこで知り合ったんだ？」

「それは秘密です。ね？　藤ふじ森もりくん」

「も、もももももちろん！　すげー秘密！」

　それどころか覚えてねえよ。鉄平は呆あきれてそれ以上追及する気も起こらなかった。

「……ところで、あの」曜よう子こが、もじもじとためらいがちに切り出した。「ちょっと、訊きいてもいいですか？」

「ん？」

「五十嵐いがらしくんは付き合っている方、いるんですか？」

　きゃっ！と冷蔵庫からバットを取り出していたゆかりが、その手を滑らせた。床に自由落下するバットは――しかし寸前で一いち太た郎ろうが受け止めた。さすが野生の勘！と思ったのは鉄平だけではないはずだ。

「ご、ごめんなさい！」

「大丈夫ですよ」頭を下げるゆかりに、ニコニコ（ギラギラ）と一太郎は笑顔を返した。

「それよりグッドタイミングです。豆まめ子こさん、そろそろ次の工程に移っても良さげですよ」

「そうですね。ではそれを絞り袋に入れて棒状に絞り出して――」

「ちょ、オイてっぺー！」

　後ろから文七が制服の袖そでを引っ張ってきたので、鉄平は「なんだよ」と振り返った。

「なんだよ、じゃねえって！」文七は声をひそめて鉄平の耳元で囁ささやいてきた。「そりゃこっちのセリフだよッ。お前、なんかしたのか？」

「？　何の話だ？」

「ほ、ホントにお前はバカだなッ。なんかゆかりちゃんので流れちゃったけど――さっきの曜子ちゃんの言葉、まさか忘れてないよな!?」

「……なんだっけ」

「！」文七はものすごい形相で固まった。「お、お前……なんとも思わなかったのか？　あんなこと訊かれて、何も思うところがなかったのかッ？」

「ンなこと言われても……覚えてねえし」

「な――なんで？　本当になんでそんなにストイックなのッ？　てっぺー、お前は本当の本当に健全な高校男子なのか!?――って」

　不意に文七は言葉を切った。「？」と鉄平が見やるが、文七は「……そうか。そうだったんだ」と何やら勝手に納得していた。

「？　なんだよ。何が『そうだった』んだよ」

「いや……やっとわかったんだよ。そういえばてっぺーって、もう売約済みなんだよな」

「売約済み？　どういう意味だ？」

「恋は盲目ってホントなんだなぁ……」

「いやだから何言ってんだお前……？」

　そうこうしている内に棒状に絞り出されたチョコレートは再び冷蔵庫で冷やされ、おおよそ固まったのを見定めて取り出された。ほどよい硬さになった棒状のチョコレートを、包丁で一・五センチほどの長さに切り分ける。それをバットに広げたココアの中に入れ、転がしながら全面にまぶしていって――

「紅茶のガナッシュ・チョコレートの完成デスッ！」

　わーと一同拍手。鉄てつ平ぺいもなんだかんだ言ってチョコレート作りは楽しかったので完成は素直に嬉うれしかった。

「さあさあご賞味あれ」

　槍やりヶが岳たけに言われなくても一同は次々に棒状のチョコレートをつまんでいった。曜よう子こだけはミニフォークで。

「――美う味まい！」「美お味いしい！」「へーこれがガナッシュかぁ」「今度あたしも家で作ってみます」「いやぁ大成功ですねえ」

　そんな中――鉄平は、ゆかりだけがチョコレートに手をつけさえもしないで、何な故ぜかキッチンから離れて伏し目がちにしているのに気が付いた。

「……」生なま唾つばを飲み込んで決意を再確認。よし――まず第一歩、だ。「ゆか」

「隣のグループはチョコレートケーキを作っているようですね」

　槍ヶ岳の声に、言いかけた声を飲み込んだ。なんつータイミングだよ、とむっとするがなんとなくつられて隣のキッチンを見やる。

『桃色バカンス』のメンバーは、キッチンに備え付けられたオーブンの前に集まっていた。どうやらケーキの焼き上がりを待っているらしい。皆、熱心にオーブンのガラスを覗のぞき込んでいる。

「――もう少しだよ！」

　オーブンの時計を見ていた『桃色バカンス』のひとりが、うきうきとした声で言った。

　メンバー全員が完成を無邪気に待ち望んでいる様子が伝わってきて、鉄平は思わず「ほほえましいなぁ」と頬ほおを緩ゆるめた。



「――――ま・さ・か・」



　不意に耳に届いた声。

　鉄平が振り返ると、槍ヶ岳が表情を凍らせていた。

「五十嵐いがらしさん――一いち太た郎ろうッ！」槍ヶ岳は弾はじけるように動き出していた。「皆さんをッ！」

　そこで鉄てつ平ぺいが動けたのは、イヴのときの経験があったからだろうか。鉄平はそばにいた曜よう子ことゆかりの制服の襟えりを引っ掴つかみ、そのまま床に押し倒した。喉のどがひっくり返ったような悲鳴は曜子とゆかり、どちらのものだったか――鉄平にはわからなかった。

「ぎゃふっ!?」

　目の前の床に文ぶん七しちの顔面が衝突し、その上に一いち太た郎ろうの身体からだが伸のしかかった。死んだな。鉄平は妙に冷静に考えつつ頭を伏せた。

「さ――きゃああッ!?」

　そんな悲鳴を聞いた、その刹せつ那な。

　崩壊する音が炸さく裂れつした。

　反射的に閉じていた瞼まぶたの裏の闇やみが発光し、床が振動した。突風が吹き抜けて鼓膜から全すべての音声がかっさらわれる。そして――それは発生したのと同じくらいの唐突さで通りすぎていき、終わった。

　鉄平は恐る恐る顔を上げて……絶句した。

　炎上していた。

　今の今まで使われていた『桃色バカンス』のキッチンが、炎上していた。

　――爆発したんだ。

　パニクる頭に、鉄平は無理やり状況把握を叩たたき込む。

　――オ・ー・ブ・ン・が・爆・発・し・た・ん・だ・。

　どうやったのかは知る由もないが――炎上するキッチンから離れた壁際で、『桃色バカンス』の八人の身体が文字通り山積みにされていた。そのかたわらには槍やりヶが岳たけが悠ゆう然ぜんと立ってキッチンの炎を睨にらみ付けている。

「何が……なんで……」

　茫ぼう然ぜんと呟つぶやく鉄平に答えるかのように。

　そのポケットからメロディがこぼれた。

「……え」

　こんなときに、ケータイの着メロ。鉄平は震える手で――自分でもそのとき初めて身体が震えていることに気付いた――制服のポケットから携帯電話を取り出した。ディスプレイには『メールを受信しました』の一文。

　決してそんな場合ではなかったはずだ。それよりも早くオーブンの火を消さないと。わかっていたはずなのに、鉄平はどうしても今、そのメールを見なければいけないような気がした。

　震えの止まらない指で、メールを開く。





『バクダン　ノコリ　４コ』



    

  
    
      　

【第３話・リベンジ上等！】

残り四個



　見ないフリをしてきた。



　冬休みの登校日。槍やりヶが岳たけが急きゆう遽きよ持ち込んできた他校との交流イベントに、ＫＯＴＯが関係している――そう鉄てつ平ぺいに教えられたゆかりは、学校が終わるとすぐに迎えの車を呼んだ。ゆかりは住宅街にある小さなアパートで暮らしていて放課後はいつもバスに乗って真まっ直すぐに帰宅する。家庭教師がほぼ毎日訪れるため寄り道する暇ひまは全くない――のだが、この日に限ってはその予定にキャンセルの電話を入れ、そして古こ都と家お抱えの車を呼び出した。

　車は高速を乗り継ぎ、やがて都心へと入っていく。

　渋滞の波を越えたどり着いたはＫＯＴＯ総合第一本社。見上げれば首の曲がる角度が足りなくなるくらいに高いこのビルのてっぺんに、目的の人物がいる。

　アポはございますか？と訊たずねる受付嬢に、早口に名乗る。受付嬢は一瞬ぽかんとなってそれから慌あわてて電話で確認を取ろうとするが、ゆかりはそれを横目にエレベーターへと足を運んだ。茫ぼう然ぜんとする受付嬢の視線に気付かないわけがなかったが、ゆかりは渦巻く感情で頭の中がいっぱいだったのでそれどころではなかった。

　上昇し続けるエレベーターからは外のビル群の景色を眺めることができた。無機質だけど圧倒的な存在感を放つ街。けれどそんな景色も意識を素通りするだけだった。目の前なんて見えちゃいない。どうかするとぶちまけそうになる感情を抑えるのに必死で、ゆかりはひとつのことしか考えられないでいた。

　エレベーターはどのビルよりも高く上昇し、やがて停止した。扉が開くと同時に真っ先に目的の部屋へと急ぐ。何度も通ったことのあるフロアだ、目をつむっていたって道すじを間違ったりしない。部屋から部屋へと通じる扉をいくつも蹴け破やぶる勢いで開け進み、途中、第一秘書の灰はい原ばら一いち太た郎ろうが「ど、どうしたんですか？」と体格に似合わない慌あわてふためいた様子で声をかけて来るのもスルーして、とうとう最奥の一室にたどり着く。

　社長室だ。

「……ゆかりか」

　チェアに腰掛け葉巻をくゆらせながら書類を眺めていた源げん之の助すけは、突然の孫娘の登場にも驚いたふうはなく、悠ゆう然ぜんと目を細めてみせた。それでゆかりは大体のことを察することができた。

　――わかっていてやったんだ。

　自分を怒らせるとわかっていて、こんなイベントを企画したのだ。

　開口一番に突きつけようとした言葉は、あまりの怒りに喉のどにつかえて出なくなった。ゆかりは代わりにづかづかとものすごい勢いで歩み寄り、源之助の目の前で手のひらをデスクに叩たたき付けた。

　源之助は片方の眉まゆを上げた。「いつからそんな暴力を振るうような女の子になった」

「説明して」

　低い声で告げて、じろりと睨にらみつける。しかし源之助は特に何を言うでもなく静かに見つめ返してくるだけだった。静かな――けれど揺るぎない、厚みのある眼まな差ざし。途端に呑のまれそうになってゆかりは身体からだを強こわ張ばらせた。

　ゆかりの祖父、古こ都と源之助。

　彼は先々代のＫＯＴＯ社長を務め、一代をおいて現在、再び社長の座についている。先代の社長、古都善ぜん一いち――ゆかりの父――が不慮の事故で亡くなってしまったため、復帰を余儀なくされたのである。財界に深く根を下ろすＫＯＴＯの社長を二度も務めている実力からもわかるように、株主から寄せられる信頼は厚い。

　そういったイメージからは想像しにくいが――源之助は孫のゆかりのことになると目がない。求めてもいないのに何でも買い与えようとするし、どんなに忙しかろうと週に最低一度の電話は欠かさない。ゆかりの両親も苦笑していたような孫煩ぼん悩のうぶりは、わりと他社の重役などには有名だったりする。そんな源げん之の助すけをばかり見ているので、ともすると忘れてしまう。源之助は全世界に影響力を持つ企業の頂点に立つ男だ。こんな小娘ひとりの眼光にひるむような度胸は持ち合わせていない。

　それでも。ゆかりは唇を噛かみ、決して源之助の眼まな差ざしから逃れようとはしなかった。

　私は、引かない。

　だってこれは、絶対に譲れない問題なんだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「知らないなんて言わせないよ。私があの学校に通っている理由を」睨にらみ合いに痺しびれを切らし、ゆかりは切り出した。「おじいちゃんが知らないわけないよね？　だってそれは、お父さんとお母さんの願いなんだから」

　超マンモス企業ＫＯＴＯを抱える、古こ都と家。そのような名家の息女であるゆかりが、羽は原ばら羽ばね高校という、極めて平凡な公立高校に通う理由。それは両親の希望によるものだった。

　父の古都善ぜん一いちは古都家の子としてエリート街道を突っ走ってきたが、その妻である古都青あおはそうではない。一定水準以下の学校に通い、まともとは言いがたい家庭環境で過ごしてきた。そんな母が何な故ぜＫＯＴＯに就職できたのかは不思議でたまらないのだが（きっと就職する前から善一に目をつけられていたのだとゆかりは見当をつけている）、とにかくふたりが歩んできた過程はほとんど対極にあったと言っていい。

　けれどそのような環境の垣根も飛び越えて、ふたりは結ばれた。反対も軋あつ轢れきもあったに違いない。それでもふたりは出会い、連れ添い、そしてゆかりをこの世に生んでくれた。そのことをゆかりは誇ほこりに思うし、両親が望むことには全力で応こたえたいと思う。

『一般的な学校で、平凡に過ごして欲しい。その経験がきっと糧かてになる――』

　真剣に話し合った結果、そう切り出してくれた両親の想おもいに、自分は報いたい。

　槍やりヶが岳たけが持ち込んできたイベントは、明らかにその《平凡》ということから外れたものだった。どう考えても非日常的で非凡な――常識外れの出来事。ゆかりのいる学校においてＫＯＴＯが関かかわることがあるのだとしたら、それに源げん之の助すけが一枚噛かんでいないはずがなかった。

「おじいちゃんがしていることは、お父さんとお母さんの願いを踏みにじっていることなんだよ」

　ゆかりには、夢がある。一生を通して《叶かなえ続ける夢》――それは両親に恥じない、誇りある娘であること。

「今すぐイベントを中止にして」それを邪魔するものは、たとえ祖父であっても許さない。「あんな意味のわからないモノ、私は認めな」

「ゆかりはあの少年の人生を滅め茶ちや苦く茶ちやにしたいのか？」

　突然――

　冷水を浴びせられたかのように、ゆかりの頭の中は真っ白になった。

「……え？」

「それこそ考えたことがないとは言わせないぞ」源之助は何ど処こまでも静かに見つめ、そして静かに言う。「ゆかりはきっと、あの少年――五十嵐いがらしといったか。奴やつのことが好きなんだろう？　そして多分、奴の方もお前に好意を抱いているようだな」

「何を……」ゆかりは動揺していた。自分でも困惑するくらい動揺していた。「今はそんな話、してないじゃない……」

「そんな話をしているんだ、今」

　どくん、と鼓動が大きく強く、内側から胸を叩たたいた。――何？

　もしかして今、私は、決定的なことを言われようとしている？

「ゆかり。お前が奴と付き合うということは、奴の人生を決定付けるということだ」

「それは、どういう……」

「言われなくてもわかっているはずだ。それは奴をＫＯＴＯの流れに飲み込むということ」とても穏やかな口調だったけれど、ゆかりにはなんだかナイフを突きつけられているような冷徹さを思わせた。「その瞬間に、奴の人生が決まる。奴がどんな未来を描き、どんな夢を望んでいたとしても、ＫＯＴＯがそれを妨げる。奴はＫＯＴＯの人間となり、ＫＯＴＯの次期社長であるゆかりを支えるモノにならなければならなくなる」

　それは、できるだけ考えないように避さけて通ってきたことだった。

　前社長である善ぜん一いちが死に、源げん之の助すけが再び社長として復帰したが――年齢的に限界は近い。ＫＯＴＯの凄すさまじい経済力を、その老体ひとつで抱えるなどということは並大抵の苦労ではない。早々に後継者が必要となる。

　その最有力候補が、古こ都と家の血を継ぐゆかりだった。

　もちろんいきなり社長になれるわけがない。そのための下積みを今も行っている。自宅に何人もの家庭教師を招き、主に政経関係から語学、素養にいたるまでの指南を受け、高校卒業後の進路もすでに決まっている。実際両親の望んだ《平凡な生活》は高校までという約束を源之助と交わしており、大学からはその学ぶかたわら、ＫＯＴＯの新入社員として勤めることになっている。無論ただ勤めるのではなく源之助から直接ノウハウを――古都家が代々踏襲してきた経営スタイル、そして源之助自身が得てきたもの全すべてを教授される。そして行く行くはゆかりが源之助の後を継ぐのである。

　古都家はＫＯＴＯの創始者にして大株主でもある。その他ほかの株主からも絶大な評価を受けその地位は揺らぐことがない。つまり古都家とＫＯＴＯの関係性、それは絶対に切れるものではない。

「古都家に生まれるということは、ＫＯＴＯの一部分であるということ。それは誰だれにも変えられない、確定した未来だ」源之助は続ける。「だがゆかり、お前は古都家における初の女性の社長となる。平等社会といっても性差別の問題はもっとずっと根が深い。お前には私よりも、善一よりも、代々の古都家よりもずっと厳しいことが待っている。私はお前を信じているがしかし、それでもひとりでは決して耐え切れないだろう。ＫＯＴＯの規模に耐えられるほどお前はしたたかではない」

　だから。ゆかりはデスクの上の拳こぶしを、きつく握り締めた。だから何？

「だからこそお前は、連れ合いを慎重に選ぶ必要がある。お前を支え、お前の仕事をサポートし、お前と同じくらいの実力を兼ね備えたパートナー。片割れ。そのような人物がお前には必要不可欠なのだよ」

　だから何だって言うの？

「それはつまり、お前の付き合う相手を問答無用でＫＯＴＯの機構に組み込むということ。たとえお前の好む相手がプロ野球選手になりたい、小説家になりたい、小さなお店を持ってひっそり暮らしたい――そんなことを願ったとしても、ＫＯＴＯが、古都家が、私がそれを許さない。ＫＯＴＯは、古都家は、私はそいつの夢を潰つぶし、そいつの道を閉ざし、そいつの人生を奪い去って死ぬまでＫＯＴＯのために生きさせる」

　だから……。

「その覚悟がお前にあるか？　そしてあの少年にそのような覚悟ができるのか？　奴やつは私やゆかりとは違う、もっともっと平凡で静かな暮らしの中にいる。その暮らしをお前には奪えるのか？　奴は捨てることができるのか？」

「…………」

　――何も。

　何も言えなかった。

　源げん之の助すけに言われなくたって――そんなこと、わかっていたから。

　自分、古こ都とゆかりという人間と付き合うということは、ＫＯＴＯという組織と付き合うことと同義だ。自分とＫＯＴＯとは決して切り離して考えることなんてできないし、それはそもそも自分がＫＯＴＯの人間だからだ。

　もしもゆかりと鉄てつ平ぺいが付き合うことになるのならば、鉄平は否応なくＫＯＴＯという重荷を背負わなければいけなくなる。今まで暮らしてきた日常は百八十度変わり、奪われる。それは絶対に彼の望むところではないと、ゆかりは思う。少なくとも教室や外で見る鉄平は、とても楽しそうにしている。そこに否定的な影はない。ただただ純粋に、鉄平は今の環境の中で精一杯に生きている。そんなもの、自分には奪えない。

　鉄平には何ひとつ押し付けたくないし、押し付けちゃいけないとも思う。

　まだ付き合ってもいないのに、気が早い――とは思わない。たとえ相手が鉄平でなくても、自分は一生その懸念を抱きながら生きていかなければならない。ＫＯＴＯの重荷を背負わせること――そのことを胸に、相手を選ばなければいけない。

　――そんなこと、わかってたよ。

　わかっていたけど――見ないフリをしてきた。必死になって見ないようにしてきた。

　だって私は。鉄平くんのことが。

「ただ私も、無理矢理にお前たちふたりを引き離すつもりはない。できるならふたりの内で終わらせてもらいたい。その譲歩の結果が――今回のイベントなのだ」

　源之助はそこでやっと気付いたように、灰皿に押し付けて葉巻の火を消した。ゆかりを気き遣づかったようだ。「相手は名門私立百ゆ合り百ゆ合り学園。奴やつにも不満はないだろう。これで目移りして学園生のひとりと関係を持つようなことがあれば、百合百合学園には異例だが私が後押ししてやってもいい。その交換条件が、今後ゆかりには近付かないこと」

「……」

「奴に恋人ができれば、ゆかりも諦あきらめがつくだろう。その傷は浅い。徹底的に引きちぎられるより、もっと浅く済む。これはそのためのイベントだ」

「……」

「そもそもこのイベントを提案したのは、あの少年の姉だ。五十嵐いがらし……豆まめ子ことか言ったか。彼女もわかっているようだったな。弟にはゆかりは分不相応だと。ゆかりも知り合いらしいが……言っていたよ。お前にもあの少年にＫＯＴＯの運命を押し付けられるほどの傲ごう慢まんさはない、と。だからせめてふたりが深く傷付かないうちに、互いを諦めさせたい。そう言ってこのイベントを提案してきた。灰はい原ばらも賛同していたよ。押し付ける苦しみなど抱えず、同じ夢を持つ青年と添い遂げること――それがゆかりの傷つかない、最高の未来。これはそのための布石……それを聞いて私も決心した」

　ゆかりはうつむいて。立ち尽くして。何も言えないでいるけれど。

　これだけは断言できた。

　――おじいちゃんは《あの》鉄てつ平ぺいくんを知らないから、そんなことが言えるんだ。

　ひたすらがむしゃらに、命を懸けて自分たちのために闘ってくれた鉄平。源げん之の助すけは槍やりヶが岳たけによって記憶を操作され忘れているようだが、彼のあの姿を貶おとしめることなんて誰だれにもできない。誰にもさせない。

　鉄平は何ど処こまでも真まっ直すぐで強い意志を持った男の子で、

　私の大好きな、男の子。

　そんな鉄平は、自分に好意を抱いてくれている。メールしたり電話したり回数はまだ少ないけれど一緒に出かけたりして――その空気に、気配に、何よりゆかり自身が気付かないわけがない。少しずつお互いの距離が狭せばまっていくのを実感する度ゆかりは、涙が溢あふれそうなくらい幸福に包まれる。けれど。

　そんなふうに鉄平の気持ちが近付いてきてくれる――今だからこそ、

「……私は」

　早・い・う・ち・に・想・い・を・断・ち・切・ら・な・け・れ・ば・い・け・な・い・の・か・も・し・れ・な・い・。

　鉄平の想おもいが純粋で真っ直ぐであればあるほど、自分は深く鉄平を傷つける。彼の未来を奪い、粉々に打ち砕いてしまう。果たしてそんなことが許されるだろうか？

「これは蛇足だが。ゆかりをあのような学校に通わせること自体、私は反対だったのだ。それこそ百ゆ合り百ゆ合り学園のような、しかるべき教育を受けられる、しかるべき人間の集う環境で学ぶべきなのだ。現にこうして今、ゆかりは苦しんでいるだろう？　環境と現実のあまりの差異が、お前をこんなにも苦しめている。今からでも遅くない……そうだちょうどいいんじゃないか？　今回のイベントを通して学園生とたくさん話をしなさい。そうすればお前も学園に興味が湧わくはずだ。前々から思っていた。お前にそんな地味な制服は似合わない。百合百合学園ならもっともっとオシャレができる。それで周りから浮いてしまうこともない。お前がお前でいられる。そして今いるアパートも引っ越しなさい。何な故ぜ使用人ひとり雇わず、あんな小さなアパートでひとりで暮らしている？　お前にはもっと相応ふさわしい暮らし方があるはずだ。これを機にゆかりもこれからのことを考えて――」

　くどくどと並べ立てる源之助の言葉を、ゆかりは聞いていなかった。

　あぁ、と吐息がもれる。自分にしかわからない程度の、とても小さな吐息。

　――私は夢を見ていたのかな。

　叶かなわない夢を。現実を見ないフリして、ありもしない未来に胸を焦がして。

　一緒にいたいなんて、そんな妄想をした。

　ふと最後に、源げん之の助すけは言った。「……今まで黙っていたが、いい機会だ。言っておこう」

　思い出したような一言を――トドメに、言った。

「ゆかり、お前には――婿むこの候補がいる」

　見ないフリは、もうできない。

＊

『実行委員会からお知らせしまス。ついさっきグループ《桃色バカンス》の使用していたオーブンが爆発するということがありました。多分故障だと思うんで、とりあえず危険性を考慮して他ほかのグループはオーブンの使用を……ええと、遠慮？　いや控え、そう控えてください。ちょうど今使っているグループがいたら、一応部屋の外に出て異常がないか確かめてください。グループ内の実行委員は特に注意を。ちなみにイベントは予定通り続行するんで。よろしくッス。……ええと繰り返した方がいいのかな？　んじゃ、繰り返しまーす。さっきですね――』

　教室に取り付けられているスピーカーから文ぶん七しちの声が響いてくる。爆発直後に槍やりヶが岳たけが放送室に彼を向かわせたのだ。

　炎上するオーブンは、すぐに一いち太た郎ろうが非常用の消火器を取り出して鎮ちん火かさせていた。対応が早かったのでスプリンクラーも反応することはなかった。炎自体はものすごい勢いだったが、それも収まるとオーブンはガラス部分が砕け散って全体が黒く焦げているだけで他は原形をとどめているのがわかった。『桃色バカンス』のグループは大事をとって一太郎が保健室に連れて行った。先ほどから野次馬が何事かと教室を覗のぞき込んでいた。

　それらの様子、一連の流れを――ゆかりは茫ぼう然ぜんと床に腰を下ろして見たり聞いたりしていた。脚に力が入らず立つこともできない。その目の前では、鉄てつ平ぺいが険悪な眼まな差ざしで槍ヶ岳を睨にらみつけていた。

「どういうことだ……？」

「何がですか？」

　明らかに怒気を含んだ声だったが、槍ヶ岳は飄ひよう々ひようと答えてみせた。鉄平は今にも掴つかみかかりそうな気配だったけれど、辛抱強く続ける。「今回はイヴのときとは違う。お前はそう言ったはずだ」

「言いましたね」

「じゃあこれは何だ？　なんでオーブンが爆発するんだよ？……故障？　ふざけんな。さっきのお前の行動は何だ？　なんでオーブンが爆発するのがわかった？」

「乙女おとめの熱い恋心に耐え切れずオーブンが爆発し」

「黙れよ、今はそんな冗談たれてる場合じゃねえだろッ！」

「そうですね。ご説明いたしましょう」あっさりと頷うなずいて槍ヶ岳は真っ黒に焦げたオーブンの前まで近付き、爆散して穴の空いたフェイスに左腕を突っ込んだ。熱ッ！とゆかりは思わず片目をつむるが、槍やりヶが岳たけは平気な顔をして何やらがさごそとあさりやがて「……ありました」何かを見つけて取り出した。外に出てきた左手はいつの間にかピンク色の革の手袋をはめていて、何か小さな欠片かけらをつまんでいた。「これが何かご存知ですか？」

　鉄てつ平ぺいは首を振る。ゆかりにも見当がつかない。オーブンの部品ではないのか。

「これはフィルムです」

「フィル、ム？」

「爆弾――恐らくはプラスチック爆弾を保護していた、特殊フィルムです」

「…………」

「ばくっ、ばくだん？」

　鉄平はある程度予想がついていたのか黙していたけれど、ゆかりは絶句しないではいられなかった。爆弾？　今「爆弾」って言った？

「これはあくまで推測なので話半分にお聞きください。プラスチック爆弾とは可か塑そ性せいを持った粘土状の固体のことを言い、その分量によって必要な爆発量を調節することができます。発火や衝撃といった外部からの圧力で暴発することがない、使い勝手の良い爆薬です。これに特殊なフィルムで覆った信管付きの発火装置を設置したものが、今回の爆発の手段だと私は考えます。手段を結果から判断する推測です。発火装置を覆う特殊なフィルムは、『桃色バカンス』がチョコレートケーキを焼き上げるために設定した一七〇度のオーブンの中でおよそ四十分間熱され溶解する。フィルムを失った発火装置は一七〇度の熱により作動しプラスチック爆弾を爆裂させる――これが爆発の正体だと思われます」

「意図的な爆発だってことですか……？」

　茫ぼう然ぜんと呟つぶやいたゆかりに槍ヶ岳は頷うなずき、「そうです。他者に危害を加えることを目的とした、人為的な爆発。爆弾を設置した誰だれかがいる、ということです」

　だ、誰がそんなことを……。

　愕がく然ぜんとするゆかりの前に、すっ、と携帯電話が差し出された。え、と顔を上げると鉄平がそっぽを向いたままこちらに携帯電話を差し出していた。思わず背筋に緊張が走るのを感じたけれど、ゆかりは努つとめてなんでもないように無言でその携帯電話を受け取った。ディスプレイに表示されているのはつい先ほど受信されたメールらしい。ゆかりは瞠どう目もくした。

『バクダン　ノコリ　４コ』

「槍ヶ岳。お前は誰が爆弾を仕掛けたのかわかってるんだろ？　誰かが爆発を起こそうとしていたのを、知っていた」鉄平が言った。「だからあんなにも素早く対応できた。そうなんだろ？」

「私は最初に申し上げたはずですよ」槍ヶ岳は冷静に言い返す。「『こちらから五十嵐いがらしさんに特別していただくことはありません』――と。その言葉に嘘うそ偽りはありません」

「だったら……」

「私があの場で迅じん速そくに回避行動が取れたのは、あのときオーブンのフェイス越しに明らかにそぐわない物体の影を見つけたからです。『桃色バカンス』の方々にはそれが何なのかわからず見過ごしてしまったのでしょうが――この爆弾が、オーブンの中に貼り付けられていたのです。それが見えたから、行動した。それだけです」

　鉄てつ平ぺいは無言で槍やりヶが岳たけを睨にらみ付けているが……ゆかりは黙ってはいられなかった。

「そ、それって……じゃあ……」

「そうです。これは――オーブンが爆発するという事態は、私たち内界人の予想外の事件だということです。何者かがこのイベントに便乗し爆弾を仕掛けた。そうとしか考えられません」

　ゆかりはほとんど蒼そう白はくになって槍ヶ岳の言葉を聞いていた。

　この学校に爆弾が仕掛けられている。それもどうやらあと四個も、だ。今こうしているうちにもどこかで爆弾が作動し爆発しようとしているのかもしれない。そう思うととても冷静ではいられなかった。

「ここで確認しなければいけないポイントがあります」動揺しまくるゆかりをよそに、槍ヶ岳は淡々と告げる。「まず爆弾を仕掛けた相手が、かなりの手て練だれだということ。先ほどのプラスチック爆弾を思い出してください。オーブンの熱せられる時間に正確に合わせて爆弾を爆発させてみせた、その精緻な仕掛け。とてもにわか習いの素しろ人うとにはできません。その爆弾の構造も私の推測でしかありませんが、どちらにしろ爆発の質から判断するに、犯人はケーキの焼き上がる時間、温度を正確に把握していなければいけない。そうでなくてはオーブンの時間に合わせて爆弾を起爆させるなんて芸当はできませんからね。それはつまり、事前に実行委員会が用意していたレシピ表を入手していたということです。盗んだのか内通者がいたのかはわかりませんが」

　内通者？　ゆかりはぞっと背中が総毛立つのを感じた。もしも内通者がいたというのなら……この学校の生徒が、爆弾を仕掛けたというの？

　とても信じられない――信じたくないことだった。

「もうひとつ確認したいポイントがあります。そのメールが何な故ぜ、五十嵐いがらしさんの携帯電話に届いたのか」

　はっとしてゆかりは鉄平を振り返った。自分たちの間にあったわだかまりも忘れてついつい彼の顔を見つめてしまう。鉄平は表情を変えずじっと槍ヶ岳を睨み返していた。

　槍ヶ岳は目を細めた。「その様子を見ると、差出人に覚えがあるようですね」

「……メールに、送信者の名前があった」

　ゆかりは慌あわてて携帯電話のディスプレイを確認し直す。確かに送信者の名前が書いてある。でも、この名前は――

『ハヤミマコト』

　送信者のアドレス自体は一般ツールに登録されたものなので特に意味のあるものではない。しかしそこに登録されている名前は、メールが送信されたと同時に相手へと伝わるようになっている。その登録された名前が、

「速はや水み、真ま事こと……！」

　速水真事。

　ＫＯＴＯにおける古こ都と源げん之の助すけに次ぐ実力者――副社長の地位に座する男。

　昨年のイヴに起こったテロ事件。その真相のひとつとして挙げられるのが、テロリストたちを先導したのは彼、速水真事だったということ。ただしこれには補足しなければいけないことがある。この速水真事は偽者だということである。

　本物は捕らえられ、偽者が『速水真事』に成り代わっていたのだ。その成り代わっていた人物――いや「人」というよりは「生命体」。そいつは『第二世界ザ・セカンド』の住人で、槍やりヶが岳たけたちが住む内世界『第一世界ザ・フアースト』に復ふく讐しゆうを果たすため、『擬態』という能力を用いて速水真事と入れ替わり間接的にテロ事件を起こした。これが、記憶操作を施されていない鉄てつ平ぺいとゆかりだけが知る事件の真相である。本物の速水真事は実は裏で動いていた内界人たちの手で保護されており、事件後に記憶を操作された上で元の立場に戻っている。

　テロ事件を起こしたのは、偽者の速水真事であり、彼は捕ほ縛ばくされることなく逃走してしまった。だからここでいう『ハヤミマコト』は本物の速水真事ではなくその偽者の方と考えるのが妥だ当とうだろう。

「でも、どうして速水が……」

「これが本当にあの速水真事の仕業なのか確証は持てませんが、それならばこの事件の動機に説明がつけられます。つまりこれは、マイブラ……いえ、五十嵐いがらしさんに対する報復」ゆかりの疑問に、槍ヶ岳が答えた。視線は鉄平の上に載せて。「そう考えれば五十嵐さんの携帯電話にメールが届くのも納得できます」

「……じゃあ、あいつは」鉄平は低く呟つぶやいた。「俺おれに復讐するためだけに、こんな回りくどくて陰湿なマネをしたっていうのか。メールまで送ってきて」

「今ある判断材料から言えば、そう考えるのが自然ですね。先ほどの爆撃が五十嵐さんを直接狙ねらったのでなく、爆弾もこの校内に無造作に設置されているものだとしたら……要するに攻撃対象を不特定多数にすることで五十嵐さんが苦しむ姿を観察しよう、というのが大方の目的でしょう」

「そんな……」

　ゆかりは茫ぼう然ぜんとうめくことしかできなかった。そんなバカな話があっていいの？

　自分の復讐を妨げられたから、その妨げた相手にやり返す。復讐、報復――そんなもので全く関係のない人たちの命まで危険にさらす。バカバカしいとしか思えない。

　ゆかりは鉄平が黙っているのが気になってこっそりと横顔を覗のぞいた――瞬間、身体からだを強こわ張ばらせた。

　鉄てつ平ぺいは、怒っていた。

　眼球を血走らせ。奥歯をぎりぎりと噛かみ締め。肌が白くなるほど拳こぶしを握り締め。虚空を睨にらみつけて――全身から怒りの臭気を放っていた。

「あンの、野郎ッ」吐き捨てるように鉄平は唸うなる。「なんにもわかっちゃいねえのか……ッ」

　――こんな感じだった。

　イヴの事件で速はや水み真ま事ことと対たい峙じしたとき。

『テメエが傷つけていいのは、この世でただひとり、テメエ自身だけだ――――ッ!!』

　――鉄平くんは、こんなふうに怒ってた。

　あのとき叩たたき付けた鉄平の言葉は、『ハヤミマコト』に届かなかった。結局はそういうことなのだろう。そう思うとゆかりは怒るよりもなんだか悲しくなってきた。

　別の観点から見返してみれば、あの事件は、ディレクターである一いつ本ぽん釣づりの「ハヤミマコトを《救う》」という意図のために起こったことでもある。復ふく讐しゆうよりももっと大事なものに気付いて欲しい――。あの瞬間の鉄平の怒りは、そうと意識しなくても自然とその方向に働いていたと思う。

　でもそれを『ハヤミマコト』は理解しなかった。それどころか矛ほこ先を鉄平やその周りの人間に向けてきた。

　――どうしてわかってくれないんだろう。

　鉄平はただがむしゃらに、人のために闘っていただけなのに。どうしてそうやって逆恨みしてしまうんだろう……。

「ど、どういうことですか……？」

　鉄平とゆかりははっとなって振り返った。そこには――

「き、霧きり島しまさん……」

　学園生の霧島曜よう子こが、ぺたんと床に腰を下ろして目を瞬かせていた。

　そう……忘れていた。文ぶん七しちも一いち太た郎ろうも出払っていたが、彼女はこの教室に残っていたのだ。つまり今の会話も聞かれてしまっている――

「……五十嵐いがらしさんもゆかりさんも、今の今まで気付いてなかったんですか？　ちょっと天然入りすぎですよ」

　横から呆あきれたように槍やりヶが岳たけが言ってくるのは置いておいて。

「ば、ばく、爆弾ってどういうことですか？」思わずといったように曜子は身を乗り出してきた。「それ、それって、なん、ですか。た、大変なことなんじゃ……」

「大変ですね」槍ヶ岳が頷うなずく。「下へ手たをすれば死傷者が出るかもしれない状況です」

「――――ッ！」曜子は表情を凍らせ、口をぱくぱくとさせた。「け、けけけ、警察に通報しましょう！　けい、警察にっ」

「ただいまー。いやぁ校内放送って緊張するなぁ。さすがの俺おれもブルって……ん？」教室に戻ってきた文ぶん七しちは残っていた四人の視線を受けて立ち止まった。「な、何？　なんだよ」

　ちょうどそのときに一いち太た郎ろうも戻ってきた。彼も場の雰囲気には片かた眉まゆを上げたが、とりあえずといった感じに報告した。「『桃色バカンス』の方々は何人かが軽い擦り傷を負っている程度でした。次の合同授業からまた参加してもらいます」

「ご苦労様です」と呑のん気きに言う槍やりヶが岳たけに、しかし曜よう子こは食い下がった。

「そ、そんな場合じゃないですよね豆まめ子こ先生!?　早く交流会を中止にして警察に――」

「中止？　え？　そんなことになっちゃってンすか？」

「警察とはどういうことですか」

　曜子の言葉に文七と一太郎が反応し槍ヶ岳を見やる。つられて全員の視線が槍ヶ岳に集中した。

　槍ヶ岳は五人分の注目にも臆おくせず即答した。「交流会は続行します」

「ど、どうしてですかッ!?」曜子が悲鳴に近い声をあげた。「だって爆弾が仕掛けられてるんですよねっ？　交流会なんて続けられるはずがありませんよッ！」

「ばく……爆弾？　爆弾って、ひょっとしてあの爆弾？　え、じゃあさっきの爆発は――」

「豆子さん、それはどういう――」

「正確に言えば」にわかに騒ぎ始めるメンバーの言葉を封じるように、きっぱりと槍ヶ岳は口にした。「普通であればとても中止にはで・き・な・い・だろう、ということです」

「できない――？」

　そのとき突然着信メロディが室内に響き渡ったので、槍ヶ岳を除く『勃ぼつ発ぱつ隊』のメンバーはびくりと肩をすくめた。『爆弾』というフレーズが全員の頭の中にあったので、その唐突さはあまりに心臓に悪いものだった。全員の視線が一点に集中する。

　音源は、ゆかりの手元にあった携帯電話――鉄てつ平ぺいに返すのを忘れていた――だった。

「な、なんだよ。驚かすなよ……」

　文七が嘆たん息そくしながら胸を撫なで下ろすが、ゆかりはそんなふうに安あん堵どすることはできなかった。

「……見るよ？」

　鉄平に確認を取る。鉄平は緊張した顔つきで頷うなずいた。

　送信者は――やはり『ハヤミマコト』。

『ツウホウ　シタ　バアイ　バクダン　ヲ　サドウ　サセル

　ダレ　ニモ　イウナ

　コウリュウカイ　ハ　ヨテイドオリ　ゾッコウ

　ツギ　ノ　バクハツ　マデ

　３０プン』

「『通報した場合、爆弾を作動させる。交流会は続行』……！」ゆかりは愕がく然ぜんと内容を読み上げた。「『次の爆発まで三十分』……ッ！」

　絶句する一同をよそに、槍やりヶが岳たけはひとり冷静に頷うなずく。

「これが無差別的意味合いを持った犯行ならば、そうなるでしょうね。予想の範はん疇ちゆうです」

　ゆかりはメンバーの顔を見回す。鉄てつ平ぺいは難しい顔をして沈黙し、一いち太た郎ろうは顎に手を当て考え込んでいるようだった（彼がそうやってむっつりしていると怖くてならない）。あんなに取り乱していた曜よう子こは言葉もないほど動揺し視線を泳がせている。そして文ぶん七しちは、

「え、え、え。な――何がなんだかわかんないんだけど!?　爆弾？　あと三十分？　ちょ、説明してくれよ！　何が一体どうしてるわけどうしたらいいわけっつうか俺おれらが悩む問題なのコレ!?」

　いきなりの事態に錯乱しまくっているようだった。当然だ。

「藤ふじ森もりさんが今いいこと言いましたね」槍ヶ岳が言った。「そう――私たちはどうしたらいいのか？　そしてこれは私たちが抱えるべき問題なのか？　どう思いますか五十嵐いがらしさん」

　今度は鉄平に視線が集中した。

　話を振られた鉄平は、憎々しげに槍ヶ岳を睨ねめつけた。

「……要するにこれは、あいつからの挑戦状ってやつなんだろ？」

「その通りです。ハヤミマコトの、五・十・嵐・さ・ん・へ・の・、挑戦状です」

　鉄平は眼めを伏せた。拳こぶしを握り、小さく浅く呼吸する。その様子をゆかりは固かた唾ずを飲んで見守っていた。

　要するにハヤミマコトはこう言っているのだ。鉄平に向けて。

『爆弾を仕掛けた。なんとかしてみろ』

　鉄平はその挑発に、応こたえなければいけない。

　尻尾しつぽを巻いて逃げるか、命・を・懸・け・て・で・も・爆・弾・を・処・理・し・て・回・る・か・。

　ゆかりはとてつもない緊張感に胸が張り裂けそうになった。

　――なんて、重・い・んだろう。

　少し考えればわかる。つまり鉄平は今、この羽は原ばら羽ばね高校生徒と百ゆ合り百ゆ合り学園学園生の命を救うか救わないかという決断に迫られているのだ。

　あのイヴの日と同じように。

　――なんて、重いの……。

　昨年の事件の後、鉄平に訊たずねたことがある。怖くなかったの？――と。テロリストたちと命を懸けて闘って、怖くなかったのかと。病院のベッドの上で鉄平は簡単に答えた。

『いやもう、がむしゃらだったから』

　……簡単なわけがなかった。

　自分でない誰だれかの命を背負って、それでいてなお自分の命を危険にさらしてまで闘う。

　その選択が簡単にできるわけがなかった。

　今、同じ選択肢が鉄てつ平ぺいに突きつけられている。ゆかりは目の前でそのことを理解した。

　それはとてつもないプレッシャーだった。凄すさまじい重圧が、選択に迫られていない自分にまで押し寄せていた。ここで同じ空気を吸っている、ただそれだけのことでゆかりは押し潰つぶされてしまいそうな気持ちにさせら――

「ゆかり」

「――ふ、ふぁ？」

　不意に鉄平の口から自分の名前が出てきたので、ゆかりは驚いて変な声をあげた。

　鉄平はその手を差し出し、「ケータイ、返してもらえるか」

「え、あ、うん」

　手渡すと、鉄平は携帯電話を制服のポケットにねじ込んだ。そして『勃ぼつ発ぱつ隊』のメンバーを見回して、「じゃ、行って来る」

「……え？」文ぶん七しちがきょとんとした声をあげた。「な、なんだって？」

「悪いけど俺おれ、交流会サボるから。他ほかの皆だって普通に交流会なんてできないだろうけど……なんとか普通にしていてくれ。その方が相手を刺激しなくて済む。文七。ゆかりと霧きり島しまさんは、お前に任せる」

「へ？」

「灰はい原ばらさんも、お願いします」

　一いち太た郎ろうは答えなかったが、鉄平は槍やりヶが岳たけに向き直り、「お前には手伝ってもらうぞ」

「いいでしょう。可能な限り、お付き合いいたします」

　そしてふたりで教室の外に出て行こうとする。

「ま、待てよてっぺー!?」ゆかりは何も言えないでいたけど、文七は黙っていなかった。

「お前一体、何するつもりだよッ？　まさかひとりでば、爆弾を」

「絶対大丈夫だから」

　鉄平は戸口で立ち止まり、振り返った。その目は――

「…………」

　立ちすくむ自分に向けられていたのだと思うことは、自うぬ惚ぼれだろうか？

「大丈夫だから。心配しなくて、いいから」

　そう言い残して――行ってしまった。

＊

　教室の外に出た鉄平は、全速力で廊下を駆けた。あまりにものすごい勢いに何事かと振り返る視線を振り切りながら走り――

　そして男子用便所に飛び込んだ。

　まっしぐらに和式便座の個室に潜り込み、どばんっ！と扉を閉めて、がちゃんっ！と施せ錠じようした。

「…………五十嵐いがらしさん？」

　個室の外から槍やりヶが岳たけの声がしたが、鉄てつ平ぺいは個室の中で頭を抱えて、

「あああああああああもーなんでまたこんなことになるんだよッ!?」悲鳴をあげた。「し、信じらんねー！　ありえねえよこの状況！　なんで俺おればっかり、俺ばっかり、俺ばっかり――クソ、クソクソクソクソクソクソッ!!」

　鉄平はクソクソ言いながらげしげし壁を蹴けったりばんばん便器を叩たたいたりじゃかじゃかトイレットペーパーを引っ張りまくったりした。

　個室の外で、槍ヶ岳が呆あきれたような口調で言った。「糞クソ糞クソと生理現象を連呼している場合ではありません。残り時間は少ないですよ」

「お前もなんでそんな冷静なんだよッ？　本当にお前らは関係ないのかッ？」

「先ほどから申し上げている通りです。ハヤミマコトが勝手に私たちのイベントに便乗してきたのです。私だってこれでも動揺しているんですよ？　あわわわ。どうしよう」

「だからそうやって思ってもいないことをわざとらしく口にすんじゃねえッ!!　つうか普通に男子トイレに入ってんじゃねえよ！」

　個室の扉を蹴飛ばしながら、鉄平はほとんど泣きそうな顔になっていた。

　――ふざけんなよ。

　イヴのときもそうだった。三百人以上の命を背負って命懸けでテロリストたちと闘った。ボロボロになって、挫くじけそうになって、全部投げ出したくなって――それでも闘った。何回死を覚悟したのかわからない。それをもう一度繰り返せって言うのか？　しかも今回は、

「四八八名の命を背負ってしまったわけですね」

「具体的な数字を出すなよッ！……あああぁ」へなへなと鉄平は和式便器の上にまたがった。「勘弁してくれ……なんで俺が」

「じゃあやめますか？」

「……」

　鉄平は答えなかった。うなだれたまま静止し、じっと動かない。

　考える。脳が勝手に思考する。もしも自分が何もしなかったら。何もしないでひとりとんずらをこいたとしたら？　ハヤミマコトの挑発なんて無視してこの校舎から脱走してしまったとしたら？

　きっとたくさんの人が死ぬ。爆発に巻き込まれて、仲のいいクラスメイトも気に食わないクラスメイトも顔も名前も知らない一年生も文ぶん七しちも曜よう子こも学園生たちも一いち太た郎ろうも――そしてゆかりもみんな、死んでしまう。

　そして自分だけが生き残ったとしたら？

「…………」

　つくづく思う。

　つくづく人間の行動は想像力の産物で――想像力ひとつで動いてしまうのだと。

　鉄てつ平ぺいは立ち上がって個室の鍵かぎを開けた。ギイィと金具を軋きしませながら扉が開いていき、そこに槍やりヶが岳たけが腕を組んでニヤニヤと笑いながら立っていた。たとえ女であろうとこいつはいつかぶん殴ってやろうと心に誓って――鉄平は言った。

「……行くぞ」

　臆おく病びような心は、強がる心で押し殺せ。

＊

　鉄平と槍ヶ岳が行ってしまった後、ゆかりは説明を求められたので文ぶん七しちと一いち太た郎ろうにかいつまんで事情を話した。何な故ぜ鉄平が標的にされたのか、という点に関してはイヴの事件にまで遡さかのぼらなければいけないので割かつ愛あいする。

　説明を受けた文七は見ている方が心配になるくらい顔を真っ青にした。一太郎は腕を組んで難しい顔をして押し黙り、曜よう子こはずっと低くしゃくりあげていた。

　そしてゆかりは立ち尽くしたままじっと考え込んでいた。

　しん、と訪れる沈黙。誰だれもが言葉なく時間をやり過ごす――がそのとき、うなだれていた文七がぽつりともらした。

「……いいのかな」

　振り返るゆかりに、文七はすがるように視線を向けた。

「俺おれたち、こうしていていいのかな……？」

　それを、ゆかりはずっと考えていた。

　――鉄平くんひとりに任せていいんだろうか？

　それは鉄平が頼りないとかそういう話ではなくて――自・分・も・彼と同じように行動しなくていいのか、ということだ。鉄平に何もかも押し付けて、自分はこうやって事態が収拾するのを待つだけ。

　それでいいのか？

　――いいはずがない。いいわけないじゃない。

　それでは『あのとき』と同じだ。イヴの夜のように――誰かに助けられるのを、鉄平が現れるのを待つだけだった状況。それと何ひとつ変わっていないじゃないか。ゆかりは奥歯を噛かみ締め、拳こぶしを握り締める。そう、何も変わっていない。びくびくと怯おびえるだけ、そんなのは自分のポリシーに反する。あのとき痛感したじゃないか。鉄平のように、自分もまた立ち向かうべきなのだと――根性を見せるべきなのだと、決意したはずだ。

　怖いと思う心は、仕方ない。認める。数百人の命を担うなんてとても耐え切れる事実じゃない。

　でも――逃げるな。

　闘え。

「……行こう」ゆかりは深く頷うなずいて、言った。「私たちも、やろう」

「ゆかりちゃん……」

「な、何を言ってるんですか!?」当然のように、曜よう子こは反はん駁ばくしてきた。「やろう、って、何をするって言うんですかッ？」

「鉄てつ平ぺいくんは多分、爆弾を処理しに行ったんだと思う。残り四個を全部。私たちはそれを手伝うべきだと思う」

「む、無理に決まってるじゃないですか！　爆弾をしょ、処理なんて――素しろ人うとの私たちにできるわけがないじゃないですか!?」

「じゃあ誰だれがそれをやるの？」

　うう、と曜子は言葉を失う。

「通報はできない。交流会は続行しなきゃいけない。そして次の爆発の時間は迫っている。だったら、事情を知っている私たちがやるしかない。……そもそも」それはほとんど、メンバーに対してというよりは自分に対してのセリフだった。「そもそも鉄平くんにだけ皆の命を預けて、自分は安全圏にいる――そんな情けないマネ、私はしたくない」

「のった」横から文ぶん七しちが言った。「ゆかりちゃんの言う通りだよ。あいつひとりにそんなモンは押し付けられねえ。俺おれもやる」

　ゆかりは微笑ほほえんだ。「ありがとう、藤ふじ森もりくん」

「でも……でも、そんな……」

　うわ言のように呟つぶやく曜子に、ゆかりは言った。

「霧きり島しまさん。学園生には、もちろんあなたの友達もいると思うの」

　はっ、と曜子が顔を上げた。

「知ってしまったのなら、あなたはその友達を守らなきゃいけないと思う」

「……」

「知ってしまったのなら、闘わなきゃいけない。やるしかない。今ここで逃げたら、一生逃げ続けなきゃいけなくなる。逃げてしまったっていう事実から、ずっと」それがあの夜学んだこと。「だからお願い。この広い校内から爆弾を見つけるためには、ひとりでも多くの助けが必要なの」

　ゆかりは真まっ直すぐに曜子を見つめた。返ってくるのはどうしようもなく揺れ、濡ぬれ、助けを請う眼まな差ざし。けれどゆかりは決して、そこに甘えを譲らなかった。

　イヴの夜、鉄平が自分にしたように。

　鉄平が自分に言ったように、

「あなたの根性を――見せて」

＊

「……一応確認するけど」再び廊下に出た鉄てつ平ぺいは、胸元に取り付けた小型マイクに話しかけた。「やっぱりお前ら内界人は、直接はなんとかしてくれないんだな」

『当然です』応じる声は、耳元のイヤホンから。『前回に引き続き今回の事件もまた外世界で起きたものです。しかも手口は外世界の技術の範はん疇ちゆう。犯行手段に内世界の《科学》でも使われない限り、私たちが直接出向くことなどありえません。私たちのイベントを邪魔してきたのですから不干かん渉しようということはしませんが、それでもせいぜいがこうしてサポートに徹するくらいです。これでも内世界の法律ではぎりぎりなんですよ』

　槍やりヶが岳たけの内世界では、外世界への必要以上の干渉を禁じている。それを犯すと罪に問われてしまうらしい。どこまでがセーフでどこまでがアウトなのか、槍ヶ岳の行動を見ている鉄平には全く以もつてわからなかったが、槍ヶ岳についてはこうと言い出したら絶対にやり方を変えないので、協力してもらえるだけでもありがたいと思わなければいけないのだろう。

　槍ヶ岳は目を離した隙すきに忽こつ然ぜんと姿を消していた。どこかに放送局の待機場所があるのかもしれない。内世界の『科学』で『第二世界ザ・セカンド』を介して別の場所に移動してしまったようだ。なんだかんだ言ってこの様子も放送されているに違いない。鉄平は彼女から連絡を取り合うための小型のイヤホンとマイクと――そしてリュックサックを与えられていた。

　鉄平を除く外界人には視認できないという『見えないリュックサック』。これは外世界と内世界とをつなぐ第二世界橋渡しの機能を有していて、これに《物を入れる》ということは《内世界に物を送る》――逆を言えば《物を取り出す》ということは《内世界から物を取り出す》ということなのである。だからリュックの口を通るものであればいくらでも出し入れができるし、重さも蓄積されないという優れ物だ。

「この前は缶コーヒー出したり拳けん銃じゆう出したり弾丸受け止めたりしたけど」鉄平は廊下を小走りに駆けながら訊たずねた。「今度はこのリュック、何に使えばいいんだ？」

『今回のネックは爆弾です。だとしたらそれを解体する必要が生じてくると考えられます。リュックサックからはそのための道具を取り出してください』

「爆弾の解体かよ……素しろ人うとにできんのかそんなこと」

『手順はこちらで説明します。指示に従えば大丈夫かと』

「不本意だけど本気で頼りにしてるからな。マジで。……って今すげえいい案思いついた」ぽん、と鉄平は手を打った。「爆弾、このリュックに入れちまえばいいんじゃないか？」

　リュックに入れられた爆弾は、別次元の世界に飛ばされる。

『私たちの世界に不法投棄ですか。かなり迷惑な話ですが案としては悪くないですね』

「だろ？」

　槍やりヶが岳たけに言われて、鉄てつ平ぺいはいくらか肩の荷が軽くなったように感じた。爆弾解体、と言うと物々しいイメージがつきまとってしまうが、自分には内界人から与えられたリュックサックがある。思ったよりも今回の事件は簡単に片がつくかもしれない。

　それでいくぶん気が楽になったせいか、ついついため息がもれた。

　――ホント、厄やつ介かいなことになったよなぁ……。

　今日はゆかりとの仲を取り戻すために頑張るつもりだったのに、何な故ぜか今爆弾解体に頑張っている。この様子だと今日中に和解することは無理そうだ。そんな場合でないとはいえ、そのつもりでやって来たのだからがっかりせざるを得なかった。

「せっかくのバレンタインなのになぁ……」

『女め々めしいですよ五十嵐いがらしさん。ゆかりさんと喧けん嘩かしてるからって』

「ほっとけ。……ってなんでそんなこと知ってんだよ」

『これでも私、人生経験豊富な二十代前半の乙女おとめなのですよ。それくらいふたりの雰囲気見てたらわかります』

「そうなんだよ……」鉄平は嘆たん息そくした。「微妙なんだよ。何も悪いことした覚えはないのに避さけられてて。お前、なんか心当たりないか？　人生経験豊富な二十代前半の熟女なんだろ？」

『二十代前半の熟女はこの世に存在しません。しかし、そうですね。心当たりならありますよ』

「え、マジ？」鉄平は思わず立ち止まった。「ちょ、教えてくれよ。マジで悩んでるんだよ」

『自分で本人に聞けばいいじゃないですか』

「そりゃそうなんだけど……教室とかだと聞きにくいだろ？　避けられてるからふたりきりにもなれないし」

『そんなのは言い訳です』

「……う」

『本当になんとかしたいと思うのなら、強引に手を引いてでも聞き出すべきです。それが嫌ならメールで呼び出すこともできます。それができないのは、五十嵐さんがただビビッているだけだからですよ』

「…………」

　そうなのだと、思う。

　自分はただ単純に、本格的に、決定的にゆかりに嫌われてしまうことが怖いだけなのだ。避けられている理由を知り、なおさら踏み込むことができなくなるのが怖くて――結局遠くから見つめることしかできなくなる。

　もしかしたらゆかりは、話もしたくないくらいに自分のことが嫌いになってしまったのかもしれない。その可能性を考えて怖くなる。

　――情けねえなぁ。

　どちらにしろ事情を知らないとゆかりには近づけないのに。足踏みしている場合じゃないのに。踏み込みたいけど踏み込めないで、おろおろとまごついて、やっぱり何もできない。どうなんだそれ。

　情けねー。

『青春ですね』

「うるせー」

『さてさてその問題はとりあえず置いておきましょうか。今は爆弾の問題です』槍やりヶが岳たけは調子を切り替え、『残り十九分しか残っていませんが――五十嵐いがらしさんは爆弾が何ど処こに仕掛けられているのか、見当がついているのですか？』

「ああ、大体な」

　鉄てつ平ぺいは頷うなずいた。だからこそこうして迷いなく目的地に向かうことができている。

「ハヤミマコトの目的は俺おれだけど、その手段は無差別に爆弾を爆発させて人を巻き込むことにあるんだろ？　だったら――よっ、と」鉄平は廊下の窓を開けると、そこから外に躍り出た。一階まで下りていたので難なく土の地面に着地する。「だったら、その爆破場所には人がいなくちゃ意味がない。奴やつが指定する時間に全校生徒が集結する場所といったら――ひとつしかないんだよ」

　校舎から外に出た鉄平の目の前には、グラウンド。

「『調理実習』の次は『体・育・』だ」

　グラウンドにはちらほらと実行委員の姿が見え、体育用具をセットしたりして授業の準備に急いでいた。そんな中で鉄平の足が向かうのは、「そして最初に生徒が集まった朝の時点で、誰だれにも気付かれない場所といえば――」

　体育用具室のプレハブか、または――

「ビンゴ！」

　実行委員会が泊まり込んで徹夜で作ったという、

　仮・設・ス・テ・ー・ジ・！

　ステージの外装を覆うピンク色の幕をめくって中を覗のぞくと、鉄パイプの骨組み、その合間――暗くら闇やみの中、微かすかに光るデジタル時計の表示が見えた。遠目にもその表示が「００：‥１８」となっているのがわかった。

『どうしたんですか五十嵐さん。冴さえまくりじゃないですか』

「へへへ。見直したか。イヴのときも思ったけど、俺ってやっぱりすげえよな」

『調子にのんじゃねえぞチェリ男』

「……なんか言ったか」

『さあ時間は残り少ないです。急ぎましょう！』

　ったく、とこぼしつつもリュックの中を探る。出てきたのはライト付きのヘルメットだった。何な故ぜか微妙に薄汚れている。少しためらいはしたがライトのスイッチを入れてそれを被かぶる。気合を入れて一度深呼吸。

　……よし。やるぞ。

　爆弾はこの無敵のリュックサックに放り込んでしまえばそれで終わりだが、下へ手たに動かして誤爆させてしまっては元も子もない。作業は慎重に尽きる。全身を縛る緊張感を追い出すように鉄てつ平ぺいは大きく息を吐き、ステージの中に潜り込んだ。

　暗くら闇やみににじむように輝くデジタル時計の表記。それに向けて、鉄平はヘルメットのライトを向けた。爆弾の姿が映し出される――

「…………へ？」

　爆弾は、

　でかかった。



　リ・ュ・ッ・ク・に・入・り・き・ら・な・い・の・が・一・目・で・わ・か・る・ほ・ど・、で・か・か・っ・た・。

＊

　その様子を、密ひそかに見ている人物がいた。

「ふ、ふふふ……」

　そこは暗い室内で――壁にびっしりと埋められたいくつものディスプレイだけが晧こう々こうと光を放っている、そういう部屋だった。

「ふふふ……」

　ディスプレイを覗のぞき込んでいるそいつは、止まらぬ含み笑いに肩を震わせていた。

　唯一の光源である複数のディスプレイが、暗闇に溶け込みそうな黒いフォーマルスーツを照らし出している。スカートから伸びる裸の脚を組み直し、ずれた上縁眼鏡めがねを人差し指で直しながら――そいつは下唇を艶えん然ぜんと舐なめた。

「うふふ……お手並み拝見といこうじゃない」

　大おお目め玉だまは嬉うれしそうに呟つぶやいた。



    

  
    
      　

【第４話・オール・フォア・アール上等！】

残り四個



「私は反対です」

　不意に放たれた言葉に全員が一斉に振り返って――見上げた。

「……どういう意味ですか」ゆかりは慎重に問い返した。「一いち太た郎ろうさん」

　一太郎は神妙な顔つきで答えた。

「爆弾を解体して回る、ということに私は反対します」

「ど、どうしてスかっ？」文ぶん七しちが言った。「俺おれたちがやらなきゃ誰だれがやるんスか？　てっぺーひとりに押し付けるなんて、それこそ俺は反対ッスよ！」

「ゆかり様はすでに察していると思います」一太郎は文七を無視し、「私が何な故ぜこのイベントに参加しているのか、その本当の理由を」

「……」一太郎の言うことは理解していた。一太郎が何故、今回のイベントに参加しているのか、その理由。「……やっぱり、おじいちゃんの指示なんですね」

　一太郎は頷うなずき、「そうです。私は社長の命令でゆかり様を監視するために、ここにいます」

　この交流企画における一太郎の立ち位置が、それだった。

　そもそもこのイベントは鉄てつ平ぺいとゆかりの仲を引き裂く――ただそれだけのために企画されたものだ。それなのにふたりの距離が近くなるようなことが起こっては元も子もない。そうならないために配されたのが、一太郎なのである。今のところそういうことはないが、いざとなれば一太郎はふたりの間に入り妨害するつもりだった。少しでもゆかりと鉄平の仲が深まることがないよう監視する、それが一太郎の役割だ。

「予定では五十嵐いがらしくんとゆかり様は別々のグループになるはずだったので、それだけは不可解なのですが」

　一太郎がそう言ってじろりと文七を睨にらみ付けると、文七は慌あわてて弁解した。「え、いや、何がなんだかわかんないスけど、グループ分けをしたのは実行委員長の豆まめ子こさんスよ？」

　一太郎は眉まゆをひそめ「全く、あの人は……」と呟つぶやいた。ゆかりもちょっと不審に思わずにはいられなかった。槍やりヶが岳たけさんが？

　源げん之の助すけや一太郎に今回の企画を持ちかけたのは槍ヶ岳である。何を思ったか鉄平とゆかりを引き離すために、だ（それを知っていたから、ゆかりは鉄平に対してとは別の意味で槍ヶ岳と目を合わせづらかった）。その彼女がふたりを同じグループになるように工作したという。明らかに行動が矛盾している。

　――一体、どういうことなんだろう。

「とにかく、そういうことです」気を取り直して一いち太た郎ろうは言った。「私はゆかり様を見張っているよう社長に遣つかわされました。それにはもちろん、危険がないよう見守るという意味合いも含んでいると判断します。だから私には、ゆかり様が爆弾を解体しに行くという危険な行為を止める義務があります」

「一太郎さんはそれでいいんですか？」ゆかりは一太郎を睨にらみ付けた。「危ないから、何もしない。鉄てつ平ぺいくんに全部押し付けてしまって――それでいいって言うんですか？」

「はい。その通りです」一太郎は即答した。「ゆかり様の安全を確保すること。それが私の使命です」

　ふたりは睨み合った。

＊

「じょ、冗談じゃねえ……」鉄平は情けない声をあげた。「こんなの、どうしろっていうんだ……」

　それは想像を遥はるかに上回る代しろ物ものだった。

　ステージ下の鉄パイプの骨組みに囲まれて、それはあった。ヘルメットのライトに照らされて錆さびだらけの表面がぼんやりと光を弾はじいている。

　一言で言えば、不発弾。

　ひと抱え以上もの大きさのある、何十年も昔の戦争の名な残ごりだった。

『相手も物騒なものをチョイスしてきましたね』などと言いつつ槍やりヶが岳たけの声はいつも通り平へい坦たんである。『外世界における先の大戦の不発弾。戦時中に投下され、しかし柔らかな地面に落下したため起爆せずそのまま地中に埋もれて忘れ去られていた遺物です』

　イメージとしては細長くスマートなミサイル弾を太く肥えらせたという感じ。図太く丸みのあるフォルムはどちらかというと醜い印象を与える。ただし不発弾の先端は鋭利に尖とがり、そこにいかにも後付けといったふうにデジタル時計が取り付けられ時間を刻んでいた。

『恐らくこの時計が定刻に達すると火花が走り、信管を通じて爆弾を起爆させるという仕組みでしょう。解体方法としては二択。時計の導線を断ち切るか、爆弾から時計ごと信管を抜き取るか。ふたつにひとつです』

「……あの、一応聞いときたいんだけど」

『無理ですよ。これほどの大きさではリュックの口を通りません』鉄平の問いを先回りして、槍ヶ岳は言った。『そもそも重すぎて持ち上げることもできないでしょう。五十嵐いがらしさんにはもう、その手で爆弾を解体するという手段しか残されていません』

　嘘うそだろ……鉄平は力なくうめいてうなだれた。

　最有力の手段を真っ先に奪われ、完全に怖おじ気けづいてしまっていた。決心して来たとはいえ、実物を前にすると何から手をつければいいのかわからず途方に暮れてしまう。

『五十嵐いがらしさん、急いでください。時間がありません』

　言われて時計を見ると「００：‥１６」。確かに刻一刻と刻限は迫っている。しかもいつの間にやらステージの外が騒がしくなってきている――生徒が集まってきたのだ。鉄てつ平ぺいはそわそわと貧乏揺すりをしながら、「こ、これを解体するのにはどれくらいかかるんだ……？」

『専門家はたっぷり二時間はかけるでしょうね』

「ダメじゃん！」鉄平は絶ぜつ叫きようした。「どう考えたって間に合うわけねえじゃん!!」

『専門家が解体にそれほどの時間をかけるのは、慎重に慎重を重ねた手順を踏んでいるためです。誤作動を起こしてしまわないよう、細心の注意を払うのです。五十嵐さんは今、その細心の注意とやらを排除して手っ取り早く解体していかなければいけません』

「待てよ……無理だろ？　無理だよ……」

『じゃあもうおしまいですね』

　鉄平は身体からだを強こわ張ばらせる。

『爆弾の質量から言って、この学校の敷地は跡形もなく吹き飛ぶでしょう。それだけじゃありません、昼ドラに萌もえているご近所の奥さんも消滅します。この辺り一帯が崩壊するのですよ。あと――十五分後に』

　鉄平は両手で耳を塞ふさいだ。こいつは……もう、なんで……なんでそう情けの欠片かけらもないんだよ!?「くそったれッ！」

　毒づいて、鉄平は背中のリュックを下ろして右腕を乱暴に突っ込んだ。まともな思考なんてしている時間はない。やらなければ、終わる。揺るぎないその事実にだけ動かされて、滅め茶ちや苦く茶ちやにリュックサックをあさる。

　最初に出てきたのは滑り止めのゴム材の付いた軍手だった。考えずにはめる。次は――　小型のノコギリ？

「な、なんでノコギリなんだよっ？　アレじゃないの？　赤の導線を切るか青の導線を切るかっていう――そう、ニッパー使うんじゃないの解体って!?」

『映画の見すぎですね。確かに先ほど挙げた解体方法のひとつに《時計の導線を断ち切る》というのがありましたが、それははっきり言ってフィクションの世界のゲーム的な解体の仕方です。そんなイチかバチかの方法で命を懸けるよりも、もっと確実な方法――《爆弾の信管を抜く》でいきましょう』

「そ、それだって下へ手たしたら爆発しちまうんだろ!?」

『丁寧にやれば大丈夫です』

「その丁寧にやる時間がないんじゃねえかッ！」反論しつつも、鉄平は言われるままにノコギリの柄えを握る。どちらのやり方が有力なのかなんて考えている暇ひまはない。今はただ槍やりヶが岳たけの言うことを信頼するしかない。「で、ででで、ど、どどどどどうすんの？」

『不発弾の先端部――尖とがっているところが信管の本体です。信管とは弾薬を作動させるための火薬類を内蔵する装置だと考えてください。つまり解体とは作動装置である信管を抜く、とそういうわけです。基本ですね』

「ンなことじゃなくて――」

『つまり信管と爆弾は別物であり取り外しが利きくということ。要は信管を、不発弾の先端部を切り離せばいいわけです。信管と爆弾――ここは正確には伝でん爆ばく薬やく筒とうと言うのですが――の接着面がわかりますか？　微妙に溝が見えると思うのですが』

　不発弾は土つち埃ぼこりにまみれ、この暗さでは細部がわかりづらかった。鉄てつ平ぺいは震える手で土埃を払い、ライトを当てる。すると頭部の側面に薄く線が入っているのがわかった。指でなぞると、なるほど小さな溝がある。

『見つけましたね？　その溝をノコギリでなぞって接着部を削り取ってください。慎重かつ大胆なほど迅じん速そくに』

「無茶言うなって！」

　ひどい緊張で手の震えが止まらなくなっていた。なかなかノコギリを溝にはめることができず「かちん、かちん」と何度も金属が刃を返す。その度に心臓が止まりそうになって「ひ、ひう、ひっ」と引きつった声がもれた。鉄平は一度大きく息を吐き、眼めを凝らして改めてゆっくりとノコギリを近づける。溝に――はまった！

『何も断ち切れ、と言っているわけではありません。溝の外周をほんの少し削り取るだけでいいのです。慎重かつ大胆なほど迅速に』

　だから一言多いんだよ。と口に出してツッコむ余裕すらなくて、鉄平はノコギリを小さく、ゆっくりと、引いたり押したりした。ギギギ、と耳みみ障ざわりな音と共にボロボロと焦げ茶色の錆さびが剥はげ落ちていくのがわかった。これが目的か、と頭の片隅で理解する。接着面が錆さびて固まってしまっているから、まずその錆を落とす。そのための作業なのだ。

「…………」

　無言で作業を続ける。ギ、ギ、……ギっ！と時々ひどく大きく摩擦音が響いて心臓が跳ねる。爆発が起こらなかったことに心底安あん堵どして作業を再開。

　まだ二月で肌寒さの一枚上くらいの冷気が漂っているというのに、全身は嫌な汗でびっしょりと濡ぬれていた。鉄平の目は涙ぐみ、片膝ひざをついて不発弾に向かう身体からだは震えっぱなしで、そのうち歯もかちかちと鳴り始めていた。

　鉄平は唇を噛かんだ。耐えろ。このプレッシャーに耐えろ。今この瞬間に、俺おれの手に皆の命がかかっているんだ。俺の失敗イコール皆の死。そんなの許せるか？　許せるわけないだろ？　地獄に落ちても足りない。肝に銘じろ。俺に残された選択はただひとつ。生か死か、なんて選択肢はない。生のみ。死なんて選択は――結果は要いらない！

　ギ、ギギギ……

　ギギ、ギ……ギギ、ギギギ……ギッ！

「――っは」いつの間にか呼吸が止まっていた。鉄てつ平ぺいは苦しげに息を吸い、吐く。ノコギリが手の中から落ちた。「終わったぜ……」

　ノコギリが一周した溝は心なしか深くなったように見える。爆発は――ない。

「へ、へへ……案外やれるもんだな……」制服の袖そでで顔を拭ぬぐう。気付かぬ間に視界は涙と汗でにじんでいて、拭うとずいぶんとクリアになった。「よし、お次、は――」

　と、ふいに鉄平は硬直した。明めい瞭りようになった視線は一点に釘くぎ付づけになった。

　デジタル時計は鉄平が作業している間にも確実に時を刻んでいて――

　００：‥０２。

　残り二分になっていた。

「嘘うそだろ!?」

　いつの間にそんな――と思って鉄平はようやっと気付いた。

　ステージの周りの喧けん騒そうは自分の悲鳴じみた叫さけび声を掻かき消すくらいに大きなものになっていた。やけにテンションの高い、甲かん高だかい嬌きよう声せいがいくつも鼓膜に突き刺さる。

「つ、次はッ？」ほとんど涙声で、鉄平は叫んだ。「次はどうすりゃいいんだッ!?」

『あとは信管本体を抜くだけです』こんなときでも槍やりヶが岳たけの声は感情を出さない。『時計は信管本体に括くくりつけられており、定刻になったら信管を作動させる仕組みになっています。なので時計ごと信管を抜いてしまえば爆発は防げるはず。ネジを回すように、先端部を回しながらゆっくりと信管本体を引いていってください。扱いは無論、慎重かつ――』

　途中から聞いていなかった。不発弾の先端の三角錐すいを掴つかみ、はやる気持ちを抑えてゆっくりと回す。きゅ、きゅきゅ、と動物が鳴くような、金属の擦こすれ合う音が耳をついた。ほとんど眼めを血走らせながら信管とデジタル時計と軍手をはめた手を凝視する。信管は徐々にだが回り、螺ら旋せん状に不発弾から離れていく。……いける、か？と思った瞬間に、「うはぅっ」手が滑った。

　――――無反応。爆弾は沈黙している。胸を撫なで下ろすより早く作業を続行。焦る心は自分でも制御ができなくなっていて、信管を回す速度は少しずつ早くなっていった。

　きゅ、きゅきゅ、きゅきゅきゅ、きゅきゅきゅきゅ、きゅきゅきゅきゅきゅきゅ……

　……まだか？　まだ抜けないのか？　随分と回しているはずなのに――まだ終わりは見えない。時間は――００：‥０１。もう残り一分を切っている。あと何十秒だ？　それともあと何秒か？　もしかしてもしかしたら今この瞬間にも爆発するんじゃないか――？

　息がつかえてうまく呼吸ができなかった。酸欠で頭がクラクラする。とうとう視界がぼやけ始めて、苦しくてものすごく泣きたくなった。気を緩ゆるめれば吐いてしまってもおかしくないくらいに緊張している。爆弾よりも先に心臓の方が爆発しそうだった。そのとき、

　ゴリッ。

　不意にそんな音が鳴った。

「う、あ」そこで弾はじけた。「も、もももももももうダメだ耐えられねえもう爆発する爆発するよだってホラ『ゴリッ』て鳴ったよ『ゴリッ』て今ぁ！」

　鉄てつ平ぺいは早口にまくし立てるが――不発弾は沈黙している。けれどそれを口火に鉄平はやかましく喚わめき始めた。手は動かしながら、

「もう絶対に間に合わねーよッ！　爆発しちまう、来る来る来る、爆発する、ふわ、わわわ、抜けろよ、抜けてくれよ。爆発しちまうよ！　うわ、うわ、うわッ、ちょ、やばくね、そろそろじゃねえ？　時間、まだ時間あんのか、余裕とかあるのか、もっと回していいのかよ、もっと早くていいのかよ、なあいいのかよ、なんでさっきから黙ってんの槍やりヶが岳たけ、なんか喋しやべってくれよ、俺おれテンパってんだって、なんか面白いこと言ってくれよ、なあ喋れって、ちょ、な、おい、頼むって、なんか喋れって！　テンパってるって言ってんじゃん！　ってうわやべえやべえやべえもう爆発するそろそろだろ絶対やべーよ、もうダメだもうダメだもうダメだって、言ってんじゃん、いい加減にしろ――まだ抜けないのかよッ!?」

　時計は００：‥０１のまま。

　鉄平の視界は酸欠と涙でぐちゃぐちゃで――もうほとんど目の前も見えてなかった。ただひたすらに無心に信管を回し続けた。

　そして、また、

　ゴリッ。

「――――お」

　ぷつん、と鉄平の頭の中で何かが切れた。

「おお、おあああああああッ!!」ぶち切れた。「上等だ上等だ上等だやってやろうじゃん爆発するもんならしてみろよ俺は負けねえ負けねえぞ絶対に越えてやる誰だれも死なせねえ死なせてたまるか俺はやんなきゃなんねぇことがあるゆかりに聞かなきゃなんねーことがあるんだそうだゆかりだゆかりなんだよゆかりゆかりゆかり好きだ好きだ好きだ好きだ好きだ好きだ好きだ好きだ好きだ好きだ好きだ好きだ好きだ好きだ俺はゆかりが好きだッ!!」

　鉄平はもう、自分が何を言っているのかもわからない。

「抜け・ろぉおおおおおおおおおッ」



　すぽん。



　――――と。

　情けないほどあっさりとした音が鳴って。

　外れた信管の重量が鉄平の腕の中にずっしりと落ちてきた。思わぬ重さに前のめりになりながら、時計のフェイスが「００：‥００」と表示される瞬間を目の前で目撃する。

　や。

　やっ――

　そして全すべての音声が粉砕した。

＊

　その音は、教室に残っていたゆかりたちにも聞こえていた。

　どしん、という腹の底に響く振動と、音。

「じ、地震？」

　誰だれかが呟つぶやいたけれど、地震と呼べるほど振動は長く続かなかった。代わりにざわざわと教室の外から――いや校舎の外からざわめきが伝わってきた。

　ゆかりたちは自然と窓の外に視線をやった。教室はちょうどグラウンド側に面していて、そして三階に位置していたから、グラウンドを一望することができた。

　グラウンドにはたくさんの羽は原ばら羽ばね高校の生徒や学園生たちが散り散りになって集まっていた。『勃ぼつ発ぱつ隊』のメンバーはそれどころではなく校内放送も聞き流していたが、次の授業は『体育』で、そのためほとんどの生徒たちがグラウンドに集結しているようだった。

　生徒たちはそれぞれのグループで固まっていて――そして皆、一点を見つめて硬直している。

　ゆかりたちも目が離せなかった。

　グラウンドの一角で、もうもうと煙が上がっていたから。

「ばく」誰かが――多分文ぶん七しちだったように思う――呟いた。「だん？」

　ゆかりの頭の中は真っ白になった。

　一瞬意識が飛んで――気が付けば自分の耳に携帯電話を押し付けていた。いつ取り出して、いつボタンを押したのか覚えていない。けれど、明確に相手を求めて。

　応こたえてくれるのを求めて。

　一回。二回。三回……コール音が続く。

「嘘うそ……嘘でしょ？」四回……五回……。「嘘でしょッ!?」

　痛いほどの強い力で携帯電話を握り、必要以上に耳に押し付ける。コール音は続いている。もう何回鳴っているのかもわからなくなっていた。

「嘘――嘘だ嘘だ嘘だッ！」

　携帯電話を耳に当てたまま、ゆかりは首を振った。涙の雫しずくが跳ねた。待って、待ってよ。私はまだ何もしてない。何も行動してない。

　鉄てつ平ぺいくんに――大事な人に大事なことを伝えていない！

「鉄平くん――――ッ!!」

　プツッ、という音を聴いたとき、電話が切れたのかと思った。

『…………ゆかり？』

　耳に滑り込んできた、声。受話器から。

「――――てっ」がくん、と脚から力が抜けて、内うち股またに床に座り込んだ。「鉄てつ平ぺい、くん？」

『お、おう』

　確かにそれは、鉄平の声だった。

「無事なの？　無事なんだよね？」

『な、なんとか……』

　ゆかりは心の底から安あん堵どして肺を震わせた。ものすごい勢いで涙が溢あふれ出してきた。

「ひ、ひぐっ……」ぼろぼろと勝手に涙がこぼれる。「てっぺーくん……本当にてっぺーくんなんだね……？」

『……え？　ちょ、もしかして――泣いてるッ？』

　受話器の向こうで鉄平が焦ったような声をあげた――いつもの鉄平の声だ。最近は避さけていたけれど、本当はずっと聞きたかった声。鉄平の声。そう思うとよけいに涙が込み上げてきた。

「ひっ、ひぐっ、うぅ……」

『な、ななななな泣くなって！　俺おれは全然大丈夫だから！　なっ？　なっ？』

「ふえ……ふええぇん」

　そんなゆかりを――《ふたり》を見て、文ぶん七しちと曜よう子こは顔を見合わせて苦笑した。さすがの一いち太た郎ろうも、やれやれといったように頬ほおを緩ゆるめていた。
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　電話口で泣きじゃくるゆかりを懸命になだめ、とにかくグラウンドに来てくれるよう告げて電話を切ると、鉄てつ平ぺいは仮設ステージの下から這はい出した。幕で被おおわれていたステージの中は当然暗く、だから明暗の変化に――日差しをまともに受けて目を細めた。光の残像で歪ゆがむ視界は、目を凝らすうちに徐々に安定を取り戻していく。

　グラウンドは生徒たちの姿で溢あふれていた。皆、一様に驚いた顔をしてグラウンドの一角に注目している。鉄平もその視線の先を追った。

　爆散していた。

　体・育・用・具・室・の・プ・レ・ハ・ブ・が・。

　ピーガガガッ！という音に驚いて振り返ると、槍やりヶが岳たけが拡声器を手にしてステージ上に立っていた。

『えーびっくりさせて申し訳ありません。見ての通り体育用具室が爆発してしまいました。原因は実行委員会が用意していた打ち上げ花火の暴発によるものと思われます。こちらの不手際です、重ねてお詫わび申し上げます。なおこの爆発により体育で使うはずだった用具が壊れてしまったので、体育の授業は中止にし、午後の部に予定していた授業を繰り上げます。申し訳ありませんが皆さんは体育館に移動してください。一部の学園生の方は実行委員の指示に従い次の授業の準備を行ってください。皆さんどうか騒がず落ち着いてにゃんにゃんを続けてください』

　ひどい言い訳だったが、まさか本物の爆弾が爆発したとは思うまい。グラウンドに「えー」と不満げな声があがるが、とりあえずほっとした空気が流れた。生徒たちは順々に校舎の方に戻っていく。

『なおこのステージなのですが、今日一日生徒の皆さんは絶対に近付かないように――』

　制服のポケットに突っ込んであった携帯電話が着信音を鳴らした。メールを確認する。

『バクダン　ノコリ　２コ』。鉄平は痛いほどに奥歯を噛かみ締めている。

　仮設ステージと体育用具室。同時刻に爆発するようにセットされていたのだ。

「幸いにも怪け我が人はいないようです」ステージから下りて鉄平の隣にやって来た槍ヶ岳が言った。「恐らくステージの中とは違い用具室は実行委員の出入りが激しいので、見つからないよう小型の爆弾が用いられていたようです。しかしそれでも、想像すると恐ろしいですね。実行委員の誰だれかが何かの弾はずみで爆弾を作動させてしまっていたら、と考えると。被害者が出なかったのは不幸中の幸いでした」

　鉄平は気付いた。

　槍ヶ岳は跡形もなく爆散してしまった体育用具室の跡地を見つめている。その目が、隠しようもない怒りを宿していることに――鉄平は気付いてしまった。

　――本当なんだ。

　本当に槍やりヶが岳たけたち内界人は、この事件を予想していなかった。イヴのときとは違う――完全に彼らの想定外の事態が今、起こっているのだ。内心捨て切れなかった《どうせ内界人たちがどうにかしてくれるんじゃないか》という期待は完かん璧ぺきに打ち砕かれてしまったことになる。

　途端に鉄てつ平ぺいは不安のどん底に叩たたき落とされた。不発弾を解体できた喜びなどすぐに吹き飛び、これからのことを考えてたまらず叫さけび出したくなる。俺おれひとりでどうすりゃいいんだ。無理だ。誰だれも救えない。そんな後ろ向きな気持ちが簡単に脳裏を支配してしまう。

「五十嵐いがらしさん」ふと槍ヶ岳は鉄平を振り返り、「ゆかりさんたちを呼びましたね？」

　鉄平は返答に窮きゆうした。

「彼らを呼ぶ――つまり彼らの手を貸してもらう。その意味はわかっていますね？」槍ヶ岳は容赦なく続ける。「それはつまり、ゆかりさんたちにも四百人以上もの人の命を背負ってもらう、ということです。五十嵐さんが、五十嵐さんの意志で、です」

「――――」

「答えないのは卑ひき怯ようですよ」

「――わかってる」覗のぞき込んでくる槍ヶ岳の視線に耐え切れず、鉄平は目を伏せた。「そんなのわかってる……けど、どうしようもねえじゃん……」

　爆弾は二個同時に爆発するよう仕掛けられていた。それが予あらかじめわかっていて、先ほどよりも早く動き出すことができたとしても。

「俺ひとりじゃどうしようもねえじゃん……」

　自分ひとりでそのふたつともを解体できる自信はなかった。

　たったひとつの不発弾で、鉄平はひどく消耗した。時間も本当にぎりぎりだった。心も身体からだも座り込みたいほどの疲労に襲われ、とても限られた時間で続けてもうひとつを解体するなんてことを、できるとは思えなかった。ましてや爆弾は他ほかにもまだふたつある。

　助けが欲しい。鉄平は切実にそう思った。

　たとえそれが、誰かに重荷を背負わせてしまうとしても。

「本当にそれでいいんですね？」槍ヶ岳はなおも踏み込んできた。「アナタが今抱えている荷物を、ゆかりさんたちに分け与えてもいいんですね？　アナタが抱え切れず投げ出したいと思っている荷物を、他の外界人に背負わせても――それでいいんですね？」

　鉄平はうつむいたまま答えられなかった。

「――鉄平くんッ！」

　声に顔を上げると、ゆかりがこちらに駆け寄ってくるところだった。

　スカートがみっともなく翻ひるがえるのも厭いとわず、ゆかりは全速力で走ってくる。その後を「ま、待ってよゆかりちゃん」と情けないことを言いながら文ぶん七しちが追いかけている。後ろに曜よう子こや一いち太た郎ろうも続いていた。

　ゆかりは校舎に戻ろうとする人の流れに逆らい、人波を縫いながらこちらに向かってくる。誰だれかを突き飛ばして「ごめんなさい、ごめんなさい」と繰り返しながら、それでも必死に鉄てつ平ぺいの元へとたどり着こうとしていた。

　そんなゆかりの目は赤く充血していて――頬ほおは涙で濡ぬれていた。

　鉄平は愕がく然ぜんとし気付かされた。

　――俺おれ、何考えてた？

　自分で決意した荷物を、

　ゆかりに背負わせる？――バカか俺はッ！

　見ているこっちが心配してしまうくらいに顔面を蒼そう白はくにしてやって来るゆかりは――瞼まぶたを腫はらしているゆかりは、とても小さかった。人込みに揉もまれているのもあるかもしれない、元々小柄な体格なせいかもしれない。けれどそれらを抜きにしても――一生懸命に走ってくる姿は、なんだかとてもか弱く感じられたのだ。

　ダメだ。絶対にダメだ。鉄平は即断した。ゆかりには背負わせちゃいけない。ゆかりに――女の子にこんな重いモノ、背負わせちゃいけない。

　男なら、やり遂げてみせろ。

　自分の力で。

「ゆか――」

「鉄平くんッ!!」ゆかりが大きな声で鉄平の言葉を遮さえぎった。呼吸の整っていない状態で、人込みの中で、けれども必死に発する。「私もやるッ！」

　鉄平は言葉を失った。

「私も、手伝う！」

「――――」

「ひとりで抱えないで！」ゆかりは強引に言葉を継いだ。「私にも――分けて」

　鉄平の決意はもう、その固さを失っていた。

「五十嵐いがらしさん」呼ばれて振り返ると、槍やりヶが岳たけがニヤニヤと笑っていた。「そ・れ・で・い・い・んです」

　……このヤロー。

　小さく呟つぶやいた鉄平の声は、少し震えていた。

＊

　鉄平、ゆかり、文ぶん七しち、曜よう子こ、一太郎、槍ヶ岳。

　再び『勃ぼつ発ぱつ隊』が集結した。

「で」槍ヶ岳は一同の顔を見回して言った。「皆さん協力していただけるということでよろしいんですね？」

　真っ先に頷うなずいたのはゆかりと文ぶん七しちだった。曜よう子こも青ざめながら、遅れて頷く。ただ一いち太た郎ろうだけはひとり難しい顔をして答えなかった。槍やりヶが岳たけは眉まゆを上げ、

「一太郎。よろしいですね？」

「……」

「一太郎」辛抱強く槍ヶ岳は繰り返した。「いい加減に腹をくくりなさい。この面メン子ツで協力して爆弾を解体する、それがアナタの主あるじを救うことにもつながるのですよ。わからないアナタではないでしょう？」

「……わかった」

　一太郎は頑かたくなに口を閉ざしていたが、やがて観念して小さく頷いた。その様子はなんだか叱しかられた子どもみたいで、厳いかつい巨体にはまるで似合っていなかった。

　――このふたり、知り合いなのか？

　ふと思うが、今はそれを追及している場合ではない。

「……本当に、いいのか。すげーきついぞ」

　鉄てつ平ぺいは言った。陳ちん腐ぷな表現だが正直な感想だった。

「おいおいカッコつけんなよオメー」おどけたように文七が言った。「やるって言ったらやるんだよ。な？　ゆかりちゃん」

「うん」ゆかりは強く賛同し、こちらを見つめてきた。「鉄平くんがいくら反対しても、私たちはやる」

　決してひとりではやらせない。そう、きっぱりと言い切った。

　今の今まで気まずそうに避さけられてきたのに急にそうやって真っ向から見つめられると、嬉うれしいと思うよりも戸惑う気持ちの方が先に立った。その動揺が顔に出てしまったのかもしれない、ゆかりははっと気付いたようにすぐに目を伏せた。

　――やっぱり俺おれ、嫌われたわけじゃないのかな。

　こんなときに不謹慎だが、そんなふうに思う。だとしたら改めて何な故ぜ避けられていたのだろう、と思うわけだが……何か事情があるのかもしれない。それを解決すれば前のように戻れるんだろうか。少し前みたいに、電話したりふたりで何ど処こかに出かけたり――「五十嵐いがらしさん、妄想している場合じゃないですよ」槍ヶ岳が最悪なツッコミを入れてきた。「今は爆弾です」

「わ――わかってるよ！　も、妄想なんてしてねえし」鉄平は慌あわてて否定し、「と、とにかく爆弾を探すことから始めよう。この人数なら手分けして探せば」

「闇やみ雲くもに探しても時間の無駄です」

　いきなりばっさりと切り捨てられ、鉄平は「む」と口を噤つぐんだ。「じゃあどうすんだよ」

「推理しましょう」槍ヶ岳は仮設ステージを示し、「説明が遅れましたが、実は体育用具室だけでなくこのステージにも爆弾が仕掛けられていました。一帯を余裕で吹き飛ばすほどの質量の爆弾です。五十嵐いがらしさんは次の授業が体育であることからその爆弾の位置を推理し見事当ててみせたのです。爆弾もすでに解体済みです」

　一同の視線が鉄てつ平ぺいに集中する。て、照れるな……と鉄平は頭を掻かいた。

「これだけ雁がん首くびが揃そろっているのです。五十嵐さんですら推理できたのですから、皆で考えれば他ほかの爆弾の場所も自おのずと察せられるはずです」

「……珍しく誉ほめたと思ったら、お前はすぐに落とすのな」

「次の授業、って考え方をすれば」ゆかりが言った。「次の授業に関係した場所に、爆弾が仕掛けられている、ってことですよね」

「そうなりますね」槍やりヶが岳たけは頷うなずいた。「概おおむねその考え方でいけば爆弾はすぐに見つけられると思います。次の授業の場所は体育館です。私たちも急ぎましょう」

「次の授業って、なんだっけ」

「『体育』の次は……」

「『音楽』」



　グラウンドに集まっていた生徒たちはそのほとんどが体育館に戻ってしまっていた。一向は早歩きでその流れの後を追う。人込みがひどいのでなかなか前に進めずにいた。

「ちなみに体育は何をするつもりだったんだ？」鉄平が槍ヶ岳に訊たずねた。

「ゲートボールです」

「……は？」

「ゲートボールです。ご存知ですか？　ゲートボールはフランス生まれのスポーツ、クロッケーを原型にしたものではありますが、それを改良させてひとつのスポーツ競技として確立させたのは外世界の日本なのです。国産のスポーツと言ってもいいでしょう。現在も日本中において健康スポーツとして広く地域に根差し、百ゆ合り百ゆ合り学園においても選択科目として登録されています」

「嘘うそだろ!?」

「本当ですよ。霧きり島しまさんに訊きいてみてください」

「……本当です。あの、あたしも選択してます。面白いですよ」

「霧島さんもこうおっしゃっています。それに五十嵐さんが思っているほどゲートボールという競技は単純ではありません。とても奥深いスポーツで、緻ち密みつな戦略とチームワークが要求されます。せっかくグループ対抗でやろうと思ったのに……残念です」

「……俺おれとしては爆弾魔に感謝しときたいところだ」

「あの、先ほどから疑問なんですけど……」恐る恐る曜よう子こが訊ねた。「どうして豆まめ子こ先生は、五十嵐くんのことを『五十嵐さん』って呼ぶんですか……？　弟さん、なんですよね？」

「マイブラザーは家族に下の名前で呼ばれることを嫌うのです。思春期ですから」

「はあ。そうなんですか」

「いや納得しないでくれよ」

　これから爆弾を解体しに行くというのにまるで緊張感のない会話をしているが――本当に緊張感のない者といえば槍やりヶが岳たけぐらいだった。すでに爆弾をひとつ解体している鉄てつ平ぺいはどこか疲れたような表情をしていたし、曜よう子こはずっと青ざめたままだ。一いち太た郎ろうはむっつりとした顔で槍ヶ岳の横を歩き何を考えているのかわからない。

「…………」

　そんなメンバーたちの後ろを、ゆかりはとぼとぼとついて歩いていた。どうしてもまだ、あの輪の中に入ることができない。

　――私はまだ、決めかねてる。

　鉄平に対する態度。

　これから自分はどんな態度で鉄平に接していくのか。それをゆかりは、いまだに決めかねていた。

　ここ最近、鉄平を避さける形になってしまったのは、どんな顔で、どんな態度で向き合えばいいのかわからなかったためだ。彼には何も背負わせたくない、だからこの想おもいを振り切らなければいけない。そう思ったのだけれど、それですっきりと今までの気持ちを捨てて割り切れるほど自分は単純にできていなかった。

　どうあるべきなのか、それはわかっている。鉄平のことを意識するのはやめて、ただのクラスメイトとして付き合っていく。それ以上でもそれ以下でもない関係――イヴ以前にあった関係に戻ればいい。そんなことはわかっている。けれどどうやってこの気持ちを元に戻せばいいのか、それがわからなかった。

　そんな迷う気持ちがここ最近の中途半端な態度になってしまって――鉄平を露骨に避けるという行動を取らせてしまっていた。結論をいつまでも先送りにして、鉄平との付き合い方を決定付けてしまうことを自分は恐れている。本当に『ただのクラスメイト』になってしまうことを、恐れている。

　昨夜だってそう。答えは出ているのにさんざん悩みながら徹夜でチョコレートなんか作ってしまった――渡さないのに。渡せないのに。結局それは家に置いてきた。

　ずっとずっと迷って、避けて、半端になっている。そのことを爆弾騒ぎでつい失念していたらしく、ついさっき本当に久しぶりに鉄平と見つめ合ったとき――鉄平がうろたえるような表情をしたのを見て、自分もうろたえてしまった。

　やはり鉄平も、戸惑っていたのだ。ある日突然に態度を変えた自分に驚いて、困惑している。

　――ごめんね、鉄平くん。

　私はまだ、どうしたらいいのかわからない。まだ気持ちを捨てきれないんだよ。

「ゆかりちゃん？」気が付くと心配そうに眉まゆをひそめ、文ぶん七しちがこちらを覗のぞき込んでいた。

「大丈夫か？　なんか元気ないぜ」

「そ、そうかな？」ゆかりは慌あわてて微笑ほほえみを浮かべた。「さっき全力疾走したから、ちょっと疲れちゃったのかも」

「……ふうん。あ、そういや前からずっと訊ききたいことがあったんだけど」

「え？　う、うん。何かな」

「てっぺーとゆかりちゃんって、付き合ってんだよね？」

「ふえッ!?」予想もしなかった言葉に、ゆかりは硬直した。「つ、つつ、つつつつッ？」

「……あれ？　違うの？」

「つ、つつつつつ！」何な故ぜか言葉が出なくて、顔を真っ赤にしてゆかりはぶんぶん首を縦に振った。「ち、違う、違うよ！」

「そうなの？　でもウチのクラスでは公認カップルだよ」

「こ、公認!?」

　ゆかりの声に、前を歩いていた四人が振り返った。ゆかりは慌てて「な、なんでもないです！」と腕をばたばたさせて訴えた。首を傾かしげながら四人は再び前を向く。

　ゆかりは文七の制服の袖そでを掴つかんで引き寄せた。上ずる声をなんとかひそめて、「な、なんで？　なんでそんなことになってるのっ？」

「え、いやだって」文ぶん七しちはどうしてゆかりがそんなに慌あわてているのか全くわからないらしく、ぽかんと答える。「てっぺーとゆかりちゃんって、いつも見つめ合ってるじゃん」

「み――」



    

  
    
      



    

  
    
      「ほら俺おれ、休み時間とかてっぺーと駄だ弁べってるじゃん？　だから良くわかるんだけどさ、てっぺーって『ぼけー』っとしてることが多くて、そういうときってたいていゆかりちゃんの方を見てんだよね。あとなんか視線感じて教室見渡すとさ、やっぱりゆかりちゃんもてっぺーの方を見てんだよ。さすがにクラスの奴やつらもそれに気付いてて。しかもふたりは目が合うと気まずそうに背そむけ合うだろ？　こりゃ痴ち話わ喧げん嘩かしたんだな、って。クラスの皆そう思ってるよ」

「…………あ、あう」

　ゆかりはうつむいてうめくことしかできなかった。自分でも頬ほおがものすごい熱を帯びていくのがわかる。

　確かに自分は、気が付けば鉄てつ平ぺいの方を見つめていることが多かったと思う。授業中、黒板の板書を書き写すのに疲れてふと顔を上げたときとか、休み時間に寄ってきたクラスメイトとの会話が途切れたときとか、鉄平の笑い声が聞こえてきたときとか――そういったとき、自分はつい鉄平の方を見てしまう。だるそうに頬ほお杖づえを付いて黒板を見ている横顔とか、休み時間にこれ幸いと机に突っ伏して寝ている様子とか、見ていて気持ちが良くなるくらいに明るい笑顔とか。無意識に目で追ってしまうのだ。

　それをクラス中に覚さとられしかも『カップル扱い』されているなんて。ゆかりは恥ずかしくて顔を上げられなかった。

「つ、つき、付き合ってないから。そういうのは、全然、これっぽっちも、ないから」

「……ふうん」

　文七の声は、全然信じてくれてなかった。ゆかりはますます顔を赤くする。

　正直な話、嬉うれしかった。

　自分の気付かない内にも鉄平は自分を見ている――どんな思いから見ているのか、ただ態度を変えた自分を気にかけているのか、それとも別の思いから見ているのかはわからないけれど……彼が自分を見ている、その事実だけで胸は熱くなった。

　――やっぱり捨てられないよ。

　この気持ちを。

　私は、どうしたらいいんだろう。



「でも、すごいですよね……」鉄平のすぐ隣を――それこそ肩の触れ合いそうな距離を歩いていた曜よう子こが、言った。「五十嵐いがらしくんって、本当にすごいです」

「え？」鉄平は何のことを言われているのかわからなかった。「何が？」

「何がって、爆弾ですよ。ひとりで解体したんですよね？」

「うん」

「怖くなかったんですか」

「え？　そりゃまあ、怖かったけど」

「どうやって解体したんですか」

「え、っと……」鉄てつ平ぺいは思い返してみた。「……気合と根性？」

　としか言いようがない。あれは技術とか才能とかで成せたことではなく――正しく『気合と根性』の結果だったように思う。しかしそれではぴんとこなかったらしく曜よう子こは首を傾かしげてしまう。槍やりヶが岳たけが付け加えた。

「五十嵐いがらしさんが解体したのは、この学校の敷地も余裕で吹き飛ばすぐらいに巨大な質量を持った不発弾でした。それを不器用ながらも身体からだを張って無力化した五十嵐さんの勇気は、誉ほめられてもいいと思いますよ」

　また珍しく持ち上げてきたので、鉄平は頬ほおを引きつらせて槍ヶ岳を振り返った。こいつの場合、誉められてもうかつに喜んではいけない――と思って見やったのだが、思いも寄らず槍ヶ岳は薄く微笑ほほえみを浮かべているだけだった。なんだか本当に純粋に誉めてくれたらしく、鉄平は却かえって拍子抜けした。

「そうですよね！　本当にすごい勇気だと思います」興奮した様子で曜子が言った。「尊敬します」

「え。あ、ああ、どうも……」鉄平はさらに困惑する。こんなにももてはやされるのは初めての経験だったから、嬉うれしくなるよりは困ってしまう。「でも、本当にいいのか？」

「え？　何がですか？」

「その解体を、霧きり島しまさんもやるかもしれないんだよ」

　鉄平は失言に気付いた。言われた瞬間に曜子は表情を強こわ張ばらせ、ちょっとうつむいてしまったからだ。「あ、いや、その」

「五十嵐さんは無神経ですね」槍ヶ岳が嘆たん息そく交じりに言う。「怖くないわけがないでしょう？　霧島さんがこうして普通に会話しているのも、気分を紛らわせるためですよ」

「あ、うう、いや、その、だ、大丈夫だから！」鉄平は慌あわてて言葉を探した。「そう、大丈夫だから！　爆弾探しは手伝ってもらうけど――解体とかは俺おれがやるから！　霧島さんにはンな危険なことはさせないから、絶対に大丈夫だからッ」

　目を伏せてしまった曜子は、上目遣づかいに鉄平を見上げた。「……本当ですか？」

「ほ、ホント」

「でも、それは責任転嫁に――」

「ならないならない！　ええと、その、適材適所？ってやつだから！　そういうアホみたいな作業は俺にやらせとけばいいんだよッ」

「そうです。アホみたいな五十嵐いがらしさんにやらせとけばいいんです」

「くっ」激しくツッコんでやりたいが、今は置いておいて。「ま、まあ、そういうことだから。心配しなくていいって」

「……ごめんなさい」曜よう子こは青ざめた顔を上げて、それでも少しだけ微笑ほほえんだ。「あたし、すごく怖くて……だってもしかしたら、あたしのミスが学園生の皆の命を奪ってしまうかもしれない……そう思うと、ちょっと辛つらくて」

　これが普通の反応なんだよな。と鉄てつ平ぺいは思った。

　自分はイヴの事件である程度耐性ができてしまったようだが、曜子にしてみればこれは理不尽極まりない事態で、そしてとても苦しい状況なのだ。無理して笑っているのだって明らかで、よくよく見れば口元がわずかに震えている。正気でいるのにも必死で負けないように気をしっかり保っている。こうして健けな気げに立ち向かおうとする彼女こそとても勇気があると鉄平は思った。

「うん。大丈夫だから」鉄平は繰り返した。今度は落ち着いて、でも強く口にすることができた。「きっとなんとかなる。なんとかする。だから、大丈夫だ」

　曜子はぱちくりと瞬まばたき、けれど柔らかく唇を緩ゆるめた。

「……はい」

　ありがとう……小さく呟つぶやいた。

　気恥ずかしくなって、鉄平は槍やりヶが岳たけに訊たずねた。「で、次の『音楽』は何するんだっけ」

「『音楽』の授業は、授業と言うよりも鑑賞会ですね」槍ヶ岳が答えた。「学園生による、演奏会です」

「ブラスバンド部かなんかか？」

「いえ。琴部による演奏です」

「古こ都と部？」

「そっちのコトではありません。楽器の琴です」

「琴って――あの琴？」鉄平は驚いた。「学園には琴部なんてあんの？」

「そう珍しいことではありません。確かに少数ではありますが、全国的にも琴部は存在しますし、全国大会も行われています。かくいう霧きり島しまさんも琴部です」

　え、と振り返ると曜子が恥ずかしそうに頬ほおを染めた。「はい……一応、部長です」

「へえぇ、すげえなぁ。……あ、でも、こんな状況じゃ演奏なんて」

「いいえ。あたし、主旋律のパートを担当しているので……弾ひかないわけには」

「でも」

　詰め寄る鉄平を、槍ヶ岳が横から止めた。「五十嵐さん、演奏会は予定通り行わなければいけません。誰だれにも覚さとられないように爆弾と対たい峙じする――それがハヤミマコトの要求です」

「でも無理だろ？　いつ何ど処こで爆発があるかもわからない状況で、まともに演奏なんてできるわけがない」

「あたし、大丈夫です」息巻く鉄てつ平ぺいを、今度は曜よう子こが止めた。「五十嵐いがらしくんが言ったんですよ」

「え？」

「《大丈夫だ》って。あたしはその言葉を信じます」

　鉄平は言葉を失って――でもすぐに決意を新たにした。

　――誰だれも死なせない。

　死なせちゃいけないと、心から思った。

　本日四度目になる着信音が鳴ったのは、そのときだった。はっとして槍やりヶが岳たけと曜子が鉄平のポケットに視線を落とす。鉄平はあせあせと携帯電話を取り出した。

　今度はなんだ――。逸はやる気持ちを抑えて受信メールを見る。送信者はやはり『ハヤミマコト』。内容は――

「…………え？」

　思考が停止した。ぽかんと間抜けに口を開けて、鉄平は立ち尽くした。

「ど、どうしたんですか？　なんて書いてあったんですか？」訊たずねながら曜子が携帯電話のディスプレイを覗のぞき込んだ――瞬間に、鉄平と同じ顔になった。「…………え？」

　同じように横からメールを確認した槍ヶ岳も、さすがに片かた眉まゆを上げた。「悪趣味な……」

　ぎ、ぎぎぎ、と鉄平は凍りつく身体からだを無理矢理振り向かせた。そこには文ぶん七しちと、何な故ぜか顔を真っ赤にしているゆかりが立っている。足を止める鉄平たちに、文七は「どうした？」と能天気に訊ねてくる。鉄平はぎこちなく発声した。

「ゆか、ゆかり」

「は、はひっ？」

　呼ばれたゆかりは、やはり何故か引きつった声で返事をした。それを疑問に思うよりまず、鉄平は訊ねた。「ゆかりって……琴、弾ひけるの？」

「え？」唐突な質問に、ゆかりはきょとんとした。「琴って……あの楽器の琴だよね？　一応弾けるけど……それがどうかしたの？」



『フタツ　ノ　ガッキ　ニ　センサー　ヲ　シカケタ

　フメン　ドオリ　エンソウ　シナケレバ　バクハツ　スル

　エンソウシャ　ハ　コチラ　デ　シテイ　スル



　キリシマ　ヨウコ

　コト　ユカリ』



    

  
    
      　

【第５話・ミュージック・タイム上等！】

残り二個



「ええぇ？」すでにステージ上で待機していた琴部の部員たちが、一斉に声をあげた。「メンバーを増やすっ？」

「はい。増やします」十人の困惑の視線に物もの怖おじもせず、槍やりヶが岳たけは頷うなずいた。「羽は原ばら羽ばね高校から代表者をひとり加えた上で、琴の演奏を披露します」

　体育館に来ていた。

　校舎やグラウンドと同様に、体育館もまた倍以上の体積に増築されていた。羽原羽高校一、二年生と百ゆ合り百ゆ合り学園学園生合わせて五百人弱を収容しても、まだ余裕がある。体育館は『調理実習』の授業の教室としても使われ何十台ものキッチンが設置されていたのだが、それも全すべて撤収されている。甘い香りがうっすらと残っていた。

　集められた生徒たちは何な故ぜかおしくらまんじゅうのように身体からだを寄せ合って（あざとい）板張りの床に敷かれたゴザの上に座っていた。その横をこそこそと通り抜けたゆかり、曜よう子こ、槍ヶ岳の三人は今、ステージ上で琴部の学園生たちと対たい峙じしていた。

　ステージは緞どん帳ちようが下り、それを隔へだててざわざわと生徒たちの喧けん騒そうが聴こえてくる。ステージには新品の畳が敷き詰められ、その上に全部で十一張ちようの琴が並べられていた。中央に置かれた琴が、主役――曜よう子この楽器だろう。

　部員たちが各自の琴の音程を調節していたところに、ゆかりたちは現れた。そして槍やりヶが岳たけが開口一番に告げた「メンバーを増やします」という言葉がその手を止めたのだった。

　部員のひとりが言った。

「む、無理ですよ。午後の部にやるはずだった演奏を早めたせいでリハーサルすらできなかったのに、その上メンバーを増やすだなんて……できるわけがないですよ」

「できます。絶対に」槍ヶ岳はきっぱりと言い切り、振り返った。「そうですよね、ゆかりさん」

「大丈夫です」できるだけ瞬まばたきを抑え、震えそうになる声を努つとめて平静に保ち、落ち着いた口調で答える。「私は十歳のころから週に二回、個人的に講師を雇い琴の練習をしています」

　本当のことだった。

　母の夢を汚けがさない――そう誓った十歳のころから、ゆかりは習い事をするようになった。

　それまではとても面倒にしか思えなくて、源げん之の助すけが執しつ拗ように勧めても拒否し続けていた。けれど十歳になって母の夢を知った自分は、母が喜ぶような、母に報いるようなことがしたくてたまらなくなり、たくさんの習い事に積極的に取り組むようになった。その中でも特に打ち込むようになった習い事のひとつが『琴』だった。

　今でも週に二回、有名な琴の演奏者の元を訪ね個人的にレッスンを受けている。他ほかの人と比べたことがないので（コンクールの類たぐいは避さけてきた）自分の腕のほどはわからないが、にわか習いでないことは確かだ。

「七年間琴の演奏を続けてきました。有名な曲なら大体覚えていますし譜面の初見弾ひきも何度も練習しました。もちろん技術は皆さんより劣っていると思います。けれど絶対に足は引っ張りません」

　引っ張ったら、それで皆死んでしまうから。

「――絶対に、失敗しません」

　でも……と顔を見合わせる部員たちに、槍ヶ岳が言った。

「彼女の名前は古こ都とゆかり。ＫＯＴＯ前々社長にして現社長、古都源之助の直系の孫です」

　はっ、と部員たちは息を飲んでゆかりの顔を見つめた。ゆかりは恨みがましく横目で槍ヶ岳を睨にらむが、当人はわざとらしく口笛を吹いたりなぞしている。ゆかりはため息をついた。槍ヶ岳の言葉に、部員たちのゆかりを見る目は明らかに変化していた。

　――私はこの目を知っている。

　中学のころ、ゆかりの家庭環境を知ったときのクラスメイトたちの反応。驚き、妬ねたみ、そして畏い怖ふ。それまで親しく話していたはずのクラスメイトたちは急によそよそしくなったり、何かにつけてそのことをからかってきたり――とにかく普通のクラスメイトとして接してくれなくなった。

　Ｋ・Ｏ・Ｔ・Ｏ・の・、古こ都とゆかり。どんなときも、クラスメイトの脳裏ではゆかりはそんな形容詞が冠する存在になり、立場も変わり――孤立してしまった。学園の琴部部員の反応は、そんな彼らの変化に似ていた。認識が『ただの女子』ではなく『権力を持った女子』になった途端、態度が変わる。学園の部員たちは今、ＫＯＴＯという巨大な組織を背負っているゆかりに強く言えなくなっているように思えた。普段から権力というものに解れている彼女たちだからこそ、そのバックグラウンドを意識せざるを得ない。

　ゆかりはつくづく思う。つくづく今のクラスは奇跡的なのだと。自分を自分として慕ってくれる２－｜Ｃのクラスメイトたち。自分はとても素晴らしい環境にいるのだと実感した。

　何はともあれ槍やりヶが岳たけの一言が利きいたのは確かだった。学園の部員たちは困ったように顔を見合わせるばかりで、積極的な反対の声はあげない。

「……部長はどう思ってるんですか？」

　部員のひとりが発した質問に、今まで口を閉ざしていた曜よう子こがびくりと肩を震わせた。

「あ、う……」

「霧きり島しまさんはもちろん賛成ですよね？」口ごもる曜子に、すかさず槍ヶ岳が言った。「反対する理由はないですよね？」

　視線は曜子に集中する。曜子はほとんど泣き出しそうな顔で身体からだを小さくしてしまった。

　それどころじゃないんだよね……と、ゆかりは心の中で問いかけた。

　ハヤミマコトの要求は、ゆかりと曜子に琴を弾ひかせること。後に鉄てつ平ぺいの携帯電話に届いたメールによると、譜面通りに琴を弾かなければ爆弾が作動する仕組みになっているらしい。ゆかりには詳しいことはよくわからなかったが、とにかく自分たちが琴を弾くということは避さけられない事実らしくて、事情を知っている曜子は不満げな部員を黙らせ、ゆかりを参加できるように協力しなければいけない。そんなことは彼女にもわかっている。

　でも心はそれどころじゃないのだ。自分の手に、自分以外の命がかかっている。その圧倒的事実に潰つぶされそうで、潰されまいとして、自我を保つので必死なのだ。

　ゆかりにはわかる。わからないはずがない。曜子と同じように、ゆかりの手にもまた多くの人の命が委ゆだねられているのだから。

　わかってあげられるのは自分だけで。そしてその重荷を分け合うことができるのも、自分だけ。ゆかりはそっと曜子の手を握った。曜子が振り返る。瞳ひとみは涙で湿り、心は今にも断ち切れそうなほどぎりぎりに張り詰めているのがすぐにわかった。

　ゆかりはそんな瞳を瞬まばたきもせずに覗のぞき込んで、頷うなずいた。

　曜子は震えているといってもいいほどに瞳を揺らして、でも、唇をきゅっと引き絞り、頷うなずき返した。

「古こ都とさんの腕は……確かです」こぼれて消えそうになる声を、それでも懸命に紡ぎ出す。「あたしが、保証します」

　部員たちは曜よう子こが泣きそうな顔をしていることに戸惑いを隠せないようだったが、その泣き顔に押しきられて頷いた。

　ありがとうございます、とゆかりは頭を下げ、「それじゃ早さつ速そく。私に楽譜と――十分だけ時間をください」

＊

　鉄てつ平ぺいはひとりで立っていた。

　がやがやと騒ぐ生徒たちの固まりから離れ、体育館の隅っこにぽつんと立ってステージの方を見つめていた。ステージは緞どん帳ちようが下りていて中の様子を窺うかがうことはできないのだが――それでも鉄平は、瞬まばたきの間も惜しいとばかりにステージを見つめ続けていた。

　ゆかりを始めとする女子三人（槍やりヶが岳たけは女子と言いがたいが）はあの緞帳の向こうにいる。爆弾の仕掛けや設置場所、作動条件などの情報は先ほどメールで送られており文ぶん七しちと一いち太た郎ろうはその爆弾の本体を確認しに行っている。槍ヶ岳曰いわく、一太郎は機械機構に関して知識があり、文七は実行委員として彼を案内する必要があるとのこと。

　鉄平だけが、取り残されたのだった。

『五十嵐いがらしさんは、ここで見ていてください』ついて行こうとする鉄平を、槍ヶ岳が引き止めた。『アナタの大切な人の闘う姿を、ここで見守ってあげてください』

　そして続く一言に、鉄平の脚は動かなくなった。

『今のアナタには、それくらいしかできることがありません』

　仕掛けられた爆弾はひとつ。そしてハヤミマコトが指名してきたのはゆかりと曜子のふたり。ふたりが譜面通りに琴を演奏さえすれば、それで爆弾は作動しない。その演奏より先回りして強引に爆弾を解体しようとすれば――恐らく残りひとつの爆弾が爆発する。

　鉄平はただひたすら、ふたりが成功することを祈るしかない。爆弾の構造を調べるのに三人も要いらないし、そもそも知識もない。鉄平は本当に何もできないのだ。

『じゃ、じゃあせめて他ほかの爆弾を探しに……ッ』

『五十嵐さん』行こうとする鉄平の手を、槍ヶ岳が掴つかむ。『アナタはここに残らなければいけません』

『っで、でもここで何もしないで突っ立ってるなんて、俺おれにはできねえよ！』

『言い方を変えます』

　槍ヶ岳は鉄平の身体からだを引き寄せた。思わぬ力に鉄平はつんのめり、そしてその眼前に槍ヶ岳の顔がやって来た。

『五十嵐さんはここに残ってゆかりさんたちの闘いを見届ける。それがア・ナ・タ・の・や・ら・な・け・れ・ば・い・け・な・い・ことです』

　どういう意味なのかわからなかったけれど、それでとうとう、鉄平の足はその場に釘くぎ付づけになってしまった。

　――大丈夫だ、って言ったのに。

　教室で、ゆかりに向けて。廊下で、曜よう子こに向けて。

　――なのに俺おれは、何もできねえのかよ。

　鉄てつ平ぺいは拳こぶしを握り締め、ただただステージを見つめるしかなかった。

＊

「おふたりもご存知の通り、ゆかりさんと霧きり島しまさんを指名したメールとは別に、爆弾の構造とそのセッティングを指示するメールが届きました。それによると爆弾はコンピュータによって設定されている、音に感応するもののようです」

　楽譜の暗譜と簡単な練習に集中したいからと述べて部員の女子たちにはステージ袖そでの控え室に移ってもらい、ステージ上にはゆかり、曜子、槍やりヶが岳たけの三人だけになった。

　三人の周りを全部で十二張ちようの琴が囲んでいる。一張増えているのは先ほど文ぶん七しちが持ってきたもので、それは中心に置かれていた琴の隣に並べられた。さらに文七はその並べられたふたつの琴にそれぞれ、何やら細工を施して去っていった。

　槍ヶ岳は爆弾の説明を続ける。「メールの指定通り、一いち太た郎ろうと藤ふじ森もりさんが三台あるスピーカーの内ひとつの中に爆弾を発見しました。質量と形状から推量するに、この体育館を丸ごと吹き飛ばすくらいの威力はある代しろ物ものです。……藤森さんが先ほどお持ちした琴を見てください。小型の集音マイクが取り付けられていますね？　マイクは爆弾と一緒にふたつあり、楽器に取り付けるよう指示にありました。このマイクの拾った音がスピーカーを通して爆弾に電子信号として送られるようになっています。恐らくそれぞれの弦の音を特定の信号パターンに変換し機械に読み込ませるのでしょう。その信号パターンが、予あらかじめ機械に登録されていた信号パターンと合致しなかった場合――楽譜とは違う演奏をしてしまった場合に爆弾が作動する仕組みになっています。逆を言えばパターン通りに、楽譜通りに演奏すれば爆弾は解除されるということです。解体は――やはり無理でした。配線が複雑過ぎてリスクが高く、またハヤミマコトが何ど処こから見ているかわかりません。指示に反した行動を取れば報復として他ほかの爆弾を爆発される恐れがあります。プレッシャーを与えるようで申し訳ないのですが、やはりあなたたちだけが頼りです」

　ゆかりは頷うなずいた。曜子はうつむいたままだった。

「集音マイクには小さなスイッチが付いています。スイッチをオンにした瞬間に音を拾い信号を送り始めてしまうので、スイッチは本番の直前に入れてしてください。スイッチを入れたら演奏が始まるまでは決して弦に触れないように。ゆかりさんが弾ひくのは霧島さんと同じメインパートです」

「……わかりました」

「ではでは時間の許す限りの練習を。私はここで失礼します。……ああ、それとゆかりさん」説明を終えステージを降りようとした槍やりヶが岳たけは、ふと思い出したように振り返った。

「五十嵐いがらしさんが、アナタを見ています」

　ゆかりが瞼まぶたを見開くのを見て、槍ヶ岳は薄く微笑ほほえんだ。「ご武運を祈っております」



　ゆかりはステージ中央に置かれていた琴の前に膝ひざをついて座った。まず自分が相手をする琴に実際に手で触れ、感触を確かめてみる。長さは人の身の丈ほどもある直方体の箱型。三十センチほどしかない幅に十三本の弦がきれいに並んでいる。

　一目でわかるのは、厳密に言えばこれは『琴』ではなく『箏そう』と呼ばれる楽器だということ。ここにある楽器には、各弦の下に柱じと呼ばれるプラスチック製の調律が立てられている。この柱を動かすことによって琴の音色を調節する。琴に柱を立てたもの、それが『箏』だ。もっとも現在の日本では琴も箏も一緒くたに扱われているようだが。

　ゆかりは「爪つめ」と呼ばれる付け爪を右手の親指、人差し指、中指にはめ、それで十三弦を手前から順々に弾ひいていった。瞼まぶたを閉じ、一音一音を確認する。さすが琴部、調律は完かん璧ぺきだった。ゆかりは頷うなずいて次に楽譜に視線を落とした。琴の弦は「一、二、三、四、五、六、七、八、九、十、斗と、為い、巾きん」と呼び、譜面にはこの数字が順々に書き込まれている。弦を弾く順番である。その他ほかの半音上げやテンポといった補助記号を流し読みする。

　――初見の印象だけど……とても静かな曲。テンポもそれほど速くないし、指示もそんなに多いわけじゃない。聴いたことのない曲だけど……悪意のない、とても純粋でいい曲だと思う。でもちょっと長い……楽譜見ながら演奏なんてできないから、覚えなきゃ……できるかな。いやできなきゃダメなんだ。覚えろ私。是が非でも暗譜して――

「ひっ、ひっく……」

　……え？とゆかりは顔を上げた。

　琴を挟むようにしてゆかりの前に腰を下ろしていた曜よう子こが、うつむいてしゃくりあげていた。しゃっくりをするように肩を揺らし、嗚お咽えつをもらし、膝の上の拳にぽたぽたと涙をこぼしていた。

「霧きり島しまさん……」

「ひっ、ひくっ、無理、無理ですよぉ……」苦しげに、曜子は言った。「無理です……ひっ、私には、ひっく、弾けない、です……ひくっ」

「……でも、やるしないんだよ。それしか皆を救う方法はないの」

「だからそれが無理だって言ってるんじゃないですかッ！」ばっと顔を上げて曜子は喚わめき散らした。「無理です、無理ですよッ！　だってこんな、演奏に失敗したら爆弾が爆発しちゃうなんて、そん、そんな、そんなのってあるんですか!?　ワケわからないですよ、何がなんだか全然わからないですよッ！　なんであたしなんですか？　なんであたしがこんなことしなくちゃいけないんですか？　弾ひけるわけ、ないじゃないですか、こんな状況で。絶対失敗しますよ、琴なんて弾けないですよッ!!　うぐっ、ふ、ううぅ……！」

　顔を両手に埋め、曜よう子こはとうとうむせび泣いてしまった。

　……苦しんでいる人を見たとき。

　ゆかりはその人に「もういいよ」と言いたくなる。

　我慢しなくていい。辛つらいならやめてしまっていい。苦しいことは全すべて投げ出して忘れてしまおう。努力なんてしなくていいんだ。したくないことなんてしなくていいんだ。頑張らなくていいんだ。……そう言ってあげたくなる。

　――そんな私に今、必要なことは。

　頑張りたくない人に「頑張れ」って言うこと。

　その勇気と、

「……やるしかないんだよ」冷酷さ。「私たちが、やるしかないの」

「わかりません、そんなことわかりません！」曜子は首を振った。「全然――わからないですよッ……だって、ばく、爆弾なんて……無理ですっ。大体、あなただって」

　曜子は涙で濡ぬれる瞳ひとみを、ゆかりに向けた。

「あ・な・た・だ・っ・て・震・え・て・る・じ・ゃ・な・い・で・す・か・ッ・!!」

　ゆかりは自分の手を見下ろした。それは自分のものではない、別の生き物みたいにぶるぶる震えていた。

　――そうだね。

　平気なフリして部員の前で「できます」と言ったり琴の調律したり楽譜を眺めたりしていたけれど――本当の本当はとても怖くて仕方がなかった。

　失敗すれば、死ぬ。皆死ぬ。そんなのまともな神経でいられるわけがない。

「そう。私も、怖いよ……」

　確かに自分は決意した。爆弾を解体するなんて危険なことを、鉄てつ平ぺいにだけやらせるわけにはいかない。そんな重いモノを、彼にだけ背負わせるわけにはいかない――そうやって決心したけれど、だからって恐怖がなくなったわけじゃない。

　いざこうして自分がその立場に立って、気付いた。自分は《爆弾を解体する》ということに何の実感も抱いていなかった。口先だけの勇気で「鉄平くんを手伝おう」なんて言って、それがどういう意味なのかも考えないで――考えたフリをして、身もフタもない言い方をすれば《調子に乗って》いた。カッコつけてただけだった。

　現に今、自分は震えている。油断すればたちまち涙が溢あふれそうになって、泣き言を吐きたくなる。無理だよ。絶対に無理だよ。初見で琴を完かん璧ぺきに弾くなんてそんなこと、できるわけがないよ――そうやってぶちまけて、何もかも投げ出してしまいたい。それが本音だ。

「ものすごく怖い」

　本当の自分はこんなにも弱くて、ちっぽけで――臆おく病びよう者なのだ。

　……でも。

　それでも、だ。

「でも、それは」震える喉のど。血がにじむほど手の甲に付け爪づめを立てて歯を食いしばる。こぼれそうになる涙を押し戻す。「それは私たちが、今、ここで」

　眉まゆをつり上げ、ほとんど睨にらみつけるように曜よう子この目を覗のぞき込む。

「逃げてもいい理由にはならないんだよ……ッ」

　曜よう子こは目を見開いた。

「爆弾がある、私たちがなんとかしなきゃ爆発する、爆発したらたくさんの人が死ぬ――そんな状況で私たちが尻尾しつぽを巻いて逃げ出してもいい、それが許される理由なんて何ど処こにもないんだよ。霧きり島しまさん、あなたは許せるの？　たくさんの人を、たくさんの友達を見殺しにして、そんな自分を許せるの？　私は絶対に許せないよ。そんな自分は許せない。許しちゃいけない。人の命がかかっている、私たちだ・け・がそれを守れる。だったらやるしかない。やるしかないんだよ！」

　ゆかりは曜子の手を取った。曜子はびくりと反応する。

「お願い。お願いだから」



    

  
    
      



    

  
    
      　そして言う。魔法の言葉を。鉄てつ平ぺいが自分に向けてくれた、大切な言葉を。

　必要なら何度だって繰り返す。

「あなたの根性を見せて」

　ゆかりはすがるように曜よう子この瞳ひとみを見つめた。ゆかりの瞳もまた湿り気を帯び、ほとんど泣いているようなものだった。

　曜子はしばらく硬直したように動かなかった。ゆかりもまた身じろぎひとつせず、そして決して目をそらさなかった。ただひたすらにふたりは見つめ合った。

　やがて曜子は目を伏せ、ぽつりと、言う。

「……その曲」

「え……」ゆかりは手元の楽譜を見た。気付かないうちに握り締めてしまっていたらしく、くしゃくしゃになっていた。「……うん」

「あたしが作ったんですよ」

「そうなんだ。いい曲だと思うよ」

「……まだ聴いてもいないじゃないですか」

「じゃあ聴きたい。弾ひいてみたい。霧きり島しまさんと一緒に」

　曜子はゆっくりと顔を上げた。

　その頬ほおには涙の跡が残り、瞼まぶたなんて腫はれ上がっていて、顔色もひどかった。

　けれど。

　その瞳にはとても儚はかない、とても頼りない、けれども確かな意志と呼べる――小さな光が宿っていた。

「……あたしの下の名前は、曜子です」

　ゆかりは微笑ほほえんで、言い直した。「曜子ちゃんと一緒に、私は弾きたい」

「あたしもです。……ゆかりさん」

＊

　戻ってきた文ぶん七しちと一いち太た郎ろうのふたりから爆弾の様子を聞いた鉄平は、眉まゆをひそめた。「なんだよそれ。俺おれらで解体するとか、爆弾を運び出すとか――そういうのもできないのかよ？」

「無理だよ。そんなところをハヤミとかいう奴やつに見られたらどうすんだ」

「でも女の子ふたりに爆弾押し付けて俺らはただここでこうやって見ているしかないなんて、認められるかよッ？」

「仕方ねえじゃん。そういう指示なんだし」

「仕方ないで済ませるなよッ！　俺は――」

　視界の端に影が現れた――と思った瞬間に、鉄平は右頬ほおを殴打されていた。予想もしなかった方向からの予想もしなかった一撃に、《殴られた》のだとはすぐにわからなかった。よろけて壁に背中をつき、殴ってきた相手を茫ぼう然ぜんと見上げる。

「……灰はい原ばら、さん」

　ものすごく巨大な影が目の前に立ちはだかっていた。

「見苦しいですよ、五十嵐いがらしさん」一いち太た郎ろうはその巨体からは想像できないような繊細な仕種しぐさでスーツの乱れを直した。「非情に見苦しい。頭を冷やしてください」

「でも……」

「今の私たちにできることは何もない。いい加減にその事実を受け入れてください」

　ぐ、と鉄てつ平ぺいは口を噤つぐんだ。

「確かにあなたが焦るのはわかる。でも、何もできないのです。今闘っているのはゆかり様と霧きり島しまさんで――私たちはただの傍ぼう観かん者しやでしかない」一太郎は淡々と続けた。「それを、受け入れてください」

　鉄平はうつむいた。だって、知らなかったんだ。

　何もできないということが、こんなにも苦しくて辛つらいものだったなんて。

　イヴのときも今回のことも――どうして俺おれが、と思った。どうして自分がこんな理不尽な目に遭あわなくちゃいけないんだ？と。

　でも今は違う。

　――俺が、やる。俺にやらせろ。

　背負うのは、俺だけでいい。ゆかりたちには背負わせたくない。あんな辛い思いをするのは、俺だけで十分だ。あんな重いモノを押し付けるなんてこと、やっぱりしたくない。

　そもそも『ハヤミマコト』の狙ねらいは自分なのだ。なのにその敵意はゆかりや全くの無関係である曜よう子こたちにまで飛び火してしまった。巻き込んでしまったのだ。鉄平の意思によるものではないとはいえ――自分は無関係な人々を巻き込んでしまった。その事実はとんでもなく重い。こんな思いをするくらいなら自分ひとりが苦しんだ方がマシだった。

　これが鉄平を苦しめるためのものだというのなら、ハヤミマコトの狙いは正解だったといえる。何もできないことが、鉄平をこんなにも苦しめているのだから。

「そして信じてください」

「……え？」

　一瞬、何を言われたのかわからなかった。一太郎はすでに鉄平のことを見ておらず、ステージ側を一心に――それこそ先ほどの鉄平のように、真剣な眼まな差ざしで見ていた。

「ゆかり様と霧島さんを、信じてください」

「…………」

「今五十嵐さんに必要なのは、勇気」視線はステージ側に向けられたまま、「重荷を分け合うことの勇気。そして――信じること」

　鉄平は気付いた。

　一いち太た郎ろうの拳こぶしが――硬く握られた拳が、震えていることに。

「信じ抜いて、闘う人の傍そばに寄り添うこと。そうやって力になること――それだけです」

　ステージの脇わきに槍やりヶが岳たけの姿が現れた。槍ヶ岳はマイクを片手に、満面の笑みで言った。

『長らくお待たせしましたー！　只ただ今いまより《音楽》の時間を始めます！』

　生徒たちはぱちぱちと拍手した。

『この《音楽》の時間では、芸術鑑賞を行います。古来からの伝統文化、琴の演奏です！　奏者は私立百ゆ合り百ゆ合り学園琴部の皆様！　そして羽は原ばら羽ばね高校からは生徒を代表して２－｜Ｃ出席番号六番、古こ都とゆかりさんにも参加していただきます！　ではでは皆さん、琴という静寂の音楽をご鑑賞あれ！』

　するすると緞どん帳ちようが上がっていく。

「少なくとも五十嵐いがらしさん」一太郎の声は、拍手の喧けん騒そうの中にあっても、鼓膜の奥深くに染み込む。「今のゆかり様には、あなたのそんな姿勢が必要なのです」

『曲目は学園生の霧きり島しま曜よう子こさん作曲のオリジナル――』

　緞帳の向こうに現れたのは、十二人。

　ステージの左右に五人ずつ、学園生が琴を前にして畳の上に座っている。それに挟まれるようにして中央にゆかりと曜子がいる。ふたりは正座し、前だけを向いていた。

『――――《光の中へ》』

＊

　緞帳が上がるとそこには数百単位の生徒たちの姿があった。

　無数の視線。注目。拍手。

　途端に圧倒されそうになる。視界と音に一度に迫られたみたいに視覚と聴覚が揺れて、意識しまいとしていたプレッシャーが再び背中にのしかかる。いきなり泣きたくなった。

　――ここにいる全員の命を、私が握っているんだ。

　ゆかりは手に汗を握る。どんなに強い決意を抱いたとしても――こんなふうに簡単に心の芯しんは折れそうになる。脆もろい。あっさりと粉々に砕けそうになる。

　横目で隣を見ると、曜子も青ざめていた。膝ひざの上の手なんて傍はた目めにもひどく震えていて、とても琴という繊細な楽器を扱えるようには見えなかった。

　……あぁ。

　ダメかも。

　そんな言葉が脳裏を過よぎる。諦てい念ねんがゆかりの中で膨れ上がる――ゆかりがそ・れ・に気付いたのは、そうやって心が凍り付こうとしていた、そのときだった。

　体育館の隅っこ――ステージからは近いとは言いがたい離れた距離に、鉄てつ平ぺいたちが立っていてそしてこちらをじっと見ていた。真まっ直すぐな視線が自分たちを貫いていた。

　一太郎が。文ぶん七しちが。そして鉄平が、自分と曜子を見ていた。

　そして鉄てつ平ぺいの唇が微かすかに動くのが、遠く離れていてなお、わかった。何を喋しやべったのかも。

　頑張れ、ではなく。

『信じてる』

　――そうだね。

　凍り付こうとしていたゆかりの心は、急激に熱を帯びる。

　――ここにいる全員の命を握っているのは、

　ゆかりは前を向いたまま、手の甲で、ぽん、と軽く曜よう子この肩を叩たたいた。曜子が驚いたように振り向くのを気配で知る。

　――私た・ち・だ。

　ひとりじゃない。

　一いち太た郎ろうがいる。文ぶん七しちがいる。槍やりヶが岳たけがいる。曜子がいる。鉄てつ平ぺいがいる。

　ゆかりは曜子の方を振り向かないで、でもしっかりと頷うなずいた。心の中で声をかける。

　大丈夫だよ。

　私たちは、やれる。

　……すう、と息を吸い込む音が聞こえた。

「さあ、いきましょう」それは驚くほど凛りんとした、曜子の声だった。「『音楽』の時間です」



　琴という楽器は、ロックやポップス、クラシックとはまた違った種類の音楽を奏かなでる。

　他ほかの音楽はほとんどが《外》に向かって放たれるもの――心の膜を直じかに叩いて高揚させる動の音楽であるのに対し、琴は《外》ではなく《内》へと向けられる、収束する音楽。高ぶる気持ちを落ち着かせ、怒りも喜びも全すべてをひとつに収めて眠らせる音楽。静の音楽。それが琴という楽器。

　そうした琴の性質が好きで、ゆかりは習い事の中でも特に琴を気に入っていた。今なら源げん之の助すけがこれを勧めたわけもわかる。琴に集中し出すと何ど処こまでも心が研ぎ澄まされていく。悲しいことがあったとき、辛つらいことがあったとき、琴を弾ひけば心が安らいだ。どんな気持ちも和らいで自分を取り戻すことができた。

　――そのいつもの音楽をやればいい。

　ステージ左の一張ちようの琴が、ゆったりとした音色を奏で始めた。それに続くようにして他の部員たちが、一張ずつメロディを重ねるようにして弦を爪つま弾びく。ひとつの音色がふたつになり、ふたつの音色がみっつになり、みっつの音色が――と琴の音は徐々に厚みを増し、そしてより深く心に染み渡っていく。とても静かな音色なのだけれど、それは確かな存在感で空気を震わせ取り込んでいく。

　その全部で十の音色に、さらにふたつの音色が溶け合った。ゆかりの指は無意識の内に弦に触れ爪つめを振るわせていた。

　すぐ隣で同じ音が響いている。鏡に映るもうひとりの自分が全く同じ動作をしているかのような――同じ音とテンポ。琴は右手の指で弦を弾はじき、左手の弦の押し離しで音に表情を与える。その表情すらも、同じに聴こえる。

　完かん璧ぺきなシンクロ。一体感。

　ゆかりは自分の形が失われ、曜よう子この形も失われ、ふたりが互いに溶け合うような――そんな錯覚を覚えた。

　ゆかりの頭にはすでに、暗譜した楽譜は存在しない。音の道すじは全すべて左右の五指に乗り移り、自分はそれに従っていればそれでいい。次はどのような動作をすればいいのか、どのような音色を奏かなでればいいのか、そんなことは考えなくてもいい。考えなくてもゆかりにはわ・か・る・。

　――ああ、やっぱりいい曲だ。

　曜子が作曲したというこの曲は、その曲の《あるべき姿》そのものを表していた。予想外の転調、音、展開などといった意外性の全く排除された、無駄のない、「こう流れてしかるべき」という必然によって作られた曲。

　ゆかりはその流れに沿う、それだけでいい。この曲が何ど処こにどのように帰結しようとしているのかが手に取るようにわかる。必然性に指をなぞらせ滑らかに流線形の音を爪つま弾びく。

　曜子の中から生まれた、曜子の曲。

　光の中へ。

　ゆかりはもう弦なんて見ていなかった。瞼まぶたを閉じていても弦の位置が見える。身体からだが覚えている。身体が感じている。弦の振動を全身で捉とらえ、操る――いや、操られているのは自分だ。

　曲が、自分を操っている。最高の状態だ。

　それは決して高揚をもたらすものではない。熱を帯び、血をたぎらせるものでは絶対にない。

　全ては冷ややかに研ぎ澄まされていく。五感は氷水に浸つけられているかのごとく凍え、鋭敏に冴さえ渡る。一切の熱が身体から消え失うせ、ただ冷たい静けさが体内にあるばかり。鼓動すら極限状態まで震えを静め、血の巡りは緩ゆるやかになる。世界は色を失い質感を失う。

　琴の音色だけが、世界だった。

　世界そのものが、琴の音色だった。

　不純なものは何処にも存在しない。きれいなものも存在しない。

　ただただ音があるだけ――



　音が狂ったのは、そのときだった。



　それは素しろ人うとにはわからない、琴を習いとしている者にしか聴き分けられないほどの、ほんの少しの狂い。乱れ。

　ゆかりではない。曜よう子こでもない。

　学園生の部員が犯してしまった、小さなミスだった。

「――――」

　爆発の条件は、ゆかりと曜子のどちらかが演奏を失敗すること。集音マイクもふたりの楽器の音しか拾わない。たとえふたり以外の誰だれかが失敗しても、それで爆弾が作動するということはない。

　けれど、流れは乱れてしまった。

　完全な世界が歪ゆがみ――それは連鎖する。

「あ――」

　ゆかりの中で、なぞろうとしていた軌跡が失われていった。静寂で静せい謐ひつだった世界は色と質感を取り戻し圧倒的な緊張が全身を襲う。

「あ、あ――」

　このフレーズを弾ひいたら、もうその先が弾けない。見えない。思い出せない。指を動かせない。失敗する。皆死んでしまう。

　自分が、殺してしまう。



　根性見せてくださいよ。



　小さな囁ささやきだった。

　隣にいたゆかりでもうっかり聞き逃してしまいそうな、本当に本当に小さな声。

　でもそれは確かにゆかりの中で響いて。

　刹せつ那な的にゆかりの記憶は曲のメロディラインを取り戻していた。けれどもう、完かん璧ぺきな世界を構築することはできない。一いつ旦たん淀よどんでしまったものは、もはや元の純粋な水には戻せない。

　――ここからは、

　だからゆかりは、

　――根・性・で・弾いてやる！

　思い出せる限りに、弦を弾く。一瞬が、ひと弾はじきが、一音一音が確実性の足りない賭かけ。隣から溢あふれる音を懸命に聴き取り時々は横目で見たりして、それに遅れないように指を走らせる。緩ゆるやかで遅々とした曲なのに、ゆかりの目は血走り手はものすごい勢いで琴の上を往復していった。もう曲の流りゆう暢ちようさは欠片かけらもない。でも、

　――見ていて、鉄てつ平ぺいくん。

　これが。

　――これが私の根性だ!!

　古こ都とゆかりの、音楽。



「……りさん」

「――――え？」

　肩を揺すられたゆかりは、はっと目覚めた。すると全すべてが現実感を伴って押し寄せてきた。

　気が付けばわれんばかりの拍手が体育館を満たしていた。

　羽は原ばら羽ばね高校の生徒や学園生が立ち上がって爆発的な拍手を送っていた。拍手の間から「すげえ！」「感動したぁ」という声がちらほらと聞こえてきた。

　ゆかりは自分の身体からだを見下ろす。両腕が震えていた。疲労と、緊張からの解放。ステージ上を見回すと学園生の部員たちがほっとした顔つきをしていた。

　隣の曜よう子こは、ボロボロに泣いていた。

「ふえ、ええぇぇ」

「よ、曜子ちゃん？」

「やったよ、やりましたよぉ」

　曜子は膝ひざ立ちのまま、倒れ込むようにゆかりに抱きついてきた。脚が震えて立てなかったらしい。圧のしかかるようにして抱きつかれたので、ゆかりは脳天から転倒しそうになった。

「ぐえ、えええ、本当でしたよぉ」

「え？」

「五十嵐いがらしくんの言ってたことは、本当でした――どうやって爆弾を解体したのかって」

　本当に気合と根性でしたふええええッ！と曜子はもう言葉もないほどに号泣した。

　ゆかりはきょとんとしていたが、やがて小さく微笑ほほえんで曜子の頭を撫なでてやった。なんだか手放しに喜ぶタイミングを曜子に奪われたみたいで、却かえって妙に落ち着いた気分になっていた。

　泣きじゃくる曜子の髪を撫でながら体育館の隅っこの方を見ると、誰だれよりも激しく手を叩たたいている鉄てつ平ぺいの姿が真っ先に目に入った。

　鉄平は泣いていた。見ていて呆あきれるくらい、大仰に。

　それを見ながら――ゆかりは緩ゆるやかに覚悟を決めた。今まで悩んでいたのが馬ば鹿か馬鹿しくなるくらい、あっさりと。

『五十嵐さんが、アナタを見ています』

　そう。

　――もっと根性、見せなくちゃダメだね。

　ゆかりは曜よう子この耳元で囁ささやいた。「私、曜子ちゃんに訊ききたいことがあるの」

「……ふえ？」

「曜子ちゃんは、私のおじいちゃんに何か言われた？」

　曜子の身体からだがびくりと震えるのを、ゆかりはその腕に確かに感じた。

　――やっぱり、そうなんだ。

　源げん之の助すけはこんなイベントを用意して一いち太た郎ろうまで送り込んできた。それが徹底的に「ゆかりと鉄てつ平ぺいを引き離すこと」を目的としているのならば。

　あと必要なのは、鉄平の相手となる女の子。

　それが同じグループに配された――霧きり島しま曜子だった。

「あた、あたし……」

「いいんだよ」

　涙声で言おうとする曜子を、ゆかりは遮さえぎった。

「鉄平くんはいい人だから。――よろしくね」

＊

「きいいいいいいッ!!」

　暗い部屋――

　テレビのディスプレイの映像だけが光源の、暗い室内で、大おお目め玉だまは奇声をあげて地じ団だん駄だを踏んでいた。

「なんで？　なんで成功しちゃうわけっ？　なんで？　なんで!?」

　彼女の予定ではここで終わるはずだった。いきなり琴を演奏しろと言われてできるわけがない。ビビりつつ演奏して失敗、爆発、ゲームオーバー！というのがプランだったのに。

　なのに少女たちは見事に演奏し切ってしまった。スピーカーに仕込んでおいた爆弾は正確な信号を得て沈黙した。爆弾はまたしても解体されたのである。

　残りはひとつ。それも『もしものとき』に備えた最終手段。それ以外にも保険の保険としてもうひとつだけ爆弾を用意してあるのだが、その性質上、それはそぐわない。

　使える爆弾は、『もしものとき』用の爆弾ひとつきり。

「う、ぐぐぐぐぐぐぐ」

　こめかみに血管を浮かべて大目玉はディスプレイに拳こぶしを叩たたき付けた。じん、と電気のような痺しびれが走るがあまりの怒りに痛みすらも知覚できない。

「こうなったら」怨おん念ねんのように呟つぶやく。「こうなったら……ッ」

　怒りに任せて手元のキーボードを叩き、作動開始の信号を送る。

『もしものとき』の、出番である。



    

  
    
      　

【第６話・ガツン上等！】

残り一個



「しっかし、てっぺーはホント、すごい泣いてたよ？　いや俺おれも感動したし『やった！』とか思ったけどさ。でもてっぺーの号泣にはね、さすがの俺もひいたね」

「う、うるせー！」

　六人は再び２－｜Ｃの教室に戻ってきていた。

　昼休みである。生徒たちは各々のグループで固まって、好き好きの場所でそれぞれが持ち寄ったお弁当をつついたりしてくつろいでいた。爆弾があとひとつ、この学校の何ど処こかにあることも知らないで、校舎には平和な空気が漂っていた。

　その事実を唯一知っているグループ『勃ぼつ発ぱつ隊』は、けれどいささか緊張のほぐれた様子でくつろいでいた。一時期は緊迫感でがちがちだった彼らも先刻の演奏会での成功で大分気が楽になっていた。

　特に鉄てつ平ぺいは、ゆかりが曜よう子こと打ち解けて笑い合っているのを見てほっとしていた（曜子が何な故ぜかぽーっと頬ほおを染めてゆかりを見つめているのだけは不可解だが）。やはりさっきの成功が利きいたらしい。鉄平が話し掛けてもゆかりは返事をしてくれる。それだけでもう鉄平はここ数日続いていた緊張感がほぐれるのを感じるのだった。

　ただ気になるのは……笑っているのに、その眼まな差ざしは悲しげに見えるということ。

「さて、残りひとつです」槍やりヶが岳たけがグループを見回して言った。「メールの情報を信じるならば、あとひとつ、爆弾を処理すればこのゲームは終了です。皆さんここまでお疲れ様でした。もうひとふんばりです」

　槍ヶ岳の言葉に全員が頷うなずく。爆弾は残りひとつ。

　全員が――少なくとも鉄平は信じていた。絶対になんとかなる。

　自分たちならば、なんとかできる。

「問題は残りの一個が何処にあるのか、ってことだよな」文ぶん七しちが言った。「豆まめ子こさん、次の授業は――」

「はい。次の授業は『国語』です」

「……ずっと疑問だったんだけど『国語』って何だよ？」授業の科目は事前に明かされていたが、その内容に関してまでは知らされておらず、鉄平は訊たずねた。「まさか朗読会とか俳句の句会とか言うんじゃねえだろうな」

「まさか」はっ、と槍ヶ岳は鼻を鳴らした。「そんなものでお茶を濁にごすつもりはありませんよ。次の『国語』の授業は、本日のメインイベントです。バレンタイン交流企画のフィナーレを飾る、大事な授業ですよ」

「何をするんですか？」とこれはゆかり。

「恋文を作っていただきます」

　……は？という空気がメンバー内に漂う。

「恋文を作っていただきます」槍やりヶが岳たけはうっとりと頬ほおを染めて繰り返した。「私たちのグループは忙しくてそれどころではありませんでしたが、今日一日でいいムードになったグループは少なくないはずです。すでにカップルになっていたり気になる相手ができていたりグループ内で三角関係を作っていたりしているはずです。どのグループでも必ず一組はそんな愛憎劇が繰り広げられているに違いありません。そうでなくては若者じゃありません」

「……豆まめ子こ先生って、妄想癖ありますよね？」

「そこで恋文なのです！」曜よう子このツッコミは軽くスルーされ、「日本のバレンタインデーにちなんで、女子から男子へと送られる恋の言こと霊だま！　それを女子の方々に書いていただきます。ええ書いていただきます。それを直接、殿方に渡していただきます。それが『国語』の授業です。繊細な文章で多感な気持ちを表現していただくのです。ああ、そうだ。別に渡す相手は男子でなくても結構です。女子が女子に恋文を渡す――ああ、素晴らしい！　素晴らしすぎて鼻血が出そうです！　ええ鼻血が出そうです、ぎゃあ青春！」

「現実問題で考えよう」しまいには手を合わせてくるくるとコマのように回り始める槍ヶ岳に背中を向けて、鉄てつ平ぺいは真ま面じ目めな顔で言った。「つまり場所の移動はない。何ど処こでもいつでもいいわけだ、『国語』の授業は。そうだな文ぶん七しち？」

「ああ。授業、って言っても自由時間みたいなもんさ。実行委員から指示するのは、女子にラブレターを書いて男子に渡してもらう、それだけだ。あとはどうぞご自由に。時間も場所も、特に指定はない」

「じゃあ――この場合、爆弾は何処に仕掛けたらいいと思う？」

「場所の特定が無理なら……」

「可能性として考えられるのは」一いち太た郎ろうが言った。「そのラブレター自体が、爆弾だということです」

　鉄平たちはぎょっとなった。「そ、そんなことができるんですか？」

「できます。やろうと思えば極薄の爆弾を用意することは、造作もないことです。例えば五十嵐いがらしさん、あなたにラブレターが届けられたとする。実行委員が頼まれて持ってきたという、誰だれからなのかもわからないような手紙。それを開けた瞬間に爆発――ありえないことではありません」

「ま、マジですか……」

「それに爆弾がどんな類たぐいのものであるにしろ、狙ねらわれるのは五十嵐さん本人もしくは五十嵐さんの親しい人物でしょう。これが五十嵐いがらしさんへの怨えん恨こんによるものならば、最後の爆弾はそうでなくては意味がない」

「うーん……」

　一いち太た郎ろうの言うことはもっともだった。

　鉄てつ平ぺいの携帯電話にメールが届くことからも、『ハヤミマコト』の最終的な狙ねらいは鉄平であると考えられる。だからその攻撃対象は鉄平、または少なくともその周囲の人物でなくてはならない。

「よし、それじゃ決まりじゃね？」文ぶん七しちが言った。「とりあえず俺おれたちは差出人のわからないラブレターは絶対に受け取らない。あとウチのクラスの奴やつとかにも声かけて、手紙を受け取ったらとりあえず俺らに預けるように――事情はなんとか誤ご魔ま化かして――させる。そのついでに校内のいろんなところを探し歩いてみる。こんなところだと思うけど」

「そうだな」鉄平は頷うなずいた。「反対は？」

　全員が首を横に振った。

「よし、それじゃ早さつ速そく――」

「――ストップ!!　デス」くるくる回っていたはずの槍やりヶが岳たけが、突然声を張り上げた。「五十嵐さん」

「な、なんだよ」

「ちょっとお話があります」

　返事をする間もなくその腕を掴つかみ、槍ヶ岳は鉄平をぐいぐいと引っ張って教室の外へと連れ出そうとする。「え、え、何？」

「他ほかの皆さんは教室に残っていてください」ぽかんとする一同に槍ヶ岳は言った。「とりあえずゆかりさんと霧きり島しまさんは、恋文でも書いていてください。藤ふじ森もりさん、用紙とペンは用意してありますね？」

「へ？　あ、まあ、一応……」

「じゃ、そういうことで」

「え？　ちょ、待てよなんなんだよお前っ？　ここじゃダメなのかよ――っていうか何その腕力!?　いでっ、いでででででで、引きずってる引きずってるって！」

　鉄平は文字通り引きずられながら教室の外へと拉ら致ちされていった。



「ちょ、おま、待て、待てって」廊下をずるずると引きずられ、「お前、一体――待て、待てって言ってんじゃん、待、でででででででででッ!!」

　階段をがこんがこんと足やら弁べん慶けいの泣き所やらを打ちつけながら引きずられ、

「だから引きずってるってマジ痛いんだって！　ってお前何をうああああ、うぷっ、砂がッ、砂がぁ！」

　しまいには一階の窓から外に放り出され土の地面に這はいつくばるのだった。

　涙目になりながら横に下り立った槍やりヶが岳たけを見上げる。「な、なんなんだよ……ここでなきゃダメなのかよ？」

「ダメなのです」槍ヶ岳は鷹揚に頷うなずいた。「あの教室では話せない、大事なことです」

「何だよそれ」

「五十嵐いがらしさんは不思議に思いませんでしたか？」

「？　何を」

「メールの届くタイミングです」

　鉄てつ平ぺいはぱちくりと瞬まばたいた。

「メールの届くタイミングが良すぎるとは思いませんでしたか？」

「え……っと」

「私たちの会話の隙すき間まにきれいに滑り込んでくるような、絶妙なタイミングの受信。会話の内容も把握され、それに注意を促したり」

　言われてみればそうだったかもしれない。通報しようという話の最中に『通報はするな』というメールが届いたり、『音楽』の授業のため体育館に向かっている途中にメールが届いたり――自分たちの言動に合わせてメールが送信されている、というように思えなくもない。「……つまり盗聴器とかが仕掛けられている、ってことか？」

「それも考えられますが、私はもっと別の可能性を想定しています」槍ヶ岳は淡々と言った。どこか感情のない声で。「私たちのグループの中に、ハヤミマコトがいるという可能性」

＊

「ええと……よくわかんないスけど」文ぶん七しちは戸惑いつつもハッピの内ポケットから二通の便びん箋せんと二本の万年筆を取り出した。「これ、どーぞ」

　便箋と万年筆を渡されたゆかりと曜よう子こは、顔を見合わせた。

「でも今はこんなことしてる場合じゃ……」

「いいんですよ」困惑するふたりに、一いち太た郎ろうが言った。「確かに状況は緊急ですが、ゆかり様と霧きり島しまさんは先ほどの演奏でだいぶ消耗しているでしょう？　手紙を書きながら身体からだと心を休めて、それからまた爆弾探しに行けばいいのです」

　ゆかりは驚いて一太郎を振り返った。「一太郎さん、ずいぶんと協力的になりましたよね」

「いい加減、腹をくくりましたよ」一太郎は苦笑した。「もう状況は引き返せないところまで来ましたし。第一ゆかり様は止めても無駄でしょう？　だったら私はそのフォローに徹する。それだけです」

「一太郎さん……」ゆかりは胸が熱くなって、頭を下げた。「本当にありがとうございます」

「……これ、どうしても書かなければいけないのですか？」一同が一斉に振り返ったので、曜よう子こは「あの、その」と言いよどむが、意を決して続けた。「あたし……書く相手、いないです」

「いや俺おれとか。俺とか、俺とか」

「いないから、書かなくてもいいですよね？」

　自分を指差してアピールする文ぶん七しちは、ナチュラルにスルーされた。ちょっとかわいそうに思いながらもやはりスルーしてゆかりは曜子に言った。

「私に遠慮してるなら、そんな必要はないんだよ」

「でもやっぱりおかしいですよ！」曜子はゆかりに詰め寄った。「こんなの絶対おかしいです――ゆかりさんはこんな終わり方で本当にいいんですか？　灰はい原ばらさんからこの話を持ちかけられたとき、あんまり深く考えないで受けてしまいましたけど……やっぱり、絶対、変です」

　一いち太た郎ろうに視線で問いかけると、彼は特に隠すことなく頷うなずいた。「霧きり島しまさんのお家うちへの、ＫＯＴＯからの資金援助。それが成功報酬です」

　まったくあのおじいちゃんは……ゆかりはこめかみを押さえ、「曜子ちゃん、でも」

「変です。変すぎます。だってそうじゃないですか？」曜子はなおも畳みかけた。「五十嵐いがらしくんは今日、ずっと――ずっとゆかりさんを見てたじゃないですかッ！」

　ゆかりは言いかけた言葉を失う。そう……だったろうか？

「調理実習のときも音楽のときもあたしのことなんて見向きもしないで、ずっとずっとゆかりさんだけを見ていました。ゆかりさんだってそうですよ。今日はずっと誰だれのことを考えてましたか？　誰のことだけを考えてましたか？」

「……」

「ゆかりさんも、五十嵐くんと同じはずです。ゆかりさんも五十嵐くんのことを見ていた。ずっとずっとずっと、あたしの知らない間もずっと！　そんなふたりの間にあたしが割り込めるわけないんです。あたしだってそれなりに頑張ってみましたよ。けれど五十嵐くんは見向きもしないで、ゆかりさんだけを見ていた……なんかすごく悔しいですけど、それでいいんだと思います。あたしはそれが正解なんだと思います」

　――わかってる。そんなことわかってるんだ。

　自分は鉄てつ平ぺいが好きだ。鉄平も多分、自分を好意的に思ってくれている。そんなことはわかっている。わかっているけれど――どうしようもないんだ。

「曜子ちゃん、あなたの言いたいことはわかるけど」ゆかりは首を横に振った。曜子に対して。自分の気持ちに対して。「でもダメなの。私には鉄平くんの未来は奪えない」

「それがよくわからないんですよ！」

「わからないはずないよ。曜よう子こちゃんだからこそわかるんだよ。私は――ＫＯＴＯの人間なんだよ？」

　曜子は悔しそうに口を閉じた。

「こんな言い方はちょっと傲ごう慢まんかもしれないけど……鉄てつ平ぺいくんは普通の男の子なんだ。権力とかお金とか全然関係のない、普通の家に生まれて、普通の家で育った、普通の男の子なんだよ。その『普通』が彼の今を作って、彼をかけがえのない、強い人に育てた。そんな彼に救われた私だからこそ、そんな素敵で大切な環境を壊したくないと思う。私の存在は確実にそれを壊してしまう。嫌だよ。そんなこと、絶対にしたくない」

「でも、でもゆかりさんは……」

　ゆかりは微笑ほほえんだ。「好きだけじゃダメなことも、あるんだよ」

　その一言で、曜子はとうとううつむいてしまった。ゆかりはその肩に手を載せ、「ごめんね。曜子ちゃんは気を遣つかってくれたのに。じゃあさ、せめて――私も書くから曜子ちゃんも書く、っていうのはどうかな。それならやってくれるよね？」

　曜子は泣きそうな目でこちらを見上げる。ゆかりは「ね？」と微笑みかけた。曜子は唇を震わせ、いくばくか逡巡しゆんじゆんして――でもやがて、頷うなずいた。

＊

　鉄平はあ然となった。「お前、それは……」

「考えられませんか？　しかしこう考えればメールの受信のタイミングに関しては、説明はつけ易やすい。あ・の・場・に・い・た・か・ら・、タイミングよくメールを送信できた、ということ。大体『第二世界ザ・セカンド』の生命体の能力は『擬態』です。相手はそのハヤミマコト、今回もその能力を駆使していると考える方が自然です」

『擬態』という能力。

　それは別の人間の姿に変身する――身もふたもない言い方をすればそういう能力だ。

　嘘うその情報――自分でない誰だれかの身体情報を全身にまとわせ、それを見る人間の視神経から側頭葉に伝わる視覚的な情報を誤認させる。その『擬態』と呼ばれる能力を用いて、ハヤミマコトはイヴの事件で古こ都と源げん之の助すけと入れ替わろうとした――

　今回の爆弾騒ぎもハヤミマコトが関かかわっているのならば、確かにその能力を再び用いてくると考えてもいいのかもしれない。だが、しかし。

「――そうじゃねえだろ!?」鉄平は槍やりヶが岳たけを怒鳴りつけた。「確かに奴やつが『擬態』している可能性は否定できないけれど、でも違うだろッ？　俺おれたちは六人で、爆弾の解体に挑んできた――六人全員でだ！　その中のひとりを疑うなんてお前どうかしてるぞ!?」

「その『この中に偽者がいるわけがない』というのが盲点なのです」激げつ昂こうする鉄平にも、槍ヶ岳は平然と言い返した。「それこそがハヤミマコトの突く、私たちのウィークポイント。『偽者がいるわけがない』という前提を崩さないよう、完かん璧ぺきに本人になり切って『擬態』する。これによりグループ内の情報をもらさず手に入れることができ、対応も素早くなる」

「で、でも――あのメンバーの中にメールを打ってる奴やつなんかいなかっただろっ？」

「協力者がいるんでしょう」

「きょ、協力――？」

「そう。協力者です。『擬態』したハヤミマコトが観察役となり――恐らく彼自身が盗聴器やＣＣＤカメラを身につけて――、その映像や音声を得た協力者が、何ど処こかからメールを送信する。特に難しい考えでもありませんよ」

「だ、誰だれだよ。協力者って誰だよ？」

「それはとりあえず後回しにしましょう。とにかく今問題なのは、もしかしたら我々のグループの中にハヤミマコトがいるかもしれない、そういうことです」

＊

　手紙は悩むことなくあっさりと完成した。ゆかりは封筒に便びん箋せんを入れ、シールで封をする。封筒には『五十嵐いがらし鉄てつ平ぺい様』と宛あて名なを書き、完成した封書を文ぶん七しちに差し出した。「これ、渡しておいてもらえないかな」

「え……自分で渡せばいいじゃん」

「そうだけど」ゆかりは苦笑した。「やっぱり、恥ずかしいから。藤ふじ森もりくんに渡してもらいたいの」

「でも……」

「一生のお願い」ゆかりは片目をつむって手を合わせた。「今度学食おごるよ」

「……本当に、いいの？」

「うん」ためらわずに頷うなずいた。頷けた。「いいんだ、これで」

　視線を転じると、曜よう子こは椅い子すに座り机の上の白い便箋を前にして（椅子と机は文七が運んできた）うつむいている。

　――いい子だよね、曜子ちゃんは。

　あなたなら、鉄平くんと上う手まくやれると思うよ。

　あの演奏をやり遂げたあなたなら。

「私、行くね」

「え？」文七が驚いて顔を上げた。「ど、何処に？」

「手紙も書いたし、やることなくなったから爆弾探してくる。大丈夫、無理はしないから。一いち太た郎ろうさんと藤ふじ森もりくんはここで曜子ちゃんのそばにいてあげて。――じゃ」

　ゆ、ゆかりちゃんっ。ゆかり様？というふたりの声を背に、ゆかりは教室の外に飛び出した。決して振り返らずに。振り返ってたまるかと思いながら。

＊

「じゃ、じゃあお前は誰だれがハヤミマコトだと思うんだよ？」

「推理してみましょうか。誰が可能性として高いか。まずは――そうですね、一いち太た郎ろうと霧きり島しまさんのふたりにしぼって考えてみましょうか」

「？　なんであのふたりなんだ」

「一太郎と霧島さんは、学外の人間です。たとえハヤミマコトが普段の彼らと違う振る舞いをしていたとしても、他ほかのメンバーは皆、初対面で普段の様子を知りません。なので『擬態』のし易やすさという観点から言えばふたりのどちらかなのです」

「……お前の目から見て、どうなんだよ」

「そうですね。あのふたりは――」

＊

　お、俺おれ、一応ゆかりちゃんについて行きます！と文ぶん七しちが教室を出て行ったので、残ったのは一太郎と曜よう子このふたりだけになった。

「…………」

　曜子はうつむき、一太郎は窓の外を眺めやり――ふたりとも沈黙している。教室の外から生徒の笑い声が聞こえてくる。楽しげな、幸せそうな声。

「……ゆかりさん、追いかけないんですか？　あんなに大事そうにしてたのに」

　ぽつりともらす曜子を、一太郎は一いち瞥べつした。「ひとりになりたいときもあります。それに今の僕が何を言っても、ゆかり様には逆効果でしかない。あなたこそ書かないんですか？」

「本当にいいんですかッ!?」がたっ、と椅い子すを蹴け倒たおす勢いで曜子は立ち上がった。「この話は灰はい原ばらさんが持ってきたんですよっ？　あたしに五十嵐いがらしくんを誘惑して欲しいとかなんとか――本当にそれでいいと思って言ってきたんですかっ？」

「……」

「ゆかりさんはすごく苦しんでます。笑ってあんなこと言ってるけど――あんな顔して平気なフリされたら、逆にこっちは納得できないんです！　いいんですか？　あんなふうにゆかりさんを苦しめて、いいんですかっ？　どうにもならないんですか!?　あたし、嫌ですよ。あんなに優しい人の大好きな相手に近付くなんてこと、絶対にできないですよ」

「…………」

「何か、言ってくださいよ」力なく言って、曜子はすとん、と再び椅子の上に腰を下ろした。そのままうなだれて両手で顔を覆った。「書けません……ゆかりさんが悲しむようなこと、あたしには書けません……」

　じっと窓の外を見つめていた一太郎は、

「……そろそろ、いいでしょう」

　そう言って、ゆっくりと曜子の方に向き直った。

　顔を上げた曜よう子こは、意外なものを見て瞠どう目もくした。

　一いち太た郎ろうが、笑っていた。「そろそろあなたには真相をお話ししてもいい――」

＊

「結論から申せば、あのふたりはハヤミマコトではありません。両者ともに本物です」

「……根拠は？」

「まず霧きり島しま曜子」槍やりヶが岳たけは人差し指を立てた。「彼女は『音楽』の授業において、爆弾の解体に挑んでいます。彼女がハヤミマコトの『擬態』であったのなら、そんな危険は絶対に冒さない」

「……言いたくないけど一応言ってみる」生なま唾つばを飲み込み鉄てつ平ぺいは訊たずねた。「それがフェイクである可能性は？」

「霧島曜子が挑んだ爆弾は、本物です。私もこの目で確かめました。あれがフェイクの爆弾であるとは考えにくい。そして自分が『擬態』で・は・な・い・と思わせるために自ら解体に挑んだとしても、やはりリスクの方が高いですね。そもそもハヤミマコトにあれだけの琴の演奏力があるのかを疑いたいところです」

「霧島さんがハヤミマコトでないことはわかったよ。つうかあんなにボロボロ泣いていたのが演技だとは思いたくない。灰はい原ばらさんは？」

「灰原一太郎に関しては――確証に欠ける発言で大変恐縮なのですが、この男については私の言葉を信じてもらいたいです。彼は絶対にハヤミマコトではありません」

「……根拠は」

「私を信じてください。彼はハヤミマコトではありません。その理由は……後ほどお教えいたしましょう」

　槍ヶ岳にしては説明不足な言葉だと思った。鉄平は顔をしかめて訝いぶかしげに彼女を見つめる――が、「……まあいいや。お前がそう言うときって、たいてい間違ってないしな」

「ありがとうございます」

「で、結局ハヤミマコトは誰だれ？ってことになるんだけど。まさかお前じゃねえだろうな」

「なんてことを言うんですか五十嵐いがらしさん。この私がわからないんですか？　あの夜のことを忘れたの？」

「どの夜だ。正直お前が一番入れ替わってもわからない気がする。……まあいい、じゃあ次は？」鉄平はほとんど投げやりになっていた。「ゆかりか？　お前、それこそありえねーよ。彼女は本物のゆかりだ」

「恋は盲目って言うですよ」

「うるせ。死ね。とにかくゆかりは本物だ」

「まあそうでしょうね。ゆかりさんも霧島さんと同じ理由で除外できると思います。爆弾を解体するリスクを、ハヤミマコトは負わない」

「……俺おれは本物だぞ？」

「当たり前です。私には五十嵐いがらしさんが完かん璧ぺきにわかりますよ。五十嵐さんの頭皮の状態からエロ本の隠し場所まで全すべて網羅してます」

「お、おおおおおおいおいふざけんなよテキトーなこと言ってんじゃねえよエロ本なんて持ってねえよ高校生なら誰だれもがエロ本持ってると思ってカンチガイしてんなよ馬ば鹿かかまったくもー呆あきれて声も出ないぜつうかエロ本ってナンデスカ」

　嫌な汗をかいて動揺しまくる鉄てつ平ぺいを無視し、槍やりヶが岳たけは言った。「残る人物はひとりです」

　鉄平は言葉を切った。瞬まばたきして、槍ヶ岳の真剣な顔をまじまじと見つめる。

「……まさか」

「そうです。ハヤミマコトは、藤ふじ森もり文ぶん七しち――彼です」

＊

　爆弾を探す、とはいったもののアテはなく、ぶらぶらとゆかりは廊下を歩いていた。特に何ど処こを探すというわけでもなくほとんど散歩しているような感じだったのだが、ゆかり本人はそんなことにも気付かないほどぐちぐちと考えていた。

　――皆、どうして邪魔するんだろ。

　やっと決意できたのに。

　自分はやれる。鉄平と《ただのクラスメイト》になれる。その自信がある。曜よう子こにあれだけ反対されてなお、自分の決意は揺らがなかった。気持ちを振り切りこうして改めて冷静に覚悟を認識できている。

　その証拠に、覚悟は行動で示そうと思っている。

　――転校しよう。

　転校先は何処でもいい。百ゆ合り百ゆ合り学園でも別の学校でもいい、とにかく自分が行くはずだった学まなび舎やに。鉄平のいない教室に、行こう。そうすればもう迷うことはなくなる。少しの痛みと共にやがてはこの気持ちも忘れて、すぐに元気になれる。

　こうして県立の高校に通っているのは両親の意志――だと思っていたけれど、そもそも自分の中にも「ＫＯＴＯのしがらみから離れたい」という願望があったんじゃないか、と今では思う。もちろんいずれは源げん之の助すけや父の後を継ぐ覚悟はしていたけれど、それでもしばらくはそんな現実から目を背そむけていたいという気持ちが少なからずあったように思う。両親が死んでからアパートに引っ越してひとりで暮らしているのも、そうした逃避から来ているのかもしれない。父が死んでぐんと近くなってしまったＫＯＴＯの椅い子すが、知らない内にプレッシャーとなって伸のしかかっていた――多分、そうだったんだと思う。だから鉄平への気持ちを振り切るのにもずいぶんと回り道をしてしまった。それはつまり、身も心もＫＯＴＯに捧げるということに他ほかならないのだから。

　もういい加減、向き合おう。私はＫＯＴＯの人間だ。

　――だからさようなら。この気持ち。

　――だからさようなら。鉄てつ平ぺいくん。

　私はこの気持ちを、忘れようと思います。

　ごめんなさい。

「ゆかりちゃーん」

　振り返ると、廊下の向こうから文ぶん七しちがこちらに駆けて来るところだった。「藤ふじ森もりくん？」

「やーっと見つけたぁ」息を切らして文七はゆかりの前で立ち止まった。「捜したぜー」

「曜よう子こちゃんは？」

「灰はい原ばらさんに任せてきた。いくらなんでもゆかりちゃん、ほっとけないし。どう？　なんかそれっぽいの見つけた？」

「あ、いや」ゆかりはそこでようやく、自分が爆弾探しのことを全然考えていなかったことに気付いた。「と、特に今のところは」

　そうだ。今は爆弾なのだ。爆弾をなんとかしないことには未来も何もない。

「そりゃそうだ。そんなに簡単に見つけられたら苦労はしないよな」文七は頷うなずき、「ところで俺おれ、ちょっと探しておきたいところあるんだけど……付き合ってもらっていい？」

　頷いてゆかりは文七の後に続いた。

＊

「それこそありえねえよ」鉄平は断言した。「文七とは同じクラスになってもう一年近くになる。そんな奴やつを見間違えたりしねえよ」

「本当にそうですか？　五十嵐いがらしさんには藤森さんの仕種しぐさが少しでも変化していたらすぐにわかるんですか？」

「……そう言われたら自信ないけど、消去法であいつがハヤミマコトだなんて暴論だろ」

「消去法ではありません。私は確固たる根拠を持って彼を疑っています」槍やりヶが岳たけはきっぱりと言い切った。「五十嵐さん。どうやら霧きり島しまさんと藤森さんは知り合いらしいですね」

「ん？　そういえばそんなこと言ってたな……文七の奴は忘れてたらしいけど」

「おかしいとは思いませんか？　あんなに百ゆ合り百ゆ合り学園だ百合百合学園だと騒いでいた彼が、霧島さんを覚えていないなんて」

「……そりゃ、そうかな。でもそれも状況に依よるんじゃないか？　知り合ったのも多分実行委員会の何かだろうから、そのときたまたま文七が霧島さんを見ていなかったとか……」

「ふたりが知り合ったのは交流会の実行委員会を通してではありません」

「え？」

「ふたりは――イ・ヴ・の・日・に・開・か・れ・た・合・コ・ン・で・知・り・合・っ・た・のです」

　鉄平は茫ぼう然ぜんとなった。合コンで、あのふたりが？

「昨年のイヴに開かれた合コンは、藤森さんを始めとする学友三人、霧島さんを始めとする百ゆ合り百ゆ合り学園の学園生三人の総勢六人という少人数で行われたものです」

「ま、待てよ。それはありえないだろ？」鉄てつ平ぺいは慌あわてて否定した。「俺おれもよくは知らないけど、百合百合学園はそういうの禁止してるんだろ？　付き合う相手も色々と審査が要いるとかって」

「その通りです。それが学園の表・の・姿です」槍やりヶが岳たけは頷うなずくが、「しかしそんなものはただのルールでしかない。ルールは守らなければいけないものですがしかし、必ず守られるとは限らない。この合コンのように隠れて男子と接する学園生は少なくないのですよ」

「ま、マジか」

「マジです。彼らの合コンが明らかに釣り合いの取れていないメンツであることも、それを裏付けるものです。敷居の高い、財界の子息たちとそのようなことをすればたちまち学園の教師たちに情報が行き届いてしまう。そうならないために、そうでない一般高校の学生たちなどと合コンをしたのです。そのような身分の相手ならば、別ルートから情報が漏ろう洩えいすることはない。学園生にしてみれば火遊びみたいなものだったのでしょう。多くを求めずとにかく異性と接してみたかった。しかし藤ふじ森もりさんたちにとっては僥ぎよう倖こうです。そんな合コンの相手を、けれど藤森さんは覚えていない。何な故ぜでしょう？」

「……」

「答えは簡単。ハヤミマコトが合コンの内容を知らなかったから。ご存知の通り百合百合学園は男女交際に厳しいルールを設けています。それ故ゆえ合コンという行為は内密に行わなければいけない――それは無論、藤森さんたちにも敷かれた箝かん口こう令れいです。だからたとえ合コンをした、という話をしても、その相手までは言及しなかったと思います。故に合コンの内容を知っているのは本人だけとなる。しかし――藤森文ぶん七しちは知らなかった」

　茫ぼう然ぜんとする鉄平に、槍ヶ岳はなおも現実というナイフを突きつけた。

「このことから、こう考えられます。藤森文七に完かん璧ぺきに『擬態』するため彼に関するあらゆる情報を採取しているはずだったハヤミマコトは、しかしその合コンの内容までは知り得なかった。それがハヤミマコトの、唯一のミスだったのです。……こう考えれば、爆弾魔がケーキのレシピを手に入れたりこっそり爆弾を仕掛けたりすることができたことにも説明がつけられます。五十嵐いがらしさんの携帯のアドレスを知っていたことにも。どうです。信しん憑ぴよう性があると思いませんか？」

＊

「屋上？」

「そう、屋上さ」訊きき返すゆかりに、文七の背中が答えた。「屋上は施せ錠じようされて普段は入れない。交流企画中ならなおさら、誰だれも寄り付かない。だからこそ爆弾の隠し場所には最適なんじゃないかと思うんだよ」

「うーん……」しかしゆかりは首を傾かしげる。「でも屋上なんて、誰も来ないし……」

「だからとりあえず確認なんだって。怪しいところはしらみ潰つぶしにしていくしかないだろ？　つうわけでまずは屋上」

「うん、まあそうだね」ゆかりは納得して頷うなずいた。「どんどん探していかなきゃだもんね」

「そうそう」

　ふたりは屋上へと続く階段を上る。やがて最上階である四階を越え、とうとう屋上への鉄扉を目前としたところまでたどり着いた。覗のぞき窓もない、無機質な鉄扉が、静かに立ちはだかっている。

「――あ」と文ぶん七しちが階段の途中でうずくまった。「靴紐ひもほどけた。先行っといて」

「あ、うん」

　何の疑いもなくゆかりは鉄扉の前に立ち、その冷たいドアノブに手をやる。重い抵抗を踏ん張って押すと、ゆっくりと扉は開いていく。

　ゆかりちゃん、と呼ばれて振り返ると、文七の笑顔が待っていた。「本当にいいの？」

「え？」

「本当に自分の気持ちを諦あきらめちゃって、いいの？」

　質問の意図を測りかねた――が、ゆかりはすぐに思い直した。

　――これくらいの質問に即答できなきゃ、とても忘れるなんてことできない。

「いいんだ」ゆかりは穏やかな声こわ音ねで答えることができた。「これでいいんだ」

「そ、っか」ちょっと悲しげに目を伏せて、文七は、「じゃあ、仕方ない」

　どん、とゆかりの肩を押した。

「――――え」それは驚くほど強い力で、ゆかりの身体からだは開きかけていた扉の向こうに投げ出されてしまった。受け身も取れず床に腰を強く打ち付ける。「痛ッ」

「それなら見せてもらうよ、ゆかりちゃん」何をするの、と見上げるゆかりを、信じられないくらい冷たい目で文七が見下ろしていた。「君の覚悟を」

「え……」

「噂うわさの根性ってやつをさ」

　ばたん！と尻しり餅もちをつくゆかりの目の前で鉄扉は閉ざされた。続いて施せじ錠ようされる音が寒空の下、奇妙なほど高く響く――

「…………え？」

＊

　しかし鉄てつ平ぺいには「はいそうですか」と簡単に納得してしまうことはできなかった。

「……やっぱり、俺おれには無理だ」鉄平は首を横に振った。「俺には、あいつを疑うことはできない」

　今日一日ずっと接していた文七がハヤミマコトだったなんて、とても信じられなかった。いきなり信じろという方が無理な話だった。「大体、もしもそれが本当だとしたら……」

　本物は今、どうしている？……そんなこと考えたくなかった。

　塞ふさぎ込んでしまう鉄てつ平ぺいに、槍やりヶが岳たけは小さく嘆たん息そくした。「藤ふじ森もりさんが霧きり島しまさんを忘れてしまっていることには他ほかに事情があるのかもしれない。所しよ詮せん、人の記憶ですからね。とにかく五十嵐いがらしさんはこういう事態もあるということを十分に把握しておいてください、ということです」

「……わかった」

　結局誰だれがハヤミマコトの『擬態』しているものだったとしても――暗あん澹たんたる気持ちにさせられるのは必然だった。願わくばそうならないことを祈るばかりである。

「教室に戻りましょう。どちらにしろ爆弾探しを本格的に始めなければいけません。ところでリュックサックはまだ背負っていますね？」

「……ああ」そういえばさっきの不発弾のときから背負ったままだった。「うん」

「今後も必要になると思います。肌身離さず、でお願いします」

　頷うなずき、そして鉄平たちは２－｜Ｃの教室へと戻った。

＊

　屋上は寒風が吹きすさび、とても防寒着なしでは耐えられないような寒さだった。ゆかりは肩を抱きながら呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。「……どうして」

　屋上の鉄扉は内からも外からも鍵かぎがなければ開閉ができないタイプのもので、鍵のないゆかりには開けることなど不可能だった。

　疑うべきだった。何な故ぜ屋上の扉が、今日に限って施せ錠じようされていなかったのか。それに気付きさえすれば、こんなことにはならなかったかもしれない。文ぶん七しちにどんな意図があるかはわからないが――ゆかりは屋上に《閉じ込め》られてしまったのだ。

　入り口は二ふた叉またの槍形の校舎の、ちょうど中心――コの字形の縦棒に一の文字が接触した、ちょうどその部分にあった。入り口は一の文字に向き合うようにして位置している。

　どうしよう……。一瞬、鉄平に携帯電話で助けを呼ぼうかと考えた。けれどやっぱりやめた。決意したばかりで鉄平に頼るのは、なんだかためらわれた。

　――何ど処こかに別の入り口はないのかな……。

　昨年の火事によって増築されたのだから、もしかしたら他にも出入り口が作られていないとも限らない。それでなくても避難器具などが設置されているかも……。

　そうやってゆかりが屋上を一望した、そのとき。

　どくん。

　と鼓動が一拍、大きくゆかりの胸を叩たたいた。

　あ、あれ？――ゆかりの視線は一箇か所しよに釘くぎ付づけになった。心臓は急激に高鳴りつつある。

　ふらふらと、ゆかりは歩き始めた。この目で、もっと間近でそれを確認しなければ信じられない。できれば信じたくない。一歩一歩ゆっくりとゆかりは進んだ。本当は走ってでも確認しに行かなければいけないのだろうけど、理性がそれを拒否していた。

　ゆかりが向かう先は、一の文字の最先端。校舎を槍やり形と考えたとすれば、その柄つか頭がしらにあたる部分。

「…………」

　近付くにつれその正体がはっきりと認識されていく。距離にしておよそ十メートルというところで、ゆかりは立ち止まった。その数字ははっきりと彼女の目に映っていた。

　００：‥０３：‥１２。

　下二桁けたの数字が、１１、１０、０９と減っていく。ゆかりの手が震えているのは寒さのためなのか、それとも別の何かのせいなのか――ゆかりはその両方だと頭の片隅で思った。

「っでん、電話……ッ」

　気付いて胸ポケットから携帯電話を取り出したとき――その電話が、鳴った。

＊

　教室に戻った鉄てつ平ぺいが聞いたのは、ゆかりが教室を飛び出し、それを文ぶん七しちが追いかけたという最悪な展開だった。

「なんで止めてくれなかったんですか!?」

　悲痛に叫さけぶ鉄平に、しかし一いち太た郎ろうは無表情だった。「必要を感じませんでしたから」

　曜よう子こを振り返ると、彼女はぶんぶんと顔を横に振った。「だ、だって止める理由なんて」

　鉄平は舌打ちして携帯電話を取り出した。呼び出し音は一回目が鳴り終わらないうちに切れた。

『今すぐ全校生徒を校舎の外にッ』

　切り裂く風の音とともに、いきなりそんな声が飛び出してきた。

「え？　ゆかり？」

『それが無理なら、せめて一階に移動させて！　できれば校門側に！』

「一体、何が――」

『校内放送でもなんでもいいから早くして！　もう――あと三分を切ってるの！』

　残り三分を切っている。

　一度それと向き合った鉄平だからこそ、ゆかりが置かれている状況がすぐにわかった。

「槍やりヶが岳たけ！　校内放送！　全校生徒を――」

　教室に槍ヶ岳の姿はすでになかった。こんなときに何ど処こに、と思ったのも束の間。

『校内にいる羽は原ばら羽ばね高校の生徒並びに百ゆ合り百ゆ合り学園の学園生、全校生徒に命令します――今すぐ校舎の外、または校舎の校門側及び一階に退去してください。窓から飛び降りてもいい――早くしてくださいッ！』

「ゆかり、今何処にいる？」

『――――』

　答えはなかった。荒い息いき遣づかいだけが受話器から伝わってくる。

「ゆかり？　おい、どうしたんだ。ゆかりっ？」

『鉄てつ平ぺいくん』震える吐息が、ぼそりと告げた。『赤と青、どっちを切ればいいと思う？』

「――ッ！」

　鉄平は理解した。ゆかりは今、

「ふざ、ふざけんなッ！」爆・弾・の・処・理・を・し・よ・う・と・し・て・い・る・。「何ど処こだ、何処にいるんだよ!?」

『はっきり言って、この爆弾がどれくらいの威力なのか私にはわからないんだ。もしかしたら全然大したことのないものかもしれないし、それとも皆が避難しても無駄になるくらい、強力なものかもしれない』こちらの声を聞いているのかいないのか、ゆかりはひとりで勝手に続ける。『だから爆弾が爆発するその寸前に、やってみようと思うの……。作りは単純でね？　爆弾に時計がくっついてて導線が二本、つながってる。映画で見たような爆弾だね。多分このどっちかの線を切れば、爆弾は止まる――』

「ゆかり、冗談は――」

『あと二分三十七秒。時間ぎりぎりまで皆に避難してもらって……うん。十秒前。十秒前になったら、やってみる。それで爆発しなかったら、御の字だよね？……本当によかったよ。私ね、ポケットに小さいハサミ入れてたの。制服のほつれた糸とか切るための。備えあれば憂いなしって、ホントなんだね』



    

  
    
      



    

  
    
      「教えてくれよ、何ど処こにいるんだ？　ゆかりッ！」

『ねえ鉄てつ平ぺいくん。ぎりぎりまでこうして電話してもらってていいかな。最近話せてなかったからさ。結構寂しかったんだよ？』

「ゆかり――」

　鉄平にはもう、わかっていた。

　ゆかりは鉄平に自分の居場所を教える気はない。教えたらきっと、鉄平が駆けつけることを知っているから。

　ゆかりは今、この校舎の何処かで最後の爆弾と対たい峙じしている。それは残り二分半で爆発してしまう時限式で、けれど単純な配線をしているらしい。赤い導線か青い導線か――どちらかを切れば、爆弾は沈黙する。成功すれば問題なし、失敗すれば容赦なく爆発。最後の最後――爆弾処理の王道に相応ふさわしい爆弾だ。

　その二択にゆかりがあえて挑もうとしているのは、その爆弾の威力がわからないから。もしもそれが校舎を崩壊させるものだとしたら――避難の意味がない。だからゆかりは生徒たちがぎりぎりまで避難するのを待って、爆弾を自分で解体しようとしている。

　混乱しそうな脳が、それだけは完かん璧ぺきに把握する。理解できる。何な故ぜなら鉄平もゆかりと同じ状況に立っていたら、同じことをしていたと思うから。

　でも、そんなの。

「そんなの認められるかよッ!!」鉄平は受話器の向こうに怒鳴った。「何処だ、今何処にいる!?」

『鉄平くんはどっちを切った方がいいと思う？　私は青が好きだから青を切ろうかと思うんだけど』

「――ああもうわかった！」らちが明かない。鉄平は質問を切り替えた。「これだけは答えろゆかり！　ゆかりがそこにいるのは――誰・の・せ・い・だ・!?」

　ゆかりが息を呑のむ気配に、鉄平は確かな感触が得られたことを知った。

「文ぶん七しちか？　文七なんだなッ？」

『――――』

「もういいわかった後でかけ直す！」通話を切り、鉄平はすぐに携帯電話のディスプレイを電話帳に切り替える。目的の番号を見つけ、ダイヤル。呼び出し音。早くしろ。早くしろよ！「――もしもし!?」

『……もしもし』

　ぼそぼそと応こたえた通話者に、鉄平は吼ほえた。「お前が文七なのかそうでないのかこの際どうでもいいからとにかく答えろ――ゆかりは何処にいる!?」

『…………』

　通話者は沈黙している。鉄平は辛抱強く答えを待った。

『……赤か青か、聞かないのか？』

　それは文ぶん七しちとは思えないほど冷たい声だったが――今は考えない。

「どうせ答えるつもりねえんだろテメーはよ！」鉄てつ平ぺいは苛いら立だたしげにぶちまける。「ガタガタぬかしてないでお前はゆかりの居場所を教えればそれでいいんだよ！　ゆかりは何ど処こにいるッ？　時間がねえんだっ」

『それこそそう簡単に教えると思ったか？』

「いいかこれはゲームだよお前の大好きな！」鉄平は早口にまくし立てた。「俺おれがゆかりを助けるのが早いか爆弾が爆発するのが早いか――成功か失敗かの二者択一だ！　失敗の景品は俺の死体だくれてやるノッてやるだからとりあえず答えろゆかりは何処だ!?」

　鉄平の剣幕にいささか面食らったのかもしれない。文七は――ハヤミマコトはすぐに答えなかった。『…………屋上だ』

　ぶちっ、と鉄平は電話を切った。

＊

　吹き上げる風がゆかりの髪をさらっていく。その風にならうようにゆかりは空を見上げた。強い日差しが眼球を貫いて目を細めた。

　――寒いけど、暖かいな。

　風は冷たく体温を奪っていくけれど、日差しがぬくぬくとわずかながらに身体からだを温めてくれる。ゆかりは瞼まぶたを閉じて全身で風と太陽の光を味わった。

　ゆかりは携帯電話を片手に屋上の床に体育座りをしている。その前には――物々しすぎるほどの物体が立っていた。

　ゆかりの腰ぐらいまではある、大筒が三本。それが針金で乱暴に屋上の柵さくに括くくり付けられていた。柵はゆかりの肩ほどの高さもない。爆弾の下の方には小さなデジタル時計がついていて、それから伸びた赤と青の配線がそれぞれ三本ずつ、大筒のてっぺんにつながっている。

　赤か青か。どちらかが本物でどちらかがダミー。単純明快でシンプルな作りだ。

　その爆弾はまるで大急ぎで組み立てたような、間に合わせの感の漂うものだった。本当は使うつもりではなかったのだけれど、仕方なく最終手段で持ち出してきましたと言わんばかりの――そんなちょっと笑ってしまうような爆弾だ。

「さて、と」ゆかりは瞼を開いた。「どっちにしようかな」

　デジタル時計の表示は「００：‥０１：‥４５」。

　二分を切っている。

　――私、死ぬのかな。

　確率は二分の一。失敗すれば、まず自分は助からない。

　何な故ぜ自分がこんなことをしているのかわからない。さっさと鉄平に居場所を教えて、助け出してもらえばいいのに。もしかしたら爆弾の威力はたいしたことなくて、自分は無駄死にしてしまうかもしれないのに。なんでこんなことするんだろう。

　――わかってるくせに。

　心の中で、自分にツッコミを入れる。そう、わかってるんだ自分は。

　鉄てつ平ぺいだったらこうする。

　そう思ったらこれ以外にやるべきことは見つからなかった。爆弾は凄すさまじい威力を有しているかもしれない。少しでもその可能性があるのなら、鉄平はきっとこうやって赤を切るか青を切るかで悩むだろう。ならば自分もそうしたい。

　――たとえこれで死んじゃっても。

　それは無駄死にじゃない。ゆかりは頷うなずく。今日一番の、根性の見せどころ。

　頑張れ私。

　そうして時計が「００：‥０１：‥１３」になったとき――　携帯電話が鳴った。

「――」ゆかりは少しためらって、けれど電話に出た。「……もしもし？」

『今そっちに行くからな！』鉄平の声が飛び出した。『待ってろよ、絶対に待ってろよ！』

　――あーぁ。

　やっぱり鉄平くんは、鉄平くんだ。

　私が苦しいときに来てくれる、私のヒーローだ。

「鉄平、くん……」そしてゆかりは気が付いた。自分の顎がかちかちと震えていることに、気が付いてしまった。「怖い、よ……」

　そう。

　どんなに強がったって、やっぱり怖いものは怖かった。

　誰だれかのために闘うことはとても誇ほこらしいことだと思うけど――それで死の恐怖がなくなるなんて絶対にない。

　音楽の時間のときは、隣に曜よう子こがいた。でも今は誰もいない。ひとりぼっちだ。

　怖くて仕方がなかった。震えが止まらなくて仕方がなかった。

「怖いよ、鉄平くん……ッ」死ぬのが、純粋に怖かった。「死にたくないよぉ」

『絶対に死なせないッ!!』

　鉄平の叫さけび声が、ゆかりの耳みみ朶たぶを打つ。

『絶対に死なせないからなッ!!』何度も。『死なせねえ死なせねえぞッ!!』

　何度も、何度でも。



『絶対に助けるッ!!』



「鉄てつ平ぺいくん……」

『死なせない――俺おれは、ゆかりに言いたいことが、山ほどあるんだ！』走っているためか、鉄平は呼吸を荒らげて切れ切れに言う。『最近、いきなり俺を避さけて、なんでだよ、なんでそういうこと、すんだよっ、俺がなんか、したっていうのか、ンな覚えは全然、ないぞ！　大体、何も言わずにいきなり、避けるって、そりゃないぜ！　言いたいことがある、なら、はっきり、面と向かって、がつんと言ってみろよ！』

「わた、私――」

『ああ、今言うなよ!?　絶対に今言うなよ!?　直接、俺に言えよ――はっきり、面と向かって、俺に、がつんと、ぶちかますんだぞ――いいな!?』

「うん――」

『絶対に、助けるッ』

　そこで電話は切れた。

　うん――と頷うなずいて、爆弾の時計を振り返る。表示はよく見えなかった。泣いていたから、見えなかった。

　今度は屋上の入り口を振り返る。物言わぬ鉄扉。それをじっと見つめる。

　信じて、見つめ続ける。

　……

　……

　……がこん！

　という音に続き、がん！　がん！　がん！と内側から扉が激しく振動するが――それでも扉は開かない。すると音はしばらく沈黙し、そして。

　爆音と共に鉄扉がこちら側に吹き飛んできた。爆発によって金具を失った扉はその重量を無視して宙を舞い、がらんがらんと床に叩たたき付けられた。もうもうと土煙が舞う。

　ゆかりは瞬まばたきもせず――その煙幕の中から飛び出してきた人物を見つめた。

　――今日の私は、全部、鉄平くんだった。

　確かに思う。弾丸のようにこちらに駆けて来る鉄平を見て、確信を持って頷くことができる。今日の自分は鉄平のことばかり考えていて、鉄平の「根性見せろ」という言葉のおかげで闘うことができて、

「鉄平くん……」そして今、こんなにも気持ちが溢あふれて止まらない。「鉄平くん……！」

「ゆかりッ」そうやって自分の名前を叫さけんだ鉄平は、タックルするようにゆかりの胴に右腕を回し、「歯ァ食いしばれッ」

　思い切り右脚で床を蹴けった。

　左足がぎりぎりフェンスの上に乗り上げ、空いている左手でフェンスを掴つかむ。そのまま左腕と左の太ももの筋肉だけを駆使して、

「うおぉあああああッ!!」

　文字通りフェンスの向こうに飛び出した。



    

  
    
      



    

  
    
      　瞬間、ドンっ！――という爆音が鼓膜を突き破った。

＊

　当然の如く――ふたりを待っていたのは自由落下だった。

　内臓がひとつ残らず体内で浮き上がるというなんとも言いがたい感触を覚えながら、鉄てつ平ぺいとゆかりは落ち続けた。

　ゆかりは声もなく鉄平の身体からだにしがみついてくる。その痛いほどの抱擁に、ぶっ飛びかけていた鉄平の意識は理性を取り戻した。離さねえ。鉄平は歯を食いしばってゆかりの身体をきつく抱き寄せる。絶対に離さねえッ。

　策なんて何にもない。ここまでたどり着いたのも、背負っていた『見えないリュックサック』から取り出したダイナマイトで屋上の扉を吹っ飛ばしたのも、全すべて考えての行動ではなく反射的なものだった。がむしゃらに自分の身体は行動して――そして最後には屋上を飛び降りた。

　だからこうして爆発を避けて飛んでみたものの、この落下に対する備えなんて鉄平にはなかった。

　――上等だよ。

　ならばやってやる。

　自・分・の・身・体・を・ク・ッ・シ・ョ・ン・に・し・て・で・も・ゆ・か・り・を・助・け・る・。

「じょおぉとおおおおおおおッ！」

　絶ぜつ叫きようする鉄てつ平ぺいの身体からだはやがて、地面に叩たたき付け――

　ぼふうっ！



　られなかった。

　想像以上に柔らかい感触が背中を受け止めて、身体は跳ねるでなく沈み込んでいった。

　思わぬ着地に却かえって心臓が飛び出そうなくらいびっくりして――鉄平は瞼まぶたを開いた。

「……………………ぼふ？」

　青く晴れ渡る空を仰向けの姿勢で見上げながら、鉄平はぱちくりと瞬まばたいた。

「え？」茫ぼう然ぜんと、落下を受け止めてくれた物体に目をやる。「…………マット？」

　鉄平たちは何な故ぜか、体育の棒高跳びで使われるようなマットの上に横たわっていた。よくよく見ると校舎をぐるりと囲むようにものすごい数のマットが並べられていた。

「な……なんで？」

「う……」

　鉄平の上で、もぞもぞとゆかりが身じろぎした。それで鉄平は互いがどんな格好でもつれ合っているのかを思い出し、マットの疑問も吹き飛んで焦った。

「あ、だ、大丈夫か？」

「え……」ゆかりは寝起きみたいに瞼を瞬かせてから、周りを見回した。落下のときに解けたのか、後頭部のツインテールが左片方しか残っていなかった。「助かっ、たの……？」

「なんか、そうらしい」

　よくわからないけど。

　ゆかりは全身から力が抜けたように、そのまま「ぼふっ」と鉄平の胸に顔をうずめた。

「え――ゆ、ゆかり？」

「……言って、いいの？」

「え？」

「がつん、って……言って、いいの？」

　鉄平の胸に顔をうずめたまま、ひくっ、とゆかりは喉のどを鳴らした。

　鉄平はごくりと生なま唾つばを飲み込んだ。

「……うん。言ってくれ」

　ゆかりは顔を上げた。

　涙でぐちゃぐちゃだった。



「……好き、です」



    

  
    
      　

【epilogue】

残り０個



　さて肝心の爆弾はどうなったかというと。

「な、なんでッ!?」大おお目め玉だまはテレビのディスプレイにしがみついて絶ぜつ叫きようした。「な・ん・で・爆・弾・じ・ゃ・な・く・て・花・火・が・上・が・っ・て・る・の・!?」

　暗い室内で煌こう々こうと映像を映すモニターには、羽は原ばら羽ばね高校の上空で盛大な花火が上がっているのが映っていた。窓から頭を覗のぞかせた生徒たちがわーとのん気に声をあげている。

　爆弾は――爆弾ではなかった。

　最後の最後、『もしものとき』に備えて屋上に仕掛けておいた爆弾は、打ち上げ花火にすり替えられていたのだった。「だ、誰だれが、なんで――こんなこと」

「説明しよう！　デス!!」

　いきなり「ガラガラガラ！」という音とともに室内に光が飛び込んできた。突然の眩まぶしさに、うっ、と大目玉は目元に手をやり――そしてそれを見た。

「や、やり、」思わず口にしてしまう。「槍やりちゃん……！」

「ハイその通りです。槍やりちゃんこと槍やりヶが岳たけです」扉が開いた先、そこに立っていたのは満面の笑みを浮かべた槍ヶ岳だった。「お久しぶりですね、ダマちゃん」

「そ、その呼び方はやめなさい！　槍――ヶ岳！」

「そんなつれないこと言わないでくださいよ。幼なじみじゃないですか」

「誰だれがアンタなんか幼なじみなんて認めるもんですか！」大おお目め玉だまは後じさりつつ、唾を吐き散らかした。「これはどういうことなの――説明しなさい！」

「そうですね。改めて説明しよう！　デス」槍ヶ岳は元気に答えると、右手を横に差し伸べた。「それではまず、こちらをご覧ください」

「……ッ、アナタは！」槍ヶ岳の隣に現れた人物を見て、大目玉は目を見開いた。「ハヤミマコト……！」

　現れたのは藤ふじ森もり文ぶん七しち――に『擬態』した、ハヤミマコトだった。

「どうして……」

「俺おれに五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいたちを監視するようアンタが依頼してきた後」それまでの文七とは思えない別人の声こわ音ねで、ハヤミマコトは言った。「この槍ヶ岳が俺に接触してきた」

　大目玉は凄すさまじい形相で槍ヶ岳に視線を転じた。槍ヶ岳はニヤリと笑み、

「そうです。アナタたちの局がハヤミマコトに協力を要請した、という情報を入手した私たちは、ハヤミマコトに接触を図りました」楽しげに槍ヶ岳は真相を明かす。「そしてこうお願いしたのです。アナタたちに協力するフリをして、裏では私たちの局に力を貸して欲しい――と」

「……！」大目玉の表情が驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。「ハヤミ……アナタ、私たちを裏切ったの!?」

「そうなるな」声を荒らげる大目玉に対し、ハヤミマコトは簡単に頷うなずいてみせる。「大目玉と槍ヶ岳、ふたつの局を天てん秤びんにかけて――結局こっちを選んだ。そういうことだ」

「ば、馬ば鹿かな……」

「ハヤミマコトの協力が得られることになった私たちは、早さつ速そくアナタたちの企画の全ぜん貌ぼうを知りました」槍ヶ岳が言った。「アナタたちの企画――それはこの学校に爆弾を仕掛け、それを解体して回る五十嵐さんたちを面白おかしく放送すること」

　大目玉は唇を噛かんでいる。事態の唐突さに半ば茫ぼう然ぜんとしているふうでもあった。

「藤森文七に『擬態』したハヤミマコトは、その誘導及び監視役。ハヤミマコトの『擬態』能力に着目したアナタは、それを利用することを考えついた。羽は原ばら羽ばね高校の冬休みが明けるより早く、ハヤミマコトに徹底的に藤森文七のデータを叩たたき込む。その仕種しぐさから言動にいたるまで――五十嵐鉄平の親しい友人として選ばれた、藤森文七という人物が、偽者だと疑われないように綿密な教育を施した。そして機会を窺うかがっていた――そうですね？」

「う、ううう……」

「私たちはその絶好の機会を与えた、というわけです。それがバレンタイン交流企画。見事なまでに釣られてくれましたね」

「あ、あああ……」

「アナタたちが仕掛けた爆弾は、ほとんどこちらで偽物とすり替えさせていただきました。実際ゆかりさんの琴の演奏、あれ実は二箇か所しよほど音のズレがあったんですよね。でも爆弾は偽物だから爆発しなかったと。ふたつほど爆発させたものはありましたが――あれはアナタたちの目をくらませるための、フェイクです。誰だれも怪け我がはさせない自信がこちらにはありましたから」

「うあ、ぁぁぁ……」



    

  
    
      



    

  
    
      「えーと。残念でした☆」

　大おお目め玉だまは涙ぐみながら、とうとう子供みたいに駄々をこね始めた。「あ、アンタはいっつもそうだ！　いっつもそうなんだ！　いつも私の邪魔をして――見てよこの機材！」

　大目玉は両手を広げて周囲を指し示した。

　ビデオカメラ、テレビ、配線の束、錆さび付いた壁面――年代物の機材が、ところ狭しと車内を埋め尽くしていた。

　そう、車内なのだ。

　大目玉はロケ用のワゴン車の後部座席に閉じこもり（窓ガラスは健けな気げにダンボールで覆って）、ハヤミマコトの身体からだに取り付けたＣＣＤカメラや校舎内に設置しておいた隠しカメラ等の映像をモニターしていたのだった。ワゴン車は羽は原ばら羽ばね高校から百メートルも離れていない路地に停められていた。

「アンタの局がいっつも邪魔するから視聴率も取れなくて新しい機材も買えない――今回の撮影には頑張って予算下ろしてもらったのに！　苦労したのに！」

「おかげ様でこちらは高視聴率をマークできそうです。ありがとうございます」

「きーっ！」大おお目め玉だまは悔しそうに地じ団だん駄だを踏んだ。

「ダマちゃん」

「その呼び方はやめろって言ってるじゃない！」

「もういい加減、その局を辞めて、私の所属する局に移りませんか？」

　ぴたり、と大目玉は動きを止めた。

「アナタの局のやっていることは、合法とは言いがたい――人命すらも人為的に奪ってしまうようなことばかりして視聴率を稼ごうとしています。幼なじみとして私はアナタにそんな仕事をしてほしくないのです。どうか考えてもらえませんか」

「…………」大目玉はしばらく熟考するように黙していたが、「……それは、ありえない」

　やがてきっぱりと言った。「それはないよ、槍やりちゃん」

「ダマちゃん……」

「私と槍ちゃんは、ずっと敵。その事実は――変わらない」大目玉は少し伏目がちになって、そして運転席を振り返った。「出して」

　ワゴン車のエンジンがかかり始めた。

「いいこと槍やりヶが岳たけ」ワゴン車が走り出す前に、大目玉は宣言した。「次は、負けない――」

＊

「――と、いうわけです」

「何がだよ！」鉄てつ平ぺいは怒鳴り声をあげた。「結局今回も全部お前らの手のひらの上ってやつなのかよ!?」

　鉄平たちは、校門の前に立っていた。

　鉄平、ゆかり、一いち太た郎ろう、曜よう子こ、文ぶん七しち、槍ヶ岳――そして何ど処こかで見たことのあるカメラマンや音声係までが集結していた。鉄平が撮影スタッフに睨にらみを利きかせると、何を思ったか皆、ニコニコと手を振ってくる。鉄平は思わず手を振り返しながら、「大目玉って誰だれだ」

「ＢＴＶという、我々のライバル局の専属リポーターです。ＢＴＶとはブラックテレビの略で、ブラックユーモアを売りにする最低な局です。ちなみに私の局はＯＴＶと言います」

「ＯＴＶ？」

「お気楽テレビの略です」

「……」

「ＢＴＶの大目玉はハヤミマコトの能力を利用して良からぬことをしようとしていた。それを知った私たちは、その陰謀を挫くじくためこのような企画を用意したのです。ハヤミマコトの協力を得て」

　言われて鉄てつ平ぺいは槍やりヶが岳たけの横にいる文ぶん七しちに目をやった。文七は不自然なほど無表情だった。

「……いつから入れ替わってたんだ」

「冬休みの登校日からだ」

「そんな前から？」鉄平は純粋に驚いた。「うわ、じゃあずっと……」

「そう」文七――ハヤミマコトは頷うなずいた。「二学期の終了からおよそ一ヶ月。誤ご魔ま化かすのには十分な時間だ。たった一ヶ月、されど一ヶ月――ある程度期間が空けば、たとえ俺おれが普段の藤ふじ森もり文七と違う行動を取ったとしても『こいつってこんな奴やつだったか？』くらいにしか思われない。それがクラスメイトの距離って奴さ。あとは『微妙に変化した藤森文七』を定着させていくだけでいい。偽装は完かん璧ぺき。槍ヶ岳の受け売りだがな」

「ちなみに本物の藤森さんはこちらで保護しており、今日中にでも解放するつもりです」槍ヶ岳が付け加えた。「もちろん記憶操作で本人の意識もばっちり工作です」

「……はぁ」やはり今回も、槍ヶ岳たち内界人の計画通りだったというわけだ。ここまで来ると怒るより呆あきれてしまう。「……俺が聞きたいのは、ハヤミ、お前がどうして槍ヶ岳に手を貸したのかってことだ」

「槍ヶ岳」ハヤミは鉄平の質問には答えず、槍ヶ岳に向き直った。「これでいいんだな？」

「ええ。十分です」槍ヶ岳は頷いた。「約・束・通・り・ア・ナ・タ・へ・の・監・視・は・今・後・打・ち・切・り・ま・す・」

　目を丸くする鉄平に、ハヤミは言った。「……今回だけだ。次はないと思え」

　そう言い残して、足早に去っていった。

「……どういうこと？」

「私たちが大おお目め玉だまとハヤミマコトの接触をいち早く知ったことからわかるように」槍ヶ岳が鉄平の疑問に答えた。「あの事件以来、私たちはハヤミマコトを監視していました。同じ事件を起こさぬよう、ずっと見張っていたのです。そして大目玉との接触を知った私たちは、監視を打ち切ることを条件にハヤミマコトと交渉したのです。彼はそれを飲んだ」

「お、おいおい」鉄平は慌あわてた。「あいつが裏切ったらどうするつもりだったんだよ？　しかも監視を打ち切ったって。それ、やばいんじゃないか？」

「彼が裏切った場合は、それなりの報復をするつもりでしたよ。しかしとりあえず今は結果論で話しましょうか」

「結果論？」

「ハヤミマコトは実際に私たちを裏切りましたか？」

「……」

「私はこう考えます」槍ヶ岳は続ける。「彼は最初、私たちを裏切るつもりだった。しかし途中で情が湧わいた」

　鉄てつ平ぺいは眉まゆをしかめた。「情？　あいつが？」

「あくまで私の憶測に過ぎませんが」槍やりヶが岳たけは頷うなずき、「ハヤミマコトには『何もない』という空白の時期がありました。『第二世界ザ・セカンド』が崩壊してから長い間ずっと、誰だれにも会わず話さずという状態が続いた。崩壊直前に芽生えた個性という自我を肥やすことなく、ただただ生き長らえるだけだった期間。つい半年前に我が放送局ディレクターの一いつ本ぽん釣づりが見つけるまで、ハヤミマコトはずっとひとりだったのですよ。故ゆえに彼は、まだ赤子のような存在。単純な感情に支配されやすい、まだ生まれたばかりの、自我の頼りない存在なのですよ。だから復ふく讐しゆうなどという憎ぞう悪おにも簡単に囚とらわれてしまった」

「……」

「私たちの依頼を受けたハヤミマコトは、やはり土ど壇たん場ばで裏切るつもりだったのだと思います。彼は私たちへの復讐を忘れたわけではない。なのに、裏切らなかった。彼は多分、知ったのだと思います。『擬態』を定着させるための、その準備期間としての五十嵐いがらしさんたちとの学校生活で」

　槍ヶ岳はハヤミの去っていった方向を見て、口元を緩ゆるめた。「仲間の温ぬくもりを」

「……」

「個性の異なる者同士が、互いを思い合うことの喜び。知ってしまった彼は、それを壊すことができなくなってしまったのだと思います。思い出してみてください。藤ふじ森もり文ぶん七しちとしての彼は、演技ということを考慮しても本当に楽しそうだったと思いません？　気が付いたころには彼は裏切れなくなっていたのですよ」

「……もしかして」鉄平は思いついたことを口にしてみた。「それも狙ねらいだったとか？」

　さあどうでしょうと槍ヶ岳はにやけながら肩をすくめてみせた。

　鉄平は嘆たん息そくした。「そんなに信用してもいいのかよ」

「五十嵐さんこそ、ああして行ってしまうハヤミマコトを止めなかったじゃないですか。五十嵐さんもどこかで、彼を認めていたのですよ」

「……どうだか。それよりもあいつ、これからどうすんだ」

「見極めるのでしょう。自分がどうしたいのか。葛かつ藤とうし続けるのだと思います。答えを見つけるまで」

　そう、と槍ヶ岳は頷き、「それが彼の闘いです」

＊

　で、話は変わって。

「で」鉄平はほとんど八つ当たり気味に一いち太た郎ろうを睨にらみつけた。「灰はい原ばらさんも知ってたわけですね？」

　一太郎は頷いた。「私もＯＴＶの関係者ですから。企画のためにＫＯＴＯ社員の記憶を操作して、源げん之の助すけ様の第一秘書に就かせていただきました」

「あの殴られた頬ほお、まだ痛いんですけど……」

「会心の演技だったでしょう？」嬉うれしそうに言う一いち太た郎ろうが、腹立たしかった。「ちなみにその節は一いつ本ぽん釣づりがお世話になりました。あれ、私の父なんです」

「親子揃そろって最悪だよあんたたち！」

　言われてみれば表情が似ているかもしれない。一本釣をでかくしたらこうなる、のか？

　今度は曜よう子こを見やった。曜子は慌あわてて手を振り、「あた、あたしは本当に何も知らなかったですよ？　真相もさっき灰はい原ばらさんに教えてもらったばかりだし」

「……《教えて》もらった？」

「これで百ゆ合り百ゆ合り学園にもパイプができました！」

「ホントお前、殺してやりたい！」揚よう々ようとのたまう槍やりヶが岳たけに、鉄てつ平ぺいは頭痛がとまらなかった。「……本当に、これだけなのか」

「ほ？　何がでしょう？」

「本当に大おお目め玉だまの計画を邪魔するためだけに、こんな交流会を開いたのかよ」

「やはり冴さえてますね、五十嵐いがらしさん」ニヤリ、と槍ヶ岳は口元を歪ゆがめた。「そうです。私たちの目的は――本当の目的は、そこにはありません。むしろ大目玉の野望などついでのついでに過ぎない。もうおわかりでしょう？　今回のネックは五十嵐さんとゆかりさん、あなたたちふたりにあったのですよ」

　槍ヶ岳の言葉に、きゅっ、とゆかりが鉄平の手を握る力を強めた。

　そうなのだ。

　鉄平とゆかりのふたりは、先ほどからずっと手をつないでいるのだった。

　鉄平は気恥ずかしさを隠すため喋しやべり通していたのだが、一方ゆかりは、鉄平の手を掴つかんだまま離してくれない。そのくせ一言も喋らず顔を真っ赤にしてうつむいている。

　これはなんだろう、と鉄平は思う。な、なんか胸がむずがゆいんですけど？

「ゆかりさんから、ここ数日のすれ違いの理由は聞きましたか？」

　鉄平は頷うなずいた。ＫＯＴＯという巨大な組織に、自分を巻き込みたくなかった――かいつまんで話せばそういうこと。

　それを聞いた鉄平は、もちろん即答できなかった。そんなこと今まで考えたこともなかったし、ゆかりが悩むのも無理はないと思えたから。それだけ自分とゆかりとの環境は違いすぎている。けれどこれだけは言えた。

『ひとりで勝手に悩むなよ。いきなりそんなこと言われて俺おれだってどうしたらいいかわからないけど……でも、ひとりで悩むなよ。どうしたらいいのかわからない、だったら……だったら、ふたりで考えようぜ。俺とゆかりのふたりで考えて、ふたりで悩んで――いつか答えを出そう。俺たちふたりで。それじゃダメか？』

　ゆかりは泣いて、それから鉄平の手を掴んで離さなくなった。

　もう絶対に離さないと言わんばかりに。

「今回の目的は、ゆかりさんの背中を押すこと」槍やりヶが岳たけは言った。「今回ゆかりさんが抱えていた問題は、遅かれ早かれ直面する――真っ向から向き合わなければならない問題でした。そのときゆかりさんはきっと、ひとりで悩んで、足踏みして、距離を取ることを選んでしまう。私たちはそう考えました」

「……そのときは俺おれがなんとかすりゃいいだろ」

「五十嵐いがらしさんがいくら頑張ってもダメなのです」槍ヶ岳はきっぱりと切り捨て、「『気にするな』と言われれば、ゆかりさんはきっと気にしてしまう。気にして、我慢してしまう。我慢しなければいけないと考えてしまう……そういうふうに育ってきてしまったから」

　ゆかりははっと顔を上げる。槍ヶ岳は頷うなずき、

「だからこそ、この問題はゆかりさんが決意するところから始まるのです。悩んで、それでも決意する。五十嵐さんを選ぶということの意味を十分に把握した上で、それでも五十嵐さんを選ぶ――その決意がゆかりさんには必要だった。それは自分で決めて、自分でやり遂げなければならない決意。ゆかりさん、今のあなたにならこの意味がわかるはずです」

　はい、とゆかりはか細い声で応じた。

「そのための企画が、今回の《バレンタイン交流企画『あなたのハートをゲットです』》なのです。ゆかりさんの背中を押す――それが最大の目的です。だから別に大おお目め玉だまがしゃしゃり出てこなくても、どうせこの企画はやってましたよ。大目玉がいなくてもおふたりの恋で視聴率ゲットです」

「いきなり生々しいセリフを吐くな」

「考えてもみてください。今回の配役を」槍ヶ岳は鉄てつ平ぺいを無視して、「一いち太た郎ろう――彼はゆかりさんの気持ちを邪魔する、『環境』という障害の象徴。対する霧きり島しまさん――彼女はふたりの間に割り込む、『恋こい敵がたき』という具体的な障害」

　にへらーと笑う一太郎と、「え？　いやあたしはそんなつもりは」と慌あわてて否定する曜よう子こ。

「そしてハヤミマコト扮ふんする藤ふじ森もりさんは、なんかグループ内の空気が険悪にならないようにするための盛り上げ役」

「むしろメインそうな奴やつがそんなチョイ役なのか」

「今回の流れもそうです。『調理実習』でラブラブする五十嵐さんと霧島さんに、胸を痛めるゆかりさん。死地に向かう五十嵐さんに、また心が傾いてしまうゆかりさん。そして『音楽』で苦難を乗り越え、その勢いで決意するゆかりさん――と本来の予定ではここで終了するつもりだったのですが、しかしここでゆかりさんが決意したのは、反対に想おもいを振り切ることでした。なので半ば強行的に最後の爆弾の登場、藤森文ぶん七しちの正体を五十嵐さんにバラしてテンションアップ――実際ハヤミマコトは合コンのことを知らなかったようですし――、ついでに五十嵐いがらしさんのことだからどうせ後先考えないだろうと思いマットも完備、ということです。こうして改めて五十嵐さんに救ってもらうことで再認識する心。舞台は完かん璧ぺきなフィナーレを迎えたわけです」槍やりヶが岳たけはやれやれと肩をすくめた。「ホント、世話の焼けるカップルでしたよ。……おやおや五十嵐さん。何やら納得のいかない顔してますね」

「当たり前だろ」鉄てつ平ぺいはふてくされたように言った。「結局何も危険はなかったってことはわかったけど、でも何だかんだ言って今回もお前らの思惑通りで、だから――無理矢理くっつけられたような感じがして嫌なんだよ」

「そんなことはありませんよ。今回の企画にしても、ある大前提なくしては行うことなど不可能でした」

「大前提？」

「そうです。とりあえずこんなものがあります」

　と槍ヶ岳が懐から取り出したのは、手のひらサイズのテープレコーダーだった。

「？　なんだよそれ」

「プチッと再生」

『――きだ好きだ好きだ好きだ好きだ俺おれはゆかりが好』

「うおおおおおおおおおッ!!」鉄平は全力で槍ヶ岳の手からテープレコーダーを奪い取り地面に叩たたき付けて何度も踏んづけた。音が出なくなってからもしつこく踏み続けた。「っは、はぁ、はぁ……はっ!?」

　皆が自分を見ていた。やや呆あきれたような視線が「はいはいごちそうさま」と語っているように見えるのは鉄平の錯覚か。そうであってほしい。というかこんな状態でもゆかりはうつむいたまま手を離したりはせず、ただそのうつむく角度はほとんど真下を向いていた。

　なんだこれ。

　なんだこれ！

「そして忘れてはいけないのが、今日がバレンタインデーだということ。今日この日に相応ふさわしいものが今まで欠けていたと思いませんか」

　槍ヶ岳がさらに取り出したのは、一通の便びん箋せんと正方形の小さな包み。それを見たゆかりが「あっ」と声をあげた。「ど、どうしてそれを……」

「ゆかりさんの部屋から拝借させていただきました」

「そりゃ泥棒だろ」

「ほう？　そんなことを言う五十嵐さんにはあげませんよ？」

「え？」

「これはゆかりさんが夜なべしてこしらえた、バレンタインチョコです」

　え、と隣を見ると、ゆかりが火を噴きそうなほど顔を真っ赤に染めていた。

「作ったはいいけれど渡せなかった――そんな切ないチョコレートです。というわけで、ハイゆかりさん。アナタの手で渡してあげてください」

「あ、あう……」

　空いている方の――もちろんもう片方は鉄てつ平ぺいの手を握っている――手の中に強引に箱と便びん箋せんを押し付けられたゆかりは、小さくうめいて立ち尽くした。しばらくためらうような動作をしてから、けれどぎゅっと目をつむってそれらを鉄平の胸の前に差し出した。

「……あ、ありがとう」鉄平はチョコの包みと便箋を受け取り、「あの、すげー嬉うれしい」

　ゆかりはふるふると首を横に振った。

「こっちの手紙は……」

「そうです。先ほどお話しした、『国語』の恋文です。私の方で多少訂正させていただきましたが、内容は概おおむね合っていると思います。後でご確認ください。――さてさて前置きが長くなってしまいましたが、これでおわかりいただけたでしょうか」

　槍やりヶが岳たけは改めて鉄平とゆかりに向き合った。

「この企画の大前提。それは、五十嵐いがらしさんとゆかりさんがお互いを想おもい合う気持ち」

「……」

「つまり好き合っているということ。それは誰だれにも変えられない、嘘うそ偽りのない真実です」槍ヶ岳は微笑ほほえみを浮かべ、「そこには一切の作さく為いもありません。確かに私たちはお膳ぜん立てをしましたが、結局のところおふたりが好き合っていたからこそ――おふたりはこうして今、手をつないでいるのですよ」

　きゅっ、とゆかりがつなぐ手に力を込めた。槍ヶ岳の言葉を肯定するように。

「肝心のおふたりのこれからですが……今はまだ答えを出せない、決意はしたものの、この先どうなるかわからない――大方そんなところでしょう。が、しかし。ぶっちゃけ問題ありませんよ。どんなカップルにだって悩みはあるんです。アナタたちふたりは、その悩みにふたりでぶつかっていって、そしていつか答えを見つけ出していけばいい。そうやってアナタたちの気持ちが本物であることを証明してください」

　槍ヶ岳はにんまりと笑み、「とにもかくにもハッピー・バレンタインです。おふたりさん」

＊

　槍ヶ岳は何ど処こからかピンク色に塗られたラジカセを取り出し、再生ボタンを押した。例の脱力系ミュージックが流れ出す。どうやらエンディングらしい。三台のカメラが一斉に槍ヶ岳の方を向いた。

「――――本日お送りいたしました《バレンタイン交流企画『アナタのハートをゲットです』》と見せかけて《緊急・恋の爆弾大暴走スペシャル『止まらないの溢あふれちゃうの』》いかがでしたでしょうか」

「何その裏タイトル」

「やっとのことくっついたこのふたり、もはや総そう括かつを述べる気にもなりません」

「めんどくさいだけだろ」

「お互いの気持ちを確かめ合ったふたり――これからふたりはどうなってしまうのでしょうか？　とりあえず今夜のホテルの予約は当番組にお任せください」

「任せねえよ」

「しかしふたりの苦難はこれで終わったわけではありません！　まさか今回の企画がふたりをくっつけるものだったとは知らない古こ都と源げん之の助すけ――彼はどうでるのか？　騙だましてしまった私としてはドキドキです！」

「……俺おれは知らねーぞ」

「そして忍び寄る婿むこ候補の影！」

「……え？」

「これからふたりは、本当に本当にどうなってしまうのか。当番組は全力でその行方を追っていきたいと思います！」

「え、ちょ、何それ？　聞いてないよ？　婿って。婿って!?」

「それではそれではグランドフィナーレです！　リポーターはワタクシ、槍やりヶが岳たけがお送りいたしました！　ハッピー・バレンタイン！」

「マジで教えろ、婿って何だ!?」

「それでは最後に、今回の主役であるゆかりさんに締めていただきましょう！」

「えっ」

「サン、ニ、イチ、ハイッ!!」

「え、あ、その」

　ゆかりはおろおろと視線をさまよわせて――



『To：‥五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいくん

　From：‥古都ゆかり



　あなたのことが好きです。でも（絶対に）諦あきらめます。（せん）

　ごめんね、わけわからないよね。（当然わかってるよね？）

　ただ聞いてくれるだけでいいんです。（じゃ足りない。）

　好きです。そしてさよなら。（よろしくイエー）

（訂正・槍ヶ岳）』



　――それでもこくんと喉のどを鳴らしてから、言った。

「幸せ、です」



    

  
    
      



    

  
    
      　

あとがき



　前作『クリ上。』が発売されてから数日後、大学時代の後輩からメールが届きました。

「本のタイトルってなんでしたっけ。『クリスマスなんてくそくらえ』でしたっけ？」

　……意味は合ってる。うん。



　あけましておめでとうございます。

　三み浦うらです。

　本書『バレンタイン上等。なんてくそくらえ』は前作『クリスマス上等。なんてくそくらえ』に続く上等くそくらえシリーズの第二巻になります。本シリーズは基本的に一巻完結を目指していますが、だからといって『クリ上。』を読まずに『バレ上。』から読んでしまうのは、ネタバレ的にもＭＦ文庫Ｊ的にもちょっと寂しい気持ちです。シリーズモノは真っ当に最初から読んでいきましょうね。

　前回に引き続き感謝したい方がたくさんいます。僕がテンパっている一方で源げん之の助すけのことを「源たん」と呼んで脱力、もとい肩の力を抜いてくれた担当のＫさん、前作よりエロっちいイラストを仕上げてくれた屡る那なさん（霧きり島しまさんは本当にかわいいですね。嫁に欲しいです）、地元の大学出身ということで『クリ上。』を取り上げてくださった弘ひろ前さきの大学生協や書店の方々、ヒヨる僕に「お前はツッコミどころ満載の究極につまらないものを書けばいい」とアドバイスしてくれたＴ坂、手も触れたことのないライトノベルをそれでも買ってくださったバイト先のパートさんたち、「デビューおめでとう」の一言のためにわざわざ弘前から札さつ幌ぽろまで会いに来てくれた超先輩、そして見放すことなく支え続けてくれた仲間たち、『クリ上。』『バレ上。』の出版に関わったメディアファクトリーの社員さん。もっといろんな人にも、最大級のありがとうを捧げます。



　最後に、読者様へ。

　今回も辛つらいことがあると反射的に弱音を吐いてしまう自分のヘタレっぷりにマウントポジションで真上からコンクリートブロックを振り下ろしてやりたいくらいの怒りを覚えましたが、もちろんそのまま殴られっぱなしにはしません。「ナニすんだよ！」とぶちキレながら立ち上がり、これからもまた転びつつ猛進していきたいと思います。こんな俺おれですが今後ともどうかよろしくお願いします。

　それではまた、機会に恵まれたら会ってください。バレンタインの次はホワイトデーです。発売は……あれ、来月？　マジかよ俺。マジですよ俺。



あけおめどころかメリクリですらない平成十七年十二月上旬

三浦勇いさ雄お



    

  
    
      

　著者

　三浦勇雄（みうら・いさお）

　　１９８３年２月生まれの弘前大学人文学部人間文化課程卒業生。

　　現在は北海道の札幌市に在住。

　『クリスマス上等。』で第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の審査員特別賞を受賞。同作でデビュー。

　　好きな音楽は主に邦ロック。あまりにテレビを観ないで音楽ばかり聴いているので、芸能人の話題になるとついていけなくなる。最近やっと仲間由○恵の顔と名前が一致するようになったことは、褒められてもいいと思う。



　イラスト

　屡那（るな）

　　１９８４年２月生まれ。福岡在住。

　　読書、音楽、映画鑑賞が趣味。

　　お茶とお菓子をこよなく愛し常に口にし続けている。

　　最近ジャンケンが弱い事に気付く。

　ホームページ「R/L」

　http://waxing-moon.hp.infoseek.co.jp/
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